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◆◆◆「大嶺醍哉」09/11 FRI 22:00◆◆◆






　音おと無なし麻ま理り亜あの姉、音無彩あ矢やは死んでいる。

　少なくとも、戸籍上は。

　そのことを知ったのは〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟に巻き込まれる前のことだ。俺は〝箱〟を使いこなすヒントを得るために、音無について調べ上げていた。

　音無麻理亜。

　大手金融会社の重役を務めていた音無道みち重しげの次女。父の道重、母の有ゆ香か理り、姉の彩矢、そして麻理亜の四人家族で、兵庫県の高級住宅街の一軒家に住んでいた。両親の歳としは離れていて、父親である道重は、麻理亜が14歳の頃にはすでに還暦を迎えており高齢だったが、母の有香理はまだ35歳だった。また、道重は三度結婚しており、麻理亜の母親である有香理は、三人目の妻だった。

　それだけで複雑な家族関係を想像できるが、さらに複雑なのは姉、彩矢との関係だった。彩矢と麻理亜は、産みの母親が違ったのだ。彩矢を産んだのは当時の母親であった有香理ではなく、前妻だった。しかも彩矢は、姉とはいっても、麻理亜と誕生日が三ヶ月しか離れておらず、学年も同じだった。

　そのため道重は、周囲に騒さわぎ立てられないよう配はい慮りよし、彩矢と麻理亜を小中学校と、別の学校に通わせていた。

　二人は、対称的な娘だったという。

　姉である彩矢は、何かと目立つ生徒だった。勉強も運動もトップクラスであり、常にクラスの中心だった。生徒会長など重要なポジションも当たり前のようにまかされ、同じ学校の生徒で彼女の名前を知らない人はいなかった。

　一方、妹の麻理亜は大人しく、目立たない生徒だった。反抗しないからか、小学生時はよくいじめられていたらしい。そのせいもあってか、よく頭が痛いお腹なかが痛いと、学校を休み、そうでなくても保健室にこもっていて、授業にはあまり参加しなかったらしい。言わずもがな、成績もよくなかったそうだ。

　しかし、教師にとって問題児だったのは、登校拒否気味で、心を開かない劣等生の麻理亜よりも、表面上優等生である彩矢だった。

　指導すべき生徒が優秀すぎることは、ときに問題を引き起こす。ましてや、そのことを理解していても敢あえて、その能力を隠すどころかひけらかしているような生徒ならば、尚なお更さらだ。

　彩矢は、それぞれの科目の知識を教師以上に持っていて、間違いがあれば遠えん慮りよなく指摘してしまう。いじめが発生すれば、教師以上に有効な手立てを提案し、解決してしまう。議論が沸わき上がったときに、まとめ役のはずの大人を論破してしまう。

　おかげで教師たちの頭が彩あ矢やほどよくないことが露ろ呈ていされてしまう。彩矢以外の生徒たちにさえ丸わかりなほどの差を。

　生徒より頭の出来が悪い教師を、生徒が尊敬するわけがない。彩矢によって、教師の大人の権威は失われ、彩矢の在籍するクラスは教師に誰も従わず、常に荒れていた。その荒れ方も分かりやすいものではなく、深刻な問題が発生してから分かるような、不気味なものだった。

　例えば彩矢が在籍したクラスには、傷害事件や、自殺未遂事件が発生している。

　彩矢と関かかわって、退職になった教師も三人いる。一人は精神を病やみ、一人は生徒に暴力を振るって怪け我がを負わせてしまい、一人は生徒である彩矢に惚ほれてしまい、ストーカーまがいの行為をしてしまった。

　だが、対称的であり、腹違いの姉妹であっても、彩矢と麻ま理り亜あは仲が良かったのだという。

　休み時間によく電話をしていたらしいし、休日には手を繫つないで遊んでいる二人が目撃されている。二人と一いつ緒しよに行動したこともある彩矢のクラスメートはこう証言している。

「すごく仲が良かったよ。友達とも、姉妹とも全然違う感じ。……双子？　それも違うかな。一番近いのは……そうだな、恋人なのかな」

　姉妹関係で険悪なところは調べた限りなかった。家族間での大きなトラブルも、その複雑な家庭事情の割にはなかった。麻理亜が生まれたことで離婚することになった彩矢の母親とも、金銭的な取り決めをしっかりしていたこともあり、特別なトラブルはなかった。父親である道みち重しげは、自分たちの家族が普通でないことを重々自覚しており、家庭にきちんと目を向けていたようだ。

　もちろんそれは聞き込みができる範囲での答えだ。家庭内のことなど、踏ふみ入らない限り真実は分からない。だが、宮みや崎ざき龍りゆうと浅あさ海み莉り子このケースのように、傍はた目めから見ても分かりやすい家庭の崩壊がなかったのは間違いない。

　しかし現在、間違いなく、この家族は終わっている。

　麻理亜以外の三人が、自動車事故によって、事故死しているからだ。

　この事故について詳くわしくは分かっていない。乗用車同士が正面衝突した事故だったのだが、相手の運転手が死亡しており、目撃者もいないため、事件を知るものが誰もいないからだ。

　ただ、留守番をしていた麻理亜以外の家族が、死んだ。それだけが動かしようのない事実。

　音おと無なし麻理亜は一人になった。

　家族以外に心を開かない音無麻理亜は、正真正しよう銘めい一人だった。

　そうして遺産相続を済ませ、麻理亜の親権が道重の弟である清きよ彦ひこに移った後、麻理亜は失しつ踪そうした。




　これが、音無麻理亜について、俺が調べ上げたことのほぼすべて。




　その後、どうやって音おと無なし麻ま理り亜あが〝箱〟の奇き蹟せきに遭遇したのかは分からない。

　どうして音無麻理亜は『願いを叶かなえる存在になりたい』との〝願い〟を抱いだき、〝出来損そこないの幸福〟を手にしたのかも分からない。

　ただ、それが家族を失ったことと、無関係のはずはなかった。

　家族の死が、麻理亜を狂わせ、異常な自己犠牲精神を植え付けたのだ。そうして今の、超然的な彼女を創った。

　しかも完成させられるだけの機会があった。〝拒絶する教室〟という繰り返しの世界で、人の一生分の時間を麻理亜は使えた。優秀すぎた姉、彩あ矢やにでもなれば、その願いは叶えられるのだと信じたのか、麻理亜はまるで彩矢に成り代わるように変化した。

　ああ、そこまで分かっていたのだから、〝Ｏ〟の正体に気付くのは、俺にしては遅すぎたのかもしれない。

　……いや、本当は、気付くべきではなかったのだ。彼女の家族なんていう、そんな卑ひ近きんなものに、〝Ｏ〟を結び付けてはいけなかった。

　神秘というものは、理解すればするほどその性質を失う。突き放し、盲もう信しんし、理解を放棄しなければ〝箱〟は使いこなせない。不可思議なものは、不可思議なものである以上の意味を見み出いだしてはいけない。

　しかし、そんな思考の停止は、俺が最も苦手で、嫌いなことだった。

　ああ、なんてことはない。思考停止は、俺の〝願い〟と矛盾している行動だ。なら、俺ができるはずもない。

　だから俺は、〝箱〟に限界を作り、使いこなせない。しかし、その代わりに、自分の身の丈たけに合った〝罪と罰と罪の影〟を用意できたと考えるべきだ。

　どうせ、俺が〝Ｏ〟の正体を、分かってしまうのは時間の問題だった。

〝Ｏオー〟

　単純すぎることに、それは『音無』のイニシャルだった。そして彼女が自分の姉の名前を名乗っていたことを考えるに、きっとこう解釈するのが正しいのだろう。

〝Ｏ〟の名は──

〝音無彩矢〟
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　俺、音無、柳やなぎ悠ゆう里りは、依然として〝願い潰つぶしの銀幕〟の中にいた。

　赤い映画館の〝箱〟。

　映画館の、現実にはあり得ないほどの清潔さは、まるで汚れた人間を排除するかのように働きかけて、じりじりと俺を圧あつ迫ぱくしている。精神を着実に削けずり、俺の〝願い〟を潰すための攻撃をし続けている。

　そのプレッシャーの中、俺は引っかかるある事柄について考えていた。

　──おかしい。

　俺はそう感じながら、辺りを見渡す。

　ほこり一つ落ちていない赤いカーペットが敷かれた曲線の通路は、四つのシアターに繫つながっている。

　今、俺たちがいるエントランスの中央にぶら下がっている電光掲示板には、『リピート、リセット、リセットの上映は終了しました』というメッセージが書かれている。

　これまでに三本の映画を強制的に観させられてきた。

『近距離絶縁』

『18．44メートルの隔へだたり』

『リピート、リセット、リセット』

　それぞれ俺の過去を、苅かり野の実み柚ゆ紀き、臼うす井い陽はる明あき、音おと無なし麻ま理り亜あの視点から上映してきた。俺を苦しめるような素敵編集をしたそれらは、俺の罪の上映ともいえる攻撃だった。四つあるシアターの数から分かるように、あと残っている映画は一つになる。

　タイトルは『15歳とピアス』。時間は『22:30～24:00』。今日中に片を付けなければ、確実に俺は敗北する。

　しかし、おかしいのだ。

　なぜなら俺はもう、カズとの決着を付けたと思っていた。

「大おお嶺みね、その顔は何だ？」

　顔をしかめている俺に、声が掛けられる。

　音無麻理亜。

　……いや、もう、大人しい女の子だった過去の自分を殺した彼女を、そう呼ぶべきではないだろう。

「彩あ矢や、疑問がある」

　その名を呼んでみて、妙みようにしっくり来た。

　ああ、それもそのはずだ。〝拒絶する教室〟の中で初めて会った時、彼女は『音無彩矢』以外の何者でもなかった。今ここにいる彼女は、理想を追い求め、あの繰り返しの世界で膨ぼう大だいな時間を使い、築き上げた『音無彩矢』だ。

　俺は、あの繰り返しの世界で、彼女のことを『マリア』と呼べなかった。『マリア』なる名前は、気まぐれで彼女が口にしただけの、本来忘却するはずだった虚きよ偽ぎの名前だ。あの世界には『音無麻理亜』なる人物は、そもそも存在していなかったし、彩矢も存在させるつもりはなかった。

　それはあの世界で記憶を保持できた、カズだけに起こせた奇き蹟せきなのだ。

　言ってみれば、カズは音おと無なし彩あ矢やの予定を狂わせ、運命を変えてしまったのだ。

　一方俺には奇き蹟せきは起こせなかった。『マリア』なる名前を、繰り返しの世界で保持することは不可能だった。

　だから俺にとって彼女は、それが元々は姉の名前を借りたものであっても、『音無彩矢』のままなのだ。

　彼女は、俺が彩矢と呼んだことに特に何のリアクションもせず、口を開く。

「疑問とは何だ？」

　俺は先ほどから抱いだいていた異変を口にする。

「どうして〝願い潰つぶしの銀幕〟は終わらない？」

　彩矢は、眉まゆを寄せる。

「何を言っている？　簡単な話だ。星ほし野の一かず輝きが〝願い潰しの銀幕〟を潰していない、それだけの話だ」

「俺の言っている意味が分からないのか？　俺が言いたいのは、どうしてカズがそれをしないのかということだ。お前が音無麻ま理り亜あであることを辞めた時点で、カズの心は折れたはずだ。なら、当然戦いを放棄するだろ？　それなのにどうして、〝願い潰しの銀幕〟はこうして動いたままなんだ？」

　そう、片は付いたはずだ。

　なぜなら、音無彩矢がここにいる。

　それはカズにとっての、絶対的な絶望だ。

　なのになぜまだ終わらない？　なぜカズは心を折らない？

「大おお嶺みね、お前は何も分かっていないようだな。どうやらお前は、星野一輝の恐ろしさを理解していないらしい」

「どういうことだ？」

　彩矢は表情を変えず、答える。

「簡単なことだ。奴やつの心は折れていない」

「は？」

　意味が分からない。

　カズの目的は、音無麻理亜を〝箱〟のない日常の世界に導くことだ。だが、そんなのはもう、こうして彼女がここ〝願い潰しの銀幕〟に来て、『音無麻理亜』を消し去る決意をした時点で無理だと分かる。すでに不可能なのだ。そして、そのことを、カズは俺以上に実感しているはずだ。

　それなのに心が折れていない？

「カズは、まだお前のことをどうにかできると思っているとでも？」

「そういうことだ。奴は異常なのだ。目的が消滅しない限り、諦あきらめるということをしない。それは実現の可能性が例えゼロであっても関係がない。諦あきらめるという発想が、そもそも奴やつの中に存在しないのではないかと思うほどに」

　諦めるという発想がないだと……？

　あり得ないことだ。だが現にこうして、〝願い潰つぶしの銀幕〟は終わっていない。そして、カズの本質を彩あ矢やが見誤るとも思えない。

　つまり、それは真実。

　とすると……

「……これは、まずい」

　元よりこれは、カズの心を折る戦いだった。

　彩矢がこうなった以上、カズの目的が達成されることはない。カズは確実に失敗した。奴がどう考えようと、俺にはそうとしか思えない。

　だが、カズが敗北したからといって、俺が勝利したとも言えない。このままでは、お互いに敗北するということになる。カズの心が折れず、〝願い潰しの銀幕〟が終わらなければ、このまま四本目の映画、『15歳とピアス』が上映される。それが終わった時点で、有無を言わさずに俺の〝箱〟は壊れてしまう。そうなってしまえば当然、〝罪と罰と罪の影〟を使い、〝犬人間〟を量産し、個人個人の倫理観を高めようとする俺の目的は水泡に帰してしまう。

　このままなら、俺もまた敗北する。

　なんでこうなる？　俺は、思惑通りに事を進めた。刺客として送り込まれた柳やなぎ悠ゆう里りをすばやく無力化もしたし、こうして彩矢をここに呼び寄せることにも成功している。にもかかわらず、次の手がなくなっている。失敗をしていないのに、俺は追いつめられている。……なんなんだあいつは？　まったくパンチが効かないボクサーか？

〝Ｏ〟が、俺がカズに勝てるわけがないと思っているのも、納得してしまいそうだ。

「音おと無なしさん」

　口を開いたのは、それまで黙っていた柳悠里だった。

　俺は、打開策に繫つながる発言をするかもしれないと、耳をそばだてる。

「さっきからカズキさんのこと、いつもみたいに『一かず輝き』と呼び捨てにしませんね」

　だっていうのに、クソどうでもいいことを口にしていた。

　むかついた。

「なんだこのアマ？　二人が別れたことで、カズと付き合えるとでも思って、そんなことを確認してるのか？　うざくて迷惑だから、口を開くなクソビッチが」

「えええええ！　何ですかその物言い！　酷ひどすぎます！　そもそもさっきからずっと、私のこといないものとして扱ってませんか！」

「すでにいらないキャラだから当たり前だろ。彩矢が初めからカズと敵対していたことで、お前の存在価値はなくなったからな。もはやこのてるてる坊主はしゃしゃり出てくるだけでテンポが悪くなって萎なえる空気キャラだ」

「わ、私は喋しやべるだけで邪じや魔まなんですか！」

　相手にするのは時間の無む駄だこの上ないので無視する。

　ま、しかし、確かに彩あ矢やのカズへの呼び名は変わっている。おそらく敵として認識しているカズを、今までのように親しく呼ぶことはできないのだろう。

　敵。

　敵か……。

「ところで彩矢、確認したいが、お前は俺と手を組むと考えていいのか？　心が折れない限り、カズはお前のことをつけ回すんだろ？　倒す必要があるよな」

「ああ、倒す必要がある。星ほし野の一かず輝きを、相手にしなければいいと切り捨てることはできない。戦う手段などはないはずだが、それでも油断はできない。奴やつはいまだ、私の目的にとって、一番の障害であると見ている」

「そうだろうな。だから俺は、一時協力するのが良策だと思っているが、どうだ？」

　彩矢はしばし沈ちん黙もくし、口を開く。

「……私はお前の〝箱〟、〝罪と罰と罪の影〟を認めない。他者を犠牲にするお前のやり方は、私の理に反する。お前と私が似ていることは認めても、それだけは認めない」

「……協力する気はないと言ってるのか？」

　そうなると、俺に手立てはない。

　この状況でもカズは諦あきらめていないのだ。どう考えても、カズの心を折るには、彩矢を絡からめないといけない。

「いや。力は貸す」

　だから、こう言われて、俺が内心安あん堵どしたのは仕方ないだろう。

「奴を潰つぶすのが優先順位として先なのは違いない。私が言いたいことは、私は、あくまで私の目的のために動くのであって、お前を助けるためではないということだ。例えばお前には時間制限はあるが、私にはない。その違いがお前にとっては不都合なものになることもあり得る」

「それは俺も同じだ。状況によっては、俺はお前を裏切る」

「ならば問題ない」

「よし、聞いておこう。どうしたらカズの心を折ることができるか、俺にははっきりとは分からない。だが彩矢、お前はそうではないだろ？　教えろ。どうすれば最も効果的に、カズを攻撃できる？」

「…………」

　彩矢は押し黙だまる。

　この質問をした意味は、二つある。一つはカズを熟知している彩矢ならば、俺より有効な手段が思い付くという単純な理由からだ。

　そしてもう一つは、本当に彩あ矢やが、カズへの未練を断ち切れたか確認するためだ。

　彩矢にそういう様子は見えなくても、あれだけの関係だった、カズへの気持ちはいまだ残していてもおかしくない。内心未練が断ち切れず、生ぬるい提案をしてくることもあり得る。その場合、彼女はカズを潰つぶす上で足手まといになるだろう。利用するだけ利用し、本人にはできるだけ関かかわらずにいてもらうのがベストになる。

　だが、彩矢はこう答えた。




「私が、星ほし野の一かず輝きのことを忘れればいい」




　未練なんて微み塵じんもない。

　そう言わんばかりの答え。

「〝出来損そこないの幸福〟を奴やつの知り合いに使えば、私は奴のことなど忘れる。繰り返しの世界で築いたものなど、完全になかったことになる。それをすればいい」

　その提案は──

　その提案は、確実に成功する解答だ。

　なぜなら、カズが心を折ることなく、まだ希望を抱いだいているのは、彩矢にとって自分が特別であることが分かっているからだ。

　逆に言うと、それだけ。

　それがなければ希望は何一つなくなる。

　だったら、ただの他人になればいい。特別なものなどなかったことにしてしまえばいい。

　だが──

「…………お前は」

　俺は、彩矢のこの発言に、手が震えてしまっている。

　だって、どうしてそんなことを、平然と口にできる？

　二人はお互いを思いやっていた。

　強い依存だった。強い絆きずなだった。それが消えてしまえば、お互い別の人間に変わってしまうほどの、深い関かかわりだった。

　それを音おと無なし彩矢は、簡単に『捨てる』と言っている。

「お前は、それが平気なのか？」

　思わず聞いたが、答えは分かりきってる。

　肯こう定ていだ。そうでなければそんな方法は口にできない。きっと彩矢は、カズを忘れても、つゆほどにも感情が動かない超人なのだ。俺とは計れない位置にいる怪物なのだ。

　しかし、彩矢はこう言った。

「平気ではない」

「……なに？」

　思考は停止する。

　それは、あまりに予想外だった。超人のごとく微み塵じんも臆おくせず、平気だと宣言されるよりずっと予想外だった。

「平気なわけがない。平気ならば、ここまで星ほし野の一かず輝きの側そばにいようとしなかった。奴やつが、私にとって大切であったことを認めなければ、それは逃げているだけにすぎない。認めなければ、立ち向かうことはできない」

　星野一輝のことを忘れるのはつらい。

　彩矢ははっきりとそう言っている。

　だから、分からない。

「なら──」

　なんでこんな提案をできる？

　こんな自分の感情を、これ以上なく犠牲にするような提案を？

「しかし、奴が私にとってどんな存在であろうと問題はないのだ」

「……どうしてだ!?」




「私の感情は、何の障害にもならないからだ」




「────」

　息を吞のむ。

　なぜなら、その言葉を、彩あ矢やは何の疑いもなく口にしている。

「目的に反する私自身の感情など、私は意に介さない。そんな軟弱な精神はしていない。私の意志が、私自身によって揺ゆらぐことはあり得ないのだ」

　その超然的な彼女の有様を見れば分かる。自分の感情を完全に他ひ人と事ごとのように切り離せる彼女を見れば分かる。

　それは、事実だ。

「私は人間ではない。他人の願いを叶かなえるだけの存在、つまり〝箱〟だ」

　もちろんその表現は比ひ喩ゆだ。彩矢は肉体を持った人間だ。そういう覚悟で、自分は生きていると、そう言っているだけだ。

　だが、実際、言葉通りに実じつ践せんしている。

　彩矢は、目的を達すること以外に、自分の存在意義を認めない。目的のために一切、自分を挟はさまない。大切な人のことも、自分の死さえも、挟まない。

　──機械。──人形。──異形。──〝箱〟。

　俺もそこを目指していた。

　そうやって、世界の理想を求めていた。

　でも、ここまで人間からの逸いつ脱だつを成功させたこの様を見て、俺も同じようにできると言えるか？

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　────無理だ。

　俺が想像したように、カズを忘れることが平気だと、そう肯こう定ていされた方がまだ理解できた。心を麻ま痺ひさせるだけなら、まだ俺にでもできそうな気がするからだ。

　しかしそうではない。音おと無なし彩あ矢やは正常な感情を持ったままでいても尚なお、何の支障もなく目的に到達できるのだ。

　それは、俺にはできない。

　不可能だ。

　俺は、所しよ詮せん、人間だ。

　それどころか俺は──

　そう思考した途端、俺の中にいる『罪の影』たちが騒さわぎ回る。

「ぐっ」

　そう、それどころか俺は、自分が用意した『罪の影』が引き起こすこの痛みにさえ、耐えられないかもしれない。

【支配】するために取り込んだ『罪の影』たちは、隙すきを見せれば身体からだの中で暴れ回る。それは徐々に悪化している。

　歯を食いしばる。ああ、くそ、血管の中を砲丸が通っているかのような痛みだ。どうしてこんな痛みが降って湧わいてくる。こんなの、俺が作り出している痛みに過ぎないというのに。

　次の映画を観れば、〝罪と罰と罪の影〟が潰つぶれる？　……はは、そもそもそこまで保もつのかよ？　その前に俺が自滅しちまうんじゃないのか？　それぐらいこの痛みに耐えられない。破滅する未来に耐えられない。

　俺はどうしてこうも凡ぼん人じんなんだ。

　俺はどうして、奇き蹟せきを起こせない、俗人なんだ。

　ピアスに触れる。変わりたい。俺はもう何も知らない愚ぐ鈍どんな俺に戻りたくない。このどうしようもない世界に抵抗し続けたい。

　だけど、

　だけど、

　だけど、本当は────




　光。闇やみ。海。世界。ビジネスホテル。子宮。繫つないだ手。泣き顔。完封勝利。世界。体温。冷たい。冷たい。キャッチャーミット越しに痺しびれる左手。才能の差。嫉しつ妬と。夢。告白。顔色を窺うかがう。タバコ。痣あざ。手の震え。恐怖。憎ぞう悪お。憎悪。憎悪。憎悪。憎悪。憎悪。罪。罰。正義。正義のための罪。ピアス。




　俺は息を荒げたまま、またピアスに触れる。

　俺はいつ、ピアスの穴を開けたんだったか？

　それを考えると、強制的に割り込んでくる、俺の一番嫌いな誰か。苅かり野の実み柚ゆ紀き。

　リノは反省をすることができなかった。自分が悪いことをした自覚がなかった。俺は分からせなければいけなかった。リノがどれだけのことをキリにしたのかを思い知らせなければ気が済まなかった。そうしなければ、俺はこの世界の不条理を許せなかった。だからそれ相応のことをした。本当の反省の言葉を聞くまで、俺はリノを許さなかった。しかしリノは、自分の罪を自覚していないのだ。口先だけの「ごめんなさい」しか言えないのだ。だから俺はいつまでも許せないし、許す理由がない。「お願い正解を教えて」なぜ思い付かない？「好きなの。ダイちゃんのことがずっと好きだからこんなことを」ふざけるな。媚こびを売ってるつもりか？　いや、違うな。俺を責めているんだな。俺の存在が、キリを苦しめたと、思い知らせているわけだなクソが。俺はいつの間にか、リノを殴なぐっていた。自分のしている行為が信じられなかった。幼馴な染じみへの暴力は、リアルではなかった。暴力を振るっている事実が、俺から現実感を遠ざけていった。自分の身体からだに暴力の感触が確かにあるのに、その感覚は他ひ人と事ごとのように自分からかけ離れている。リノを殴っている俺は、俺ではなかった。自分の内側にあるコントロールできなくなった何者かだった。「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい」、ごめんなさいは、自分に危害を加える人間に、許しを請こう言葉じゃないふざけるな！

　何も解決しなかった。

　何も解決しなかった。

　何も解決する手段などなかった。

〝箱〟を持たない俺は、ただただ無力だった。

　知っている。リノがホテルでどんな目に遭ったのかを知っている。リノが俺のことを慕したってくれていたことを知っている。リノの明るくて話しやすいところ、他人に親身になれるところ、楽しいときに楽しんで、悲しいときに悲しめる素直なところ、そんないくつもの長所も知っている。悪人ではないことを知っている。だけど許せない。許せない。許せない。だから齟そ齬ごが起きる。リノに暴力を振るうことはしてはいけないのに、同時にしなくてはならない。だから俺の中のリノを勝手に分離して、俺にとって不都合なリノは消した。幼馴染みという事実は忘れた。

　そうして、リノを追い込んでいった。

　俺は髪を染めた。ピアスを付けた。俺はかつての『大おお嶺みね醍だい哉や』を他人としたかった。キリがあんな目に遭った原因が、俺の親しみやすさにあったのなら、そんな自分は殺したかった。

　誰に言われるでもなく知っている。

　俺は超人ではない。

『音おと無なし彩あ矢や』にはなれない。

　俺が他人と少し違うのは、自分のことを離れた位置で見ていることだけだ。

　それで十分だ。

　──それで十分だ。

　俺はようやく『罪の影』たちを抑え込み、自分を取り戻す。




「どうかしたか、大おお嶺みね？」

「だ、大丈夫ですか？」

　彩矢と柳やなぎが声を掛ける。

「…………どうもしていない」

　……まったく俺は何を狼ろう狽ばいしている？

　俺は確かに弱い部分をいまだ持っている。だけど、別にそのことを悲観する必要はない。

　感情に振り回されてしまうなら、目を逸そらし無視すればいいだけの話。彩矢のように正面から受け止める必要はない。それを俺はとっくのとうに分かっていて、だからずっとそうしてきた。おかげで感情を切り捨て、論理的に思考できるようになった。それは武器だ。俺は自分の能力を誇ほこるべきだ。

　気を取り直した俺は、口を開く。

「彩矢、話を戻すが、カズを倒すために〝出来損そこないの幸福〟を使うのは俺も賛成だ。それで、具体的にどう動くかは決めているのか？」

「いや、まだだ。何せ今さっき思い付いたことだからな」

　そうだろう。音無彩矢は、意外と策さく謀ぼうをめぐらすことは苦手なのだ。その清せい廉れん潔けつ白ぱくな価値観故ゆえに、搦からめ手で攻めることができない。そう、彩矢にも欠点はある。自分の能力と比較してもしょうがない。

「大嶺、お前はどう考える？」

「記憶を失うのは、間違いなく有効なはずだ。だが、彩矢が実際に記憶を失っても、それをカズに知らせなければ意味がないよな？」

「わざわざ伝えなくとも、いずれ分かるのではないか？」

「お前はそれでいいだろうが、俺には時間がない。俺は、お前が記憶を失う様を、カズに見せつけなければいけないんだよ」

「ふむ、それもそうだな。つまり──」

「ああ。カズの目の前で、〝出来損ないの幸福〟を使う必要があるわけだ」

「〝箱〟の中に入り込むことはできても脱出はできない。私はここにいる。ということは、星ほし野の一かず輝きを──」

「この〝願い潰つぶしの銀幕〟の中に呼ぶ」

　それが、カズの心を折るための第一条件。

「しかし奴やつはどうしたらここに来る？　奴からすれば、離れたところから安全にお前の〝箱〟を潰した方がいい。それには二時間弱待てばいいだけだ。わざわざリスクを犯して、ここに来るとは思わないが？」

「そんなもんは〝罪と罰と罪の影〟を使えばどうとでもなる」

「それに、誰に〝出来損そこないの幸福〟を使うつもりだ？」

「カズの行動次第だが、今のところここにいるのは三人だ。となれば、有力候補は決まってるだろ」

　言って、俺は柳やなぎに視線を向ける。

「え？」

「良かったな柳悠里。ここでの存在価値を一旦失ったお前にも、新しい役割ができたぜ？」

「え？　え？　あ……」

　意味に気付き、柳の顔が青ざめる。

　それを見て柳を庇かばうように、彩あ矢やは彼女の正面に回り込んだ。

「……悪いが、私の〝出来損ないの幸福〟は、救いを望む者以外には使うつもりはない。それは例え、星野一輝を倒すという目的があってもだ」

　なるほど。そこはこれだけ腹を括くくっても変わらないのか。どんなに非効率でも、他人を犠牲にできないままなのか。

　……いや、ある意味当然か。その有り様でなければ、『他人を幸せにする』という自分の目的に反することになる。

「そうか。じゃあ、別の奴やつをなんとか調達するか」

　折れるはずがないことを素早く悟さとった俺は、この場を収めるだけの口先だけの言葉を言う。

　彩矢は小さく頷うなずき、納得した様子だった。

　正直、柳の『罪の影』を抱かかえている俺からすれば、救いを求めさせることなどたやすい。柳は〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟によって、相当の傷を負っている。その傷をグリグリとほじくってやれば、常人より強い『罪』を抱えている柳は、簡単に救いを求めるだろう。

　もちろん柳にこだわる必要はない。カズの記憶を失わせるだけだったら、カズの知り合いならば誰でも問題はないからだ。

　だが、来るか来ないか分からない不確定な誰かに期待するわけにはいかない。確実に一人、生け贄にえを確保しておく意味で、やはり柳は必要なのだ。

　俺は、そこまで考えて、話を戻す。

「四本目の映画、『15歳とピアス』終了までに、カズを〝願い潰つぶしの銀幕〟の中に呼ぶ。そして、目の前でカズの知り合いに、彩あ矢やの〝出来損そこないの幸福〟を使う。それはいいとして、問題はそのための手段だな」

「ああ。なんとでもなるとお前は言うが、具体的にどういう手段を取るんだ？」

「手段か、そうだな……」

　例えば、〝願い潰しの銀幕〟を放棄しなければ、彩矢を殺すと脅おどしたとすればどうだ？　問題は説得力があるかどうかだが、彩矢のことだけに、例え半信半疑程度の信しん憑ぴよう性でも、カズは従う可能性が高い。

　じゃあ〝罪と罰の罪の影〟を使って、そう伝えればいいか？　問題なく伝えられればいいんだが、残された短い時間で確実に伝えるのは、もしかしたら意外と難しいかもしれない。まったく〝Ｏ〟が協力でもしてくれれば、確実に伝えられ──────




　──願い事はあるかい？




　────いや、待て。俺は重大なことを考こう慮りよするのを忘れてないか？　そもそもカズは〝願い潰しの銀幕〟をどうやって手にした？

　言うまでもない。〝Ｏ〟に〝箱〟を渡してもらったのだ。カズは俺を倒すために、〝Ｏ〟に力を借りたのだ。

〝Ｏ〟は俺ではなく、カズの味方なのだ。

　すでに〝箱〟を渡した事実がある。俺の知らないところで二人が敵対でもしていない限り、〝Ｏ〟がカズに協力してくるケースを考慮しなければならない。

　さっき考えたように、彩矢を殺すと脅きよう迫はくする策を実行したとしよう。それをカズに伝えることに成功したとしても、〝Ｏ〟が脅迫は噓うそだと、都合の悪い事実をカズに伝えてしまうことはないか？　それはあり得ないことなのか？

　そんなわけがない。十分にあり得る。

　なら俺は、〝Ｏ〟さえも出し抜くしかない。

〝Ｏ〟は完璧ではないが、世界を見渡せるらしい。俺が彩矢にぺらぺらと策略を話してしまえば、聞かれる可能性がある。しかし〝Ｏ〟は、他人の思考まで読めるわけではない。黙だまっていれば意図を隠すこともできる。それは人間と変わらない。

　つまり彩矢には真の策を隠し、〝Ｏ〟にはカズの有利に話が進んでいるように思わせ、なおかつカズには自ら望んで、〝願い潰しの銀幕〟まで来てもらう。そういうことになる。

　……なんだそれは？　条件が厳しすぎる。

「大おお嶺みね、黙り込んでいるが、策が思い浮かばないのか？」

　俺は、彩矢の顔を見つめる。

　無表情。

　感情を押し殺した表情。

　すると唐とう突とつに思い出す、『リピート、リセット、リセット』の中のセリフ。




『私は分かる。そんな〝願い〟を〝箱〟に願ってしまったときの結末を。その結末は』

『破滅だ』

『それでももし、お前が〝箱〟を知り、手にしたとしたら、私はどうするのだろうな？　お前から〝箱〟を奪うばう気は起きない。私は他の〝所有者〟と違い、対立をしないのかもしれない』

『またパートナーになる──いやそれはないな。協力はしない。干渉もしたくない。ただお互い、同じ方向に向かっているだけだろう。私たちは、元よりパートナーになどなれなかったのだ。私たちの本来の関係は、そうだな──』

『同志、というのだろう』




「…………懐なつかしい」

　思わず呟つぶやく。

　呟いた直後に、何を呟いているのだろう、と思う。

　唐突に湧わき上がってきたその映画の……いや、リセットされた時間の中で言われた言葉が、どうしても引っかかってしまった。

　──俺にとって、『音おと無なし彩あ矢や』とは何だろうか？

　カズにとっては『音無彩矢』とは敵だ。カズは彩矢を──いやこの場合は『マリア』と言った方が正しいか──マリアを自分の日常の中に取り込みたいと思っている。そのためには自ら〝箱〟と名乗り、人間であることをやめようとさせる『音無彩矢』の存在は、何よりの障害になるのだ。

　しかし、俺にとっては逆に、彼女が『音無麻ま理り亜あ』であっては困る。

「…………」

　困る？

　どうして？

　困るのは俺と彩矢の目的が似ているからか？　こうやって協力しているからか？　〝拒絶する教室〟の中でもパートナーだったからか？　……違う気がする。それらはどうもしっくり来ない。

　もっと深い部分で、彼女を必要としている。

　ならそれはきっと、俺の目的に関することだ。

　俺は、俺自身が目的を達成しなくていいと思っている。俺は近い未来に、自分の罪に耐えきれなくなって潰つぶれる。俺が潰れたとき、目的はまだ達成されていないだろう。だが、それでいい。新しん藤どうのように、自分の意志を継いでくれる人間がいて、最終的にこの世界が変われば、俺はそれでいいのだ。俺自身はゴミのように捨てられ、忌いみ嫌われて、命を失っても構わない。

　じゃあ──

　ああ……分かってきた。俺にとって音おと無なし彩あ矢やが何であるか、分かってきた。

　音無彩矢は俺の希望でもあるのだ。

　彼女が望む、誰もが幸せになる世界。そんなものが実現するとしたら、俺の目的だって、同時に達成されていることになる。彼女の願いが実現することで、俺の願いもまた叶かなうのだ。

　そして、俺の願いより遥はるかに難しい彼女の願いが、しかし叶えられるのではないかという希望を、音無彩矢の有り様は持たせてくれる。

　この孤高。

　この高貴さ。

　この正しさ。

　この実直さ。

　それは、俺の〝願い〟さえも救うのだ。

　いや俺だけではない。

　あらゆる〝所有者〟を救うのだ。

　あらゆる〝所有者〟の、彼女は希望なのだ。

　だからこそ、彼女は〝Ｏオー〟と同じ名前をしている。彼女はあらゆる人の〝願い〟を叶えてくれる存在。

　護まもらなければならない、尊とうとい、存在。




　だから許せない。

『マリア』と一いつ緒しよにいたいなどという陳ちん腐ぷな目的──いや、身勝手な欲望のために、俺たちの〝願い〟を踏ふみにじろうとする、星ほし野の一かず輝きは許せない。

　俺たちは、カズを叩たたき潰つぶさなければならない。

「一つ、策を思い付いた」

　そのために俺は、彩矢も〝Ｏ〟も誰も彼も騙だまし、カズの前に絶望を突き付ける。

「茂も木ぎ霞かすみでも使うか」

　カズ。

　お前に、ゼロのマリアを取り戻させたりしない。
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　この感覚を、どう表現したらいいのだろう？

　僕は何も変わってはいないのに、だけど、明らかに今までと変わっている。

　したことと言えば、僕は自分自身のことを知っただけ。自分の取扱説明書を読んだ程度の感覚だ。しかしそれだけで、この世界は変わる。身体からだの中を巡回する何かに、メンソールでも流し込んだみたいに、妙みように身体がすっとする。思考がどんどん整理されて、余計な混こん濁だくが消えていく。

　世界に掛かっていた靄もやが晴れていく。

　クリアに。

　よりクリアに。

　世界は開けていく。

　そうして僕はマリアを助けることのみに、集中できる。

　それが『空うつろの箱』を手にした僕の、変化。




「うわ、どうしたんだ、その人？」

　市街地から離れた、土手沿いの高架線下のトンネルにやってきた陽はる明あきは、開口一番そう言って、顔を青ざめさせた。陽明の視線の先には、ストリートアートとも呼べない落書きがある壁に、意識を失ったまま寄り掛かって座っている色いろ葉はさんがいた。

「ま、まさかホッシー、その人を殺したとか？」

「生きてるよ」

「だ、だけど、めっちゃ血が出てるぜ……？」

　確かに床にも壁にも、赤い液体が付着している。色葉さんの顔や服にもだ。

「これはただの血ち糊のりだよ」

「ち、血糊？　本当に？」

　陽明はかがんで、床の赤い液体に触れる。手に付いた液体の臭においを嗅かぐ。しばらく顔をしかめていたが、血糊だと納得したようで、何度か小さく首を頷うなずかせた。

「た、確かに血ではないな。でもさ、なんでこんな事態に？　なんでその人は気を失ってるわけ？」

　陽明は、色葉さんの顔を覗のぞき込み、そのまま呼吸と脈を確認する。ランタンの光に照らされている色葉さんの顔は、こちらからはあまりよく見えない。

　色葉さんに僕が何をしたか？　それは説明すると長くなるので、なんでこんな事態になったのかという前半の質問だけに答えることにする。

「僕の裏切りをマリアに見せるために、醍だい哉やと色いろ葉はさんが工作したんだ。まんまと僕は嵌はめられて、マリアは〝願い潰つぶしの銀幕〟の中だよ」

「ってことは、麻ま理り亜あちゃんにもう醍哉の〝箱〟はばれたのか」

「そうだね」

　それが重大な事態だということを、陽はる明あきは知っている。だからか、顔をしかめて立ち上がり、僕を見つめた。

「どうしてそんなことになるまで、俺を呼ばなかったんだ？　俺を頼りにしてないのか？」

　まるですごんでいるような口調。背の高い陽明にそう詰め寄られると、やはり迫力がある。

「違う。一人で来るように脅きよう迫はくされたから、陽明は呼べなかったんだ」

　と、そこまで喋しやべって、それだけでないことにすぐ気付いた。

「……いや、脅おどされなくても陽明は呼べなかったな」

「だからどうして！」

　陽明は叫さけぶ。僕の力になれなかったことが悔くやしくて。

　なんて、ありがたいんだろう。

　なんて、心強いんだろう。

　僕は、こんな陽明と友達になれたことが、本当にうれしい。

「逆だよ。本当に、頼ってるからだよ」

「え？」

「おんぶに抱っこしてるって実感してるほど、頼ってるよ……」

　そうでもなきゃ、そもそもこんなことに巻き込まない。〝箱〟なんてものを教えてしまって、申し訳ないと自分を責め続けるようなことにならない。

「……た、頼ってるならどうして？」

「陽明は心ここ音ねのところにいたでしょう？　そのまま、心音を護まもって欲しかったからだよ。その理由は分かるよね？」

「あ……」

　陽明は照れ隠しに、頰ほほを指で搔かく。

「そうだな……。俺たちは、ダイヤンはキリを狙ねらってくるものと思ってたからな」

「うん、脅迫されてなくても、この件が醍哉の陽動作戦だと思ったはずだよ」

　そう、僕らは醍哉が心音を狙ってくるものだと思っていた。

　僕やマリアよりも、心音の身こそ危ないと、そう考えていた。

　そう考えた根拠はある。

　醍哉が、〝願い潰しの銀幕〟の〝所有者〟が僕ではないと、そろそろ気付くだろうと考えていたからだ。

　そうなれば僕や、マリアを狙うより先に、〝願い潰しの銀幕〟の〝所有者〟をどうにかしようとする。

　当然マリアより先に、心ここ音ねを狙ねらうと思っていたのだ。

　しかし、しなかった。

「ダイヤンは、〝所有者〟の正体に、やっぱり気付いてないのか？」

「そうだろうね」

〝願い潰つぶしの銀幕〟は、醍だい哉やの〝箱〟を潰すためだけの〝箱〟だ。

　そういう〝箱〟であることに、悠ゆう里りさんが〝願い潰しの銀幕〟の中に行った時点で、醍哉は気付けたはずだ。なにせ悠里さんがあちらに行っても、上映されるのは醍哉の過去限定なのだから。

　それなのにどうして、醍哉は〝所有者〟が、僕ではないことに気付かない？

　僕が〝箱〟自体を手にすることはあり得たかもしれない。僕は確かに、最悪の場合、〝Ｏ〟に接触し、〝箱〟を手にし、醍哉を攻略したいと思っていた。あくまで最後の手段としてだが、そう考えていた。

　でも、仮に僕が〝箱〟を手にしたとしても、僕だったらこんな〝願い〟は抱いだけない。僕の〝箱〟は、どうやったって〝願い潰しの銀幕〟にはならない。こんな、醍哉一人だけを救うための〝箱〟は用意できない。

　だってこんなのは、心の底から、醍哉一人だけのことを考えられる人じゃないと無理じゃないか。

　盲もう目もくとも言えるほど、醍哉一人を見続けている人じゃないと無理じゃないか。

　それが僕のわけがないのだ。僕は醍哉の友達で、醍哉のことを大切に想っているつもりだけれど、残念ながら盲目的になれるほど、強い気持ちを持っているわけじゃないだろう。〝箱〟を使って、醍哉一人のための限定的な〝願い〟を抱けるほど、僕は醍哉一人のことを想えない。

　醍哉が、本当の〝所有者〟と、逃げずにきちんと向かい合っていれば、そんなことは分かるはずだ。

　だけど、できなかった。

　どうして？

　それは、〝箱〟によって、自分を見失っているから。

　正しい〝所有者〟が分からないという時点で、醍哉が間違っているのは明らかだ。自分のことをこれだけ想ってくれる人間の存在に気付かない時点で、醍哉が間違っているのは明らかだ。醍哉は冷れい酷こくになろうとして、だからその人のことを意識的に忘れようとしている。そうして自分を閉じて、何も見えていない。

　それなのに、高こう尚しような目的がある？

　自分の命さえ惜おしまず捧ささげて、世界を正そうとしている？

「…………ふふ」

　笑わせる。

　バカバカしい。

　そんな人間のしている行為は、無益以外何ものでもないのだ。

　何も見えてない人間が、正しい方向を指し示せるとでも？　どうせあさっての方向を指しているだけだろう。より人を惑わせるだけだ。

　それなのに、マリアを僕から奪うばう？

　何様のつもりだ。

「…………」

　僕は、気を失っている色いろ葉はさんを見る。

　真っ赤に染まっている彼女もまた、間違っていた。マリアを僕から奪おうとした。

　だから、こうしてやった。

　陽はる明あきには生きていると答えたし、それは間違ってはいないが、だけど生き甲か斐いは奪った。この惨みじめな惨さん状じようが表すように、もう立ち直れないかもしれない。

　でも、それがなんだ？

「…………ふふふ」

　ああ、醍だい哉やにも同じことをしてやろう。

　醍哉の絶望は色葉さん以上だろう。元々この願望は、醍哉発はつ祥しようのものだ。〝願い〟がもう叶かなわないと知れば、立ち直ることは不可能だろう。ましてや醍哉は神かみ内うち昂こう大だいを殺している。逃げ続けることができなくなった醍哉に待ち受ける現実は、過か酷こくなものだ。

　でも、潰つぶす。

　何も見えてない奴やつの〝願い〟なんて知ったこっちゃない。〝箱〟が潰れて悲劇的な結果が訪れたとしても自業自得だ。そんなのは、とち狂った自分が招いた種だろう？

　だから。

　マリアをさっさと返せよ、全ぜん盲もう野郎。
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scene4『15歳とピアス』１／３









１．川岸（夕暮れ）


　　　俯ふ瞰かんした構図。夕日に照らされて広い川の表面が光っている。真っ赤な画面の中で、唯一黒いものは二つの人影。手を繫つないだ中学三年生の醍だい哉やと心ここ音ねは、お互いを見ずに、前を向いている。

心音（モノローグ）「あたしと醍哉は、物心ついた頃から、いつも一いつ緒しよだった」

　　　繫いだ手を、醍哉はぎゅっと握る。

心音（モノローグ）「あたしが思い返して浮かぶ映像の中に、醍哉はいつでもいる」

　　　手が離れる。

心音（モノローグ）「過去を過去にするには、醍哉と別れるしかない」






２．心音の部屋（半年前、17時）


　　　心音のベッドの上に制服姿の二人。

心　音「ん[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]ふ」

　　　醍哉の唇くちびるが、心音の唇から離れる。黒髪で、メガネをかけている心音は、恥はずかしそうにうつむく。

心音（モノローグ）「ずっと一緒だったあたしたちの関係が変わったのは、ハルくんのおかげだった。醍哉はハルくんと仲良くしているあたしの姿を見て、ようやく自分の恋心をはっきり自覚して、あたしに交際を申し込んだからだ。でも、あたしから言わせてもらうと、醍哉は自分の気持ちに気付くのが遅すぎる」

　　　醍哉は右手を心音の手と搦からめて、もう片方の手で心音の髪を撫なでる。優しい笑え顔がおに心音は胸をときめかせ、醍哉の胸に頭を押し付ける。

心音（モノローグ）「だってあたしは、それこそおままごとをしていたときから、ずっと醍哉のことが好きだった。自分の気持ちにちゃんと気付いていたし、醍哉がまだ自覚していないその気持ちにも気付いていた」

　　　醍哉は心音の背中に腕を回す。

心音（モノローグ）「醍哉と付き合う前に、リノにずっと醍哉のことが好きだったと話したら、『それって本当に昔から恋心なの？』だなんて疑わしげに目を細めて言われたけど、あたしはそうだと思う。少なくともあたしの記憶では、あたしはずっと醍哉に恋をしていた。ずっと、醍哉が振り向いてくれるように、意識して生きていた」

　　　心ここ音ねの部屋全体を映す。学習机、ＣＤコンポ、ぬいぐるみなど、全体的に薄い色の木の家具や白いものが多い、優しげな部屋の配色。

心音（モノローグ）「あたしの部屋は、醍だい哉やで溢あふれてる。ラブソングを聴けば、浮かべるのは必ず醍哉の顔で、恋愛マンガを読めば、醍哉への気持ちを主人公の気持ちと重ねて泣いた。勉強をしているときに、『大おお嶺みね心音』ってノートに書いてニヤニヤしてた。この部屋でいつも、醍哉のことばかり考えていたんだ」

醍　哉「心音」

心　音「なあに？」

心音（モノローグ）「最近、醍哉は、あたしのことを下の名前で呼ぶ。もちろんあたしは、初めてそう呼ばれたときのことをはっきりと憶えている。さりげなく呼び名を変えようとして、でも全然自然にできてなくて、頰ほほを赤くしていた醍哉の表情を、ずっと愛いとおしく憶えている」

醍　哉「僕は心音が好きだよ。ずっと、変わることなく、好きだよ」

心　音「うん。信じられるよ」

　　　醍哉は少年のような無む邪じや気きな笑え顔がおで、うれしそうに微笑ほほえむ。

　　　心音はそれを見て、同じく微笑む。

心音（モノローグ）「あたしは心の底から思う。恋してる自分に酔っているわけでもなく、ただ純粋に、そうなんだろうな、って実感してそう思っている」

　　　心音、醍哉の唇くちびるを指で撫なでる。

心音（モノローグ）「あたしは、醍哉の幸せのためなら、全部をあげてもいい」






３．川岸（夕暮れ）


　　　心音、スニーカーを履はいたまま、川の中に足を入れていく。

心音（モノローグ）「あたしの世界は温かかった。醍哉の体温のように温かかった。優しい世界は、昔観たフランス映画みたいに淡あわい光を放っていて、祝福に包まれているようだった」

　　　赤黒い川の中に、少しずつ心音の身体からだが入っていく。

心音（モノローグ）「でも、あたしは勘違いしていた。みんな同じ場所にいても、実はその優しい世界にいるのはあたし一人だけだったってことを、少しも知らなかった。他の人の見ている世界は、冷たかったり、汚れていたり、殺さつ伐ばつとしていたり、一人一人全然違う世界なんだって知らなかった。そして、そんな人たちの世界に交わってしまえば──」

　　　びしょ濡ぬれになった心音の身体に、流れてきた生ゴミが当たる。

心音（モノローグ）「あたしの世界も、汚れるんだって」

　　　醍哉が心音を追いかけるように、川の中に入る。

心音（モノローグ）「ねえ醍だい哉や。変わることなく好きだって言葉に縛しばられないで。あたしは、あたしの幸せより、あなたの幸せがうれしいの。あたしは醍哉の幸せのためならなんでもしてあげる。だからね──」

　　　川の水で濡ぬれた醍哉に、抱きしめられる。

醍　哉「心ここ音ね、大丈夫だよ。僕は、ずっと一いつ緒しよにいるから」

　　　濡れた醍哉に抱きしめられ、心音は震える。




心　音「冷たい」




　　　醍哉は慌あわてたように、心音を離す。




心音（モノローグ）「あたしが醍哉の幸せの邪じや魔まになったら、捨てやすくなってあげるね」
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　醍哉の【被支配者】たちに、見つかるのは避けた方がいい。

　これからどうすればいいのか？　それはまだ考え途中だったが、とりあえず【被支配者】たちに見つかるわけにはいかないので、僕と陽はる明あきは高架下のトンネルを離れた。さっきまで色いろ葉はさんの【被支配者】たちがいたトンネルに、留とどまるわけにはいかないからだ。

　色葉さんはその場に放置するしかなかった。もちろん気は引けたが、血ち糊のりまみれになった彼女を抱かかえて家まで連れていくのはどうしても目立ってしまうし、致命的な時間のロスになる。申し訳ないのだけど、決着が付くまでの二時間弱は放っておくことになった。

　トンネルを離れた僕たちは、次どうするかを決めるまで、とりあえず心音がいる場所へと向かうことにして、夜道を歩いていた。

「…………あのさ、ホッシー、言おうか迷ったんだが……」

　陽明が苦い顔をして、話しかけてきた。

「ん？　どうしたの？」

「さっきから、目が恐いぜ？　絶対にダイヤンに対してキレてるだろ。あのセンパイを置いていくことも、理由を聞いたら納得はしたけどさ、でも言ってるときのホッシーの態度は冷たく感じたぜ……」

「え？」

　そうだった、だろうか？

　自覚はない……けど、そうなんだろうな。マリアを帰せよ全ぜん盲もう野郎、なんて考えてしまう状態で、まともとは言えない。

「麻ま理り亜あちゃんを奪うばわれてキレるのは、しょうがないっちゃしょうがないけどさ、冷静にならないと足をすくわれるかもしれないぜ？」

「うん」

　冷静になろう。冷静になって、マリアを醍だい哉やの手から取り返す手段を、きちんと考えよう。

「それに、俺は、難しいことは分かってるけどやっぱり……ダイヤンを救って欲しい」

　正直言うと、そのことは頭から抜けていた。マリアのこと以外は、頭からすっぽり抜けてしまっていた。

「……うん」

　僕だってもちろん醍哉を助けられるなら助けたい。でも、マリアのことを考えると、今はどうしても怒いかりが湧わき上がってしまう。下へ手たな情は、マリアを救う上で障害となるとも考えてしまう。

　でも、考えないこともまた失敗を産む種になりそうだ。そうだな……一旦、別のことをを考えよう。醍哉への怒りを一旦押しとどめるようなことを考えよう。それは──

「…………心ここ音ね」

　そう。

　そうなると、僕が考えるのは、自然と桐きり野の心音のことになる。
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　あれは、二日前の９月９日の夜のこと。

　僕は心音の部屋に呼び出された。

　初めて入った心音の部屋は、黒を基調としていて、一見オシャレに見える部屋だった。だけど、奇き妙みようだとも思った。どこかその部屋なりの規律がなくて、オシャレが上っ面つらだけに見え、心音がいることがあまり似合わない。こういう部屋に住んでいないといけない、そんな使命感が見える部屋。

　心音の状況を知っていると、どうしてもこう思ってしまう。

　これは、自分が変わるための部屋。

　そして──醍哉を忘れるための部屋。

「……もう隠さなくていいよ。醍哉がどうしちゃったのか話して」

　でも心ここ音ねは、醍だい哉やを忘れることも、無視することもやめた。

　醍哉に踏ふみ込む決意をしていた。

　その様を見て、僕はこう思った。

『助かった』

　なぜなら僕は、心音から呼び出されなくても、醍哉のことについて話すつもりだった。……いや、話すしかなかった。醍哉と戦うにあたって、心音のことを無視するのは不可能で、隠し通すなんてどうせできないからだ。

　だから覚悟を決め、自分から聞く耳を持ってくれたことは、僕にとってはありがたい。

　だって、僕が話さざるを得ない内容は、できればずっと隠していたい、憂ゆう鬱うつな話だ。

　──醍哉が間違えた過去だ。

　──醍哉が苦しんでいる現在だ。

　──醍哉が破滅する未来だ。

　知れば、心音は自分を責めるだろう。

　知れば、心音は傷を負うだろう。

　知れば、心音は苦しみ続けるのだろう。

　でも、話した。

　僕は醍哉のことをすべて、包み隠さず、話した。




　心音は、その日、喋しやべることができなくなった。

　僕が話し終えた後、呆ぼう然ぜんと、ただただ、僕の背後にある壁を見つめ続けていた。

　呼吸をして、胸を上下させているだけの彼女を、僕はどうすることもできずに、その日は部屋から去った。




　次の日、僕はまた心音に呼び出された。部屋に入り、挨あい拶さつを交わした心音のまぶたは腫はれていたが、それ以外は表面上、いつもと同じように見えた。

　だけど心音は、僕が扉を閉めるとすぐに、シャツのボタンを外し、服を脱ぎ始めた。

　突然のことに、僕は対応ができなかった。目を逸そらすべきだったのかもしれないが、その発想に至る余裕さえなく、僕は呆然と扉の前で立ち尽つくしていた。

　無表情で、上半身をブラジャー一枚だけにした心音は、僕に背中を向ける。

「見てよ」

　何を？　と聞こうとした。

　だけどその前に気付いた。

　ブラジャーのホックの下にある、『記号』に。

　それは人為的に作った火傷やけどの痕あとだった。タバコの火を押し付けられできる、いわゆる根性焼きの痕あと。一カ所じゃない。まるで誰も足を踏ふみ入れていない雪原の中に、粗大ゴミを不法投棄したみたいだ。それぐらい暴力的で、痛々しい火傷やけどの痕が何十カ所もあった。

　その何十カ所もある火傷が、記号を形成している。

　今時、公衆トイレでも見かけないような、卑ひ猥わいな意味を表す記号を。

「────」

　見ただけで、潰つぶされた。

　感情を、無理矢理、押し潰された。

　その記号には、絶大的な圧迫があった。

「う……うう……」

　僕はほぼ強制的に、身体からだの内側から押し出されるように、涙を流した。

　かわいそうだとか、痛かっただろうなとか、これじゃあ完全に消すことはできないだろうなとか、これのせいで醍だい哉やと心ここ音ねが別れたんだろうなとか、そんなことを考えたのは涙が出た後のことで、記号はほとんど反射的に、僕に涙を流させた。

　振り返った心音は、僕がボロボロと涙を流していることには特に反応せず、明るい口調で言う。

「カズくん役得だよね。このＥカップのおっぱいを持つ、あたしのブラジャー姿を見られるなんて」

　心音はそんな、いつも通りの冗談を言いながら……泣いていた。

　だから、僕ら二人のその後の会話は、お互いに泣きながら話していたことになる。




「幼馴な染じみのリノにやられたの」

　シャツのボタンを閉めながら、心音は『記号』について話し始めた。

「醍哉はね、見ての通りイケメンで成績も優秀だからさ、当時はモテモテだったの。あのときは今みたいに銀髪ピアスじゃないし、性格も刺とげ々とげしくなかったから、王子なんて呼ばれるほどだったよね。あのときのあたし、醍哉と釣り合ってなかったんだあ。もさっとした重ーい黒髪で前髪パッツン。オシャレでもなんでもない分厚いメガネを掛けた、典型的地味女子。写真を見たら笑うよ？　……あたし自身は笑えないけど」

　僕は心音の言葉に首を横に振る。

「釣り合うか釣り合わないかなんて関係ないよ。醍哉だって絶対気にしてなかった」

「うん。醍哉はそんなこと気にしてなかったよ」

　心音はシャツのボタンを閉め終え、僕を見る。

「気にするのは、醍哉のことを好きだった人たち」

　僕は、記号を作られた理由を、察知し始めた。

「……その、リノって人とかが、釣り合いが取れてないことを気にしてたの？」

「うーん、リノは、そこまでじゃなかったかな？」

「じゃあ？」

「ええと、ちゃんと段階を踏ふんで話すね。まずリノのこと。リノは一つ年下の、あたしだけじゃなくて醍だい哉やとも幼馴な染じみの女の子。そしてね、リノはあたしより早くはないけど、ずっと醍哉のことが好きだった。でも醍哉を諦あきらめて、神かみ内うちって人と付き合い始めたの。醍哉が……殺した人だね」

　驚いた。僕は醍哉と神内昂こう大だいにそんな因いん縁ねんがあることを知らなかった。〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟でも、醍哉が神内昂大をそこまで強く意識してる様子はなかった。

　けれど、結果だけを見たら、こう思ってしまう。

　醍哉が最後、あんな結末を選んだのは、こういう事情があったせいかもしれない、と。

「神内って人は、リノに酷ひどいことをした。した理由もよく分からない。とにかく、そいつにされたことのせいで、リノはすごく傷付いた。だからずっと好きだった醍哉に甘えて、傷を癒いやしてもらおうとしたの。

　だけどね、その頃にはもう、醍哉はあたしと付き合ってた。醍哉はリノじゃなくてあたしのことが好きだった。醍哉はリノに優しくはするけど、幼馴染み以上のことはしてくれない。リノはそのことに気付いて、さらに傷付いちゃった。それからどんどんおかしくなっていった。そしておかしくなったリノは、醍哉をちゃっかりとモノにした、あたしのことが許せなくなった」

　涙を流し続けている心ここ音ねは、ここでティッシュで鼻をかむ。

　でも、涙は止まっていない。

「リノは、あたしのことがあるから、神内と付き合ったんだって言ってた。だから、あんな目に遭ったのは、あたしのせいだって言ってた。だから許さないって。あの頃のリノは本気で、自分が苦しんでいる原因が、全部あたしのせいだって、そう思ってた」

「心音のせいだと思ってるから、背中に……？」

「そうだね。でも、リノだけなら、さすがにここまでしなかったと思う」

「ということは……」

「そう、あたしをこんな目に遭わせた人は、複数いたの。問題はね、リノ個人じゃなくて、リノの憎ぞう悪おに共感しちゃう人間が、周りにいくらでもいたことだったと思う。リノのことをおかしいって指摘する人間がいなくて、エスカレートさせちゃったことが、一番の原因だと思う」

　僕はようやく、心音が初めに言ったことの意味が分かった。

「それが、醍哉と釣り合いが取れてないことを気にしてた人たち？」

「うん。気にしてた……どころじゃなくて、それがこの世で最も罪深いことぐらいに思ってたよ。みんなの王子だった醍哉を独り占めしちゃったあたしは、みんなにとって許されざる極悪人だったんだよ」

　……なんだ、それは？

　罪深い？　意味が分からない。

　心ここ音ねと醍だい哉やは、お互い好き合って、付き合っただけだ。

「そんな……どう考えたって、そんなのおかしい。心音は何も悪くない」

「あたしが悪いか、悪くないかなんて関係ないよ。気に入らないって感情があれば、その感情をなんとか処理したい人がいるだけの話。自分の嫉しつ妬とから生まれた感情だとしても関係ないし、気付かない。気に入らない人間を、極悪人だと思えば、攻撃しやすいよね」

「どうして何も悪くない心音を、極悪人だと思えるのさ？」

「簡単だよ。理由を適当にでっち上げればいいんだよ。挨あい拶さつしないだとか、見下した目で見てくるだとか、男に媚こび売ってるだとか、自慢げに醍哉と仲良いところを見せつけてくるだとか、醍哉を身体からだでたらしこんだとか、適当にね。そうしてグループ内でその悪口を話して、共感し合って、あたしが悪であることを自分たちの中で既成事実にしてしまえばいいんだよ。人って無意識にそういうことができるの。そうやって悪人を仕立て上げて、攻撃して、憂うさを晴らす」

　僕はふと、心音の陰口を叩たたいていた二人のクラスメイトのことを思い出した。

　心音の友達だった二人が、心音の悪口を言っていたのも、嫉妬心からに見えた。男子に人気があることが気に入らないという感情が先にあって、その憂さを晴らすために心音の悪口を言い合っていた。もしかしたら、醍哉と親しくしていることも、あの二人は気に入らなかったのかもしれない。

　あの陰口を、こんな経験をした心音が、許せるはずもなかったのだ。

「リノはね、そういう空気に当てられて、ここまでのことをあたしにできたの。あいつらに悪いことをしてる自覚なんてなかった。極悪人を少しくらい痛い目に遭わせるのは当然だと思ってた。それが正義とまで思っていたかもしれない。少なくとも、おかしいとは思ってなかったね。だからどこまでも残ざん酷こくなことができた」

「そんな……ちょっと自分を客観視できれば、それがおかしいことだって分かったはずなのに」

「思考停止してるから、無理なんでしょ」

「……思考停止？」

「うん。醍哉がよく言ってた。思考停止してるって」

　ああ。

　それは──醍哉が憎にくんでいるものだ。

　自分たちを壊したのは、思考停止した人間だと思っている。だからそういう人間がいなくなるような世界に、〝箱〟を使ってまでしようとしている。心音に起こったようなことが、二度と起きない、正しい世界にしようとしている。

「一ヶ月後ぐらいかな、停止してる頭がようやく働き出したんだろうね、自分が何をしたのかようやく分かって、謝ってきた人もいたよ。だけど、それに何の意味があるの？　許すわけないよね？　あたしの火傷やけどの痕あとは、謝罪されても消えないよね。そのときその場で、あたしにしていることがどういうことなのか、きちんと考えてくれなきゃ意味がないんだよ。なにを謝ることで、自分の罪悪感を軽くしようとしてるのずうずうしい。……みたいなこと言ってやったら、『謝ってるのに酷ひどくない？』って言われたよ。死に失うせろカス」

　口汚い言葉を吐はきながら、もちろん、心ここ音ねはずっと泣いている。

「そんなタイミングで謝られても、あたしはもう戻れない。誰も憎にくまずにいられた、あたしには戻れない」

　そして、言う。

「あたしと醍だい哉やの関係が、戻ることもない」




　だけど──分からない。

「どうして？」

「ん？」

「どうして、醍哉と別れる必要があったの？　醍哉は背中にそんな記号があっても、心音のことをずっと好きでいてくれたんじゃないの？　心音の心のケアをしようとしてたんじゃないの？　どうして別れなくちゃならなかったの？」

　心音は押し黙だまった。

　鼻をすんすんとすすり、天井を見つめる。自分なりに考えをまとめているのだろう。

　言ってしまった後に気が付いたのだけど、僕はもしかして、残ざん酷こくな質問をしてしまったのかもしれない。こんなことを質問する意味があったのだろうか？　だって、二人が別れたくないのに別れてしまった結果は、すでにあるのだ。別れてしまった理由を説明するのは、つらいことに決まってるのに。

　後悔している僕に、心音はようやく口を開く。

「カズくん、あたし、かわいい？」

「え？」

　いきなりいつものノリで、冗談を言ってきたのだと思った。僕の質問に答えたくないから、はぐらかそうとしているのかと思った。

「あたしは、ちゃんと、かわいいかな？」

　でも、その顔は、痛々しいほどに真剣だった。

　どうして心音が、こんなことを切羽詰まった顔で言っているのか、僕にはちっとも分からない。だけど、この表情に、適当なことを答えてはいけないことは分かる。

「……かわいいよ」

「本当？」

「うん。言わされてるわけじゃなくて、本当にそう思うよ。それに僕だけの評価じゃない。心音は現に男子にモテてるじゃないか。前に自分で、二ふた桁けたも告白されたって言ってたでしょ？」

「そうだよね。あたしモテモテだよね。かわいいよね。もう醍だい哉やと釣り合ってるよね」

「醍哉にはもったいないぐらいだよ」

「あはは、そうだよね。荒すさんだオーラが溢あふれてる醍哉より、あたしの方が今や価値が上だよね！　何せ花の女子高生、しかもＥカップ！　無敵！」

　だけど、調子のいいことを言って、無理矢理上げた口元は、すぐに元に戻り、震える。

「…………でもね、駄だ目めなの」

　収まりかけていた涙が、また心ここ音ねの目から溢れる。

「だ、駄目って……？」

「あたしは、自分がブスだって思い込みが消せないの。あたしは人間以下の、価値のない動物だって思い込みが、消えないの」

「な、なんで？　だからそんなわけない──」

「知ってる！　きっとあたし、それなりにかわいいよ！　分かってるの！　一いつ生しよう懸けん命めいそうなるように頑張ったんだもん！　実際にモテるようになればきっと大丈夫だって、そう思ったからこんな努力したんだもん！」

　心音は僕の腕を、強く摑つかむ。

「でも、駄目だったあ……！　そうじゃないって分かってても、消えないの！　あたしがブスだって思い込みが消えないの！　醍哉と釣り合うはずもない、人間以下だって思い込みが消えないの！　客観的事実とか、評価とか、そんなのでどうにかなるものじゃなかった！」

「だ、だからどうして？」

「そうなるよ！　だってね、あいつらは、あたしを人間以下の極悪人だって本気で思ってた。それがあたしに影響ないと思う？　ただでさえあたし、大人しい、控えめな女の子だったんだよ？　ゴミを見るような目で見られて、タバコの火を押し付けられて、『お前はブスだからこうなるんだ』『醍哉にふさわしくない悪女』みたいなことを散々言われて、自分が価値のある人間だって、胸を張って思い続けられると思う？　無理だよ。無理だったよ。大勢の人が、酷ひどいことをしてくるんだよ？　そういうことをされて当たり前の価値のない人間だって、本気で思ってるんだよ？　あたしもそうじゃないかって思っちゃうよ。酷いことをされてもしょうがない人間だって思っちゃったよ。そうじゃないと自分に起きてることが納得できなかったよ。自信とか、尊厳とか、あたしは全部、この記号に奪うばわれたよ」

　事実では、上書きできない思い込み。

　そんなものがあることを僕は、本当の意味で理解はできていないのだと思う。

　でもこれだけは分かる。

　今、心音に、強く摑つかまれている腕は、すごく痛い。

「このままじゃあたしは、自己嫌けん悪おに殺されるって思った。だから、だから──」

　心ここ音ねは涙を拭ぬぐう。

「あたしは、乗り越えなきゃいけなかった！」

　心音はそうせざるを得なかった。そうしなければ、壊れてしまったから。

「変わらなきゃいけなかった。過去の自分を捨てなきゃいけなかった！」

　だから、心音はコンタクトレンズにして、髪を染め、オシャレになった。明るい性格を演じて、人気者になろうとした。実際に人気者になれた。自分の価値を認めて嫉しつ妬とし、悪口を言う奴やつらに優越感を抱いだき見下すことで、自信を取り戻そうとした。

　でも、それでも、心音の心に巣くってしまったものは消えない。記号に奪うばわれたものは取り戻せない。

　そして──

「醍だい哉やを大好きなあたしも、捨てなきゃいけなかった！」

　過去に必ず醍哉が付ふ随ずいするというのなら、醍哉という過去も捨てなければならなかった。

　心音はようやく、自分が強く僕の腕を摑つかんでいることに気が付いて、離す。

「……ごめん、カズくん」

　僕は首を振る。

　悪いのは、こんなことを言わせた僕の方だ。

　心音は、一度深呼吸をして、気持ちを落ち着ける。

「あたしだって醍哉と別れたくなかったよ。でもね、無理だった。抱きしめられただけで、耐えられないんだ、本当に。過去がね、全部襲いかかってくるの。ぶわーって、大型トラックが目の前に迫せまってくるみたいに。背中がタバコの火を押し付けられたときと同じように熱くなって、痛くなって、ああ、それで自分が価値のない人間だって思ってしまうの。そう思い込むのを避けることはできないの。だから……醍哉といるの、苦しい」

　ただ、どうあっても、付き合うことができなくなっただけ。

　それが、二人が終わった理由。

　──酷ひどい。

　そんな感想しか出てこない。

　うなだれている僕に、心音は突然こんなことを言う。

「ねえ、カズくん、あたしに告白してくれたことあったよね？」

「う、え？」

　なぜ今そんな質問を？　そう思って心音を見るけれど、微笑ほほえんでいるその表情からは、意図を読み取れない。

　告白は……していない。あれは、僕がしたのではなく、身体からだを乗っ取ったあいつがしたことだ。

　でも、まだその事情を話していない以上、心音にとっては僕が告白したというのが事実だ。

「あたし、迷ったよ。他の人と違って、告白されてうれしかったからね。カズくんと付き合うのはベストかなって思った。カズくんなら、背中の火傷やけどの痕あとを見ても、受け入れてくれるだろうしね」

「……あのさ──」

　事情を話そうとした僕の言葉を聞く前に、言う。

「そうすれば醍だい哉やも、やっとあたしから離れられるかなあって」

　息を吞のむ。

　どんな言葉を掛けるのが正解かまるで分からず、僕は心ここ音ねの反応を待つ。

　心音はそんな僕を見て、なぜかいたずらそうな笑えみを浮かべた。

「まあ、まさかマリマリにけしかけられたせいだとは思わなかったけどね！」

　……そういえばそういう設定のまま、誤解を解いてなかった。

「ご、ごめん……。あの、今だから言うけど、あれは実は〝箱〟のせいなんだ。マリアが説明したのは、その場を収めるための噓うそで……」

「……ああ、そっか、〝箱〟のせいだったんだ。あのときの違和感がやっと消えたよ。まったく、本当に〝箱〟ってはた迷惑だね。……でも、あのことがあって、結果よかったかな？　カズくんと付き合うかどうか、真剣に考えたことは必要だったと思う」

「それは……その、どうして？」

「あのさ、カズくん。あたしが音楽室で泣いちゃったの、憶えてる？」

「うん」

　気が付いたら醍哉に殴なぐられていたあのときだ。身体からだを乗っ取ろうとしたあいつが、告白しただけじゃ飽きたらず、その返事を急せかしたのだと後から聞いた。

「あたしたちはね、お互いが別の人と付き合うのがいいって本気で思ってた。チャンスがあればそうしようって、本気で思ってた。でね、実際にカズくんが告白したことで、その機会が来たの。あたしがカズくんと付き合って、醍哉が他の女の人と付き合って、って想像をしたの。それで、醍哉を見たら──」

　苦笑する。

「そうしたら、勝手に泣いちゃった」

　でもすぐに苦笑さえできなくなった。

「それで実感しちゃった」

　本当に、悲しそうに、つらそうに、顔を歪ゆがませる。

　そんな表情で、心音は言うんだ。




「あたしは、醍哉のこと、愛してる」




　認めたくない。

　その気持ちを認めたくない。

　きっと、何度も何度も、そう思っただろう。

　そのつらそうな表情は、そういう意味だ。

「本当は醍だい哉やに、あたしだけを、見て欲しかった」

　だって、認めてしまえば、醍哉の幸せを願うことはできなかったから。

「例えカズくんと付き合ったとしても、醍哉への想いが消えることはないんだって、あたしは分かっちゃった。でね、同時に、醍哉も同じなんだって分かっちゃった。どんな手を尽つくしても、あたしたちの問題は、あたしが元に戻らないと解決しないの。また昔みたいに醍哉を受け入れるようにならないと解決しないの。それができるようになる見込みはまったくなくても、それしかなかったの」

　それは、悲劇だ。

「醍哉は、それに耐えられなかったんだね」

　世界は変わってしまったのに、自分たちは変われなかった。

　現実を受け入れなかった。

「だから〝箱〟に手を出した。そんなの、どう考えたって──」

　心ここ音ねはとうとう耐えられなくなって、僕の肩に額ひたいを押し付けた。

「どう考えたって、醍哉の人生が狂ったのは、あたしのせいってことじゃん！」

　心音の表情は見えない。

「だからなんでもする。醍哉を救えるなら、あたしはなんでもする。醍哉を救うために〝箱〟が必要なら、手を出すよ。あたしの命なんていくらでも捧ささげてあげる」

　僕はそこにあった不ふ穏おんな言葉を、思わず繰り返す。

「……命を捧げる？」

「うん、噓うそじゃない」

　そうだろう。

　噓じゃない。

　心音は醍哉を救うためなら、命を捧げる。

　現に醍哉は、命を捧げた。

　もし〝箱〟を手にしたのが醍哉ではなく心音だったとしても、別の、似たような悲劇が起きていた。

　二人の、お互いへの想いは、お互いを壊し合っている。

　それが二人の、美しく醜みにくい愛情。




　ああ、もし。

　もしも、心ここ音ねの背中の記号を作るような事件がなかったとしよう。

　そうしたら、二人の愛情には、何の問題もなかったのだ。ただただ、誰もが羨うらやむほどの、美しい愛情であり続けた。そこに醜さなど存在しなかった。二人はお互いを想い合って、幸せに過ごすことができた。

　ただ一つの悲劇が、その形を壊した。

　ほんの少しの掛け違えがなければよかった。もしリノが幼馴な染じみでなかったら？　神かみ内うち昂こう大だいがリノと付き合わなかったら？　神内昂大がリノに酷ひどいことをしなければ？　交際していることを周りに隠していたら？　心音の性格がもうちょっと強気だったら？　誰かイジメを止めてくれる人がいたら？　醍だい哉やがリノの不ふ穏おんな動きに気付いていたら？　陽はる明あきが心音への恋心をもっとさらけ出していれば？　僕が中学校の頃からみんなと付き合いがあったら？　本当に些さ細さいな違いだけで、それだけで二人の運命はがらりと変わり、今頃きっと、笑っていられたはずだ。

　僕でさえそのことを考えるのだ。心音と醍哉は、何万回もその『もしも』を考えただろう。

　そして、些細な一つの『もしも』の機会を許さず、ピンポイントに悪意をぶつけ、自分たちを壊した世界を憎にくんだだろう。

　だからこそ、その心ない世界を粛しゆく正せいしてやろうと、醍哉は無む謀ぼうな戦いに挑いどんでいる。

　……じゃあ、心音は？

「心音」

「うん？」

　心音はまだ僕の肩に額ひたいを押し当てていた。

「もし〝箱〟を手にしたら、どう使う？」

「醍哉のために使うよ。醍哉と楽しく笑える世界を望むよ」

　でも、もう、その未来はない。

　醍哉は引き返せないところまで行ってしまった。

　その〝願い〟は叶かなうことがなくて、そしてそれをきっと心音も分かっている。

「だけど、大丈夫かな？　変な雑念を入れることなく、叶えられるかな？」

　だから、こんなことを言った。

　ようやく顔を上げた心音は、弱々しい笑えみを浮かべて、僕がもう心音は元に戻れないと確信できるだけの言葉を言った。

「醍哉以外の人間全員死ねって思わないで、その願いを叶えられるかな？」
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『あ、違う！　ごめんごめん！　カズくんのことは死ねだなんて思わないからね！　ああ、もちろんハルくんもね！　あたし、ハルくんのこと大好きなんだよ？』

　あの後、そんなフォローになっているのだか分からないフォローをした心ここ音ねに、僕はこんなことを聞いてしまった。だって陽はる明あきのことを大好きだなんて言うから、ついつい聞いてしまったのだ。

『陽明と付き合うってことは考えたことなかったの？』

　心音は目を丸くした。

　そして、悲しそうに微笑した。

　その表情を見て、僕は確信した。

　ああ、そうか、心音は陽明の気持ちに、ちゃんと気付いていたんだ。

『考えたよ』

　心音はなんでもないふりをして、明るい口調で、言った。

『でも無理だよね。ハルくんもあたしの過去を知ってるんだから』




「何を変な目で見てるんだよ、ホッシー」

　夜道を歩きながら、陽明は眉まゆを寄せて僕を見ている。

　僕は以前、陽明が僕に告白したセリフを思い出す。

　──俺はキリのことが好きだったんだ。

　──つっても？　今のキリに対して全然そんな気持ちはないぜ？

　──ホッシーがキリと付き合ってもいいと思ってるぜ。お似合いだ。

　陽明は知っていたんだろうか？

　自分では、心音を助けられないって。心音の過去を知る自分もまた、醍だい哉やと同じく、心音を苦しめる一人になるって。

　だから、心音や醍哉と同じように、僕と心音が付き合えばいいだなんて言ったのだろうか？

　だから、心音や醍哉と同じように、自分の気持ちを蔑ないがしろにする選択しかできないのだろうか？

　でも、それを聞いても、陽明は適当にはぐらかすだろう。

　もしかしたら、自分でも答えが分からないかもしれない。

「……ねえ、陽明」

　なので代わりに、こんなことを聞く。

「前に、心音の心が折れてるって言ってたよね？」

　僕の言葉に陽明は驚いて、思わずといった様子で僕を凝視した。

　だけど一度、大きく息を吐はくと、すぐに口元を上げる。

「ああ、言った」

「それって、どうしてそう思ったの？」

　陽明は、しばらく顎あごに手を当てて考え、こんなことを口にする。

「例えばさ、ホッシー。目の前で溺おぼれている人がいて、自分は問題なく助けられる。そうしたら助けるか？　ちゃんと想像して、答えて欲しい」

　言われて想像する。海かどこかで溺おぼれている誰か。僕は小さな男の子が必死に声を上げ、手を振り回している姿を想像した。僕は浮き輪か何かを持っていて、特に自分が危険に晒さらされることなく助けられる。

「そりゃ助けるに決まってるよ」

「どうしてだ？」

「どうしてって、助けられるなら助けたいって思うのは当然でしょ？　特に理由もないよ。後は……そうだなあ。自分が助けられるのに目の前で死なれたら、後悔すると思う。後悔どころじゃないかも。トラウマになって一生忘れることができなさそうだ」

「だろ？　俺もそうだ」

　当然の結論だ。

　だけど、そんな質問を今するってことは──

「心ここ音ねは違うって言うの？」

「いや、助けるって答えたよ」

「なんだ……」

　びっくりした。こんな流れだから、てっきりそうじゃないのかと思ってしまった。

　だけど、陽はる明あきの言葉はまだ続いた。

「でも、キリは同じ質問をしたとき、助けると答える前に、まずこう質問を返してきた」

　陽明は苦笑いを浮かべ、言う。

「『その人はどんな人？』」

　すぐにはその質問のどこがおかしいのか分からなかった。

　でも、その言葉の違和感に気付き始める。

「目の前で溺れている人がいて、助けられるなら、無条件で助けようと思う。溺れている人なんだから、相手は救済すべき弱者だと想像するはずだ」

　もしかしたら、さして意味もなく、心音と同じことを聞き返す人はいるかもしれない。

　だが心音が意味なく言っただけなら、こんな様子で陽明がこのことを口にしたりはしないだろう。陽明がわざわざこんなことを言うのは、そこに心音の異常性を感じたからだ。

「でもキリは、助けを求めているだけの人だと考えない。もしかしたら溺れているのが、自分をおとしめるための工作なのではないかと、まず疑ってしまう。キリは、敵でないことを確認してからでないと、溺れている人さえも安心して助けられない。俺たちには信じられないほどの疑ぎ心しん暗あん鬼きの中で生きているんだ。キリはそうやって、身動きが取れなくなってる。そのままその人が溺れ死んだら、一生後悔するのは俺たちと同じなのに」

　そもそもどうしてそんな質問を、陽明は心音にしたのだろう？

　それはもしかして、心音がそう答えてくることを、ある程度予想していたからじゃないのか？　陽はる明あきは心ここ音ねのそういう部分を理解していて、その質問をすることで確認したんじゃないのか？

「いじめられたことのあるキリは、他人をまずは警戒すべき敵として考えてしまう。そうやって正しい行動が取れなくなってるんだ。自分の運命を憎にくんで、自分をそうさせたすべてを憎んで、負の感情に取り込まれている。がんじがらめになっている心音は、自分のしたいこと、するべきことができない。俺は──」

　陽明は一度、息を切って、言う。

「それが、心が折れているように、見える」

　僕はその言葉を聞いて、分かった。

　やっぱり陽明は、まだ心音のことが好きなんだ。

　だって、僕が直接話を聞いてようやく分かった心音の闇やみを、陽明は僕以上に理解しているんだ。そんなの、ずっと心音を見ていなければ分かるわけない。

　陽明は、どこか諦あきらめたように言う。

「キリは、自分の幸せを一番に優先できない限り、変われない」

　陽明はきっと望んでいる。心音が自分と付き合うことではなく、醍だい哉やと関係が戻ることを望んでいる。心音が大好きな男の子と付き合って、一いつ緒しよに人生を歩み、価値観を共有し、幸せを摑つかんでくれることを望んでいる。

　そこまで考えて、僕は思った。

　──自分の幸せを一番に考える。

　陽明はそれができなければいけないと言う。

　けれどそれは、陽明もできていないじゃないか、って。




　正解が。

　三人にとって、正解の形があるとしたら、それはどんな形だろう？

　三人が元通りになる。それができれば文句の付けようがない結果だ。

　だけどそれは不可能だ。どんな〝願い〟を叶かなえることができる〝箱〟を使っても、不可能だ。

　新しい、三人にとって理想的な関係を……そこまでできなくても納得できる関係を築くしかない。

　だけど、僕はいまだにその解答が分からない。

　きっと当事者の三人も分かっていない。

　目指すべき形が見えない。見えないから、その行動のために動くことはできない。

　ただ分かることは、醍哉の〝罪と罰と罪の影〟がある以上は、正解の形になることはあり得ないということだ。

　ああ、でもそのことを言い訳にはしない。自分への欺ぎ瞞まんは吐はかない。

　僕はマリアのために動く。醍だい哉や、心ここ音ね、陽はる明あき、三人の友人のためには動けない。〝罪と罰と罪の影〟を潰つぶすのは、三人を救うためではなく、マリアを救いたいという僕の目的のためだ。

　僕ができることは、三人を救うことじゃない。自分の目的を達成した先に、醍哉たちが笑っている未来がたまたまあることを祈ることだけだ。

　でも僕は、本気で祈る。

　その祈りが、見えていない正解に届くと信じて、祈る。

「それでいいかな陽明？」

「…………ん？」

　聞こえないように呟つぶやいたつもりだったけれど、陽明に聞こえてしまったみたいだ。

「なんでもない」

　整理はできた。

　冷静になった。

　僕は今できることに全力を尽つくそう。

　醍哉のねじ曲がった〝願い〟をひねり潰してやろう。




　そう、僕は、『他人の願いを潰す』存在なのだから。




「陽明、これからどう動こうか？」

　自分のやるべきことを整理できた僕は、陽明に尋たずねる。

「うーん……無難に考えたら、〝願い潰しの銀幕〟が終わるまで待ってるのがいいよな」

「やっぱり、そうだよね」

　でも、僕と醍哉の表情は冴さえない。僕らは分かっている。当然醍哉も、僕らが待つことを選ぶであろうと推測していると。ならば醍哉は、あの頭脳と〝罪と罰と罪の影〟を使って、〝願い潰しの銀幕〟を潰そうとしてくるはずだ。

　タイムリミットは近い。そうなればなりふり構わなくもなってくるだろう。醍哉は〝罪と罰と罪の影〟を使い、僕を追いつめようとする。僕とマリアを捜索していたときのように、自分の【被支配者】である、およそ千人の人間を使ってくる。

　千人もの人間に捜さがされることは、かなりの恐怖だった。世界中の人間に監視されているぐらいの気分だった。

　だが次の【命令】は、恐怖心を揺ゆさぶる、捜索程度の生ぬるいものじゃない。最悪、〝所有者〟だと思っている人間の殺害さえ【命令】してきてもおかしくはない。僕を殺しに掛かることさえあるのだ。千人近くの人間でもっと直接的に攻撃を仕掛けてくるのだ。

　震えてしまうのは、しょうがないだろう。

　窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむという言葉があるが、醍哉はネズミなんてかわいいものじゃない。追いつめているが相手はライオン。少ししくじれば、起死回生の一発で平然と僕を嚙かみ殺せる。

「どうすれば……」

「うーん、隠れるしかないんじゃないか？　ホッシーを見つけることができなければ、攻撃しようがないだろ」

　陽はる明あきがそんなことを言ってくる。確かにそれはその通りだ。

「千人ぐらいで捜さがすにしても、隠れている人間を二時間程度の時間で捜すのは無理なんじゃないか？　前みたいにネットを使うのはこの短時間じゃあんまり有効的でもないし……。それから、隠れるならキリも一いつ緒しよだな。ダイヤンがいつ、キリが〝所有者〟だと考えるか分からないからな。……おお、適当に話し始めたが、我ながら案外いいアイデアかも。今キリが隠れているところに一緒にいれば、やり過ごせる気がするぜ」

　ちなみに心ここ音ねが隠れているのは、陽明が野球部の活動で知り合った友達の、そのまた友達の野球部の寮だ。さっきまで陽明もそこにいた。

　心音をそこに移動させたのは、悠ゆう里りさんに〝罪と罰と罪の影〟について詳しく聞いた後だった。外を出歩くより、結び付きの弱い知り合いの住処すみかに隠れさせてもらった方が、【被支配者】たちには見つからないだろうと僕らは考えた。醍だい哉やは陽明の知り合いが住んでいる寮の場所どころか、その知り合いの存在さえ知らない。

　確かにあそこなら、二時間弱なら隠れ通すことはできる、と思う。

　しかし、そうなると──

「醍哉は隠れたままでいさせてくれない」

　そう、そんな状況を醍哉が許すはずがないのだ。

「僕たちをおびき出すために醍哉は仕掛けてくる。またマリアを脅きよう迫はくの材料に使って呼び出したりすれば、僕は応じるしかないんだよ」

「う！　そうか……」

「…………ん？　でも……」

　そこまで話して、思い付いた。

「……そうだ。だったら脅迫させなければいいんじゃ……？」

　僕の上げた声にも、陽明は首をひねる。

「ん？　それってどういうことだ？　脅迫する、しないは、向こう次第じゃないのか？」

「こうすればいい」

　僕は、ケータイを取り出し、電源を落とす。

「……？　いや、どうしてそんなんで脅迫を封じられるんだ？」

「脅迫っていうのは、そもそも連絡が取れなかったら成立しないんだよ。来いって命令しようとしたって、連絡が取れないんであれば、命令しようがないでしょ？」

「うん？　そりゃそうだけどさ、例えばダイヤンが麻ま理り亜あちゃんに危害を加えようとしていたとして、連絡が取れようと取れまいと、麻ま理り亜あちゃんが危険に晒さらされているのは変わらなくないか？　ただホッシーが知らないってだけで、麻理亜ちゃんの危機を無視するってことにならないか？」

「醍だい哉やはもちろん、マリアに危害を加えたいわけじゃないでしょ？　あくまで危害を加えるって宣言するのは、僕を呼び出すための口実なわけだよ。だけど、宣言そのものができないんであれば、醍哉がマリアに手を出す意味がなくなる」

「……なるほど」

「だから僕はまず、陽はる明あきの提案通りに隠れる。それから醍哉からのメッセージを受け取れない状況にする。そうすれば──」

「ダイヤンにホッシーをおびき出すための仕掛けができない！　隠れたままやり過ごすことができるってわけか！　……と、そのためには、俺やキリのケータイの電源も落とさなきゃだな。ホッシーのケータイに繫つながらなくても、俺らと連絡できたら、ホッシーに連絡が取れることになるし。よし、キリに電源を落とすよう連絡して、そしたら俺も電源を落とそう」

　陽明はメールを打ち始める。

　ふと考える。もしかして、もっと早く気付いて、こうしてればよかったのか？　そうすれば僕はここまで苦戦しなかったのか？

　……と、それは違うか。

　僕だけなら連絡を絶つという作戦が取れた。しかし僕には護まもるべきマリアがいたのだ。マリアが危機に晒された場合に、知らずに済ませることで、危機そのものを回避することはできなかった。

　ある意味、マリアが手元にいなくなったからできる手段。僕もまた、醍哉と同じように追いつめられているからこその手段。

「よし。【被支配者】たちに見つからないうちに、早めに心ここ音ねと合流して、息を潜ひそめてよう」

「おう、そうと決まればさっそく──」

　快活に話していた陽明が、突とつ如じよ言葉を失う。

「陽明？」

　陽明はケータイの画面を見たまま、固まっている。

「……まさか、陽明に醍哉からもう連絡が？」

　陽明は答えず、真顔でケータイを操作している。内蔵されているワンセグテレビを起動させ、画面を凝視している。

　……なぜこのタイミングでテレビを？

　でも、目的の映像は見つからなかったのか、陽明はすぐに検索を始める。

「陽明、どうしたの？」

「……キリからのメールに、テレビの映像を見ろってあったんだ。つってももうとっくに、そのシーンは終わってたんだけどな。あいつも混乱してる」

　それでまた黙だまった陽はる明あきだったが、ようやく目当てのものを見つけたのか、僕の顔を見た。

「…………ホッシー、一足遅かったみたいだ」

　突き付けるように、ケータイを差し出す。

　陽明のケータイの画面に映っていたのは、動画サイトにアップされたニュース番組だった。天気予報のコーナーで、ビル街からライブ中継をしているものだ。

「────う」

　だが、天気予報には不適切なものが映っていた。

　裸の女。五十代ぐらいの瘦やせた茶髪の女性が、四つん這ばいになりワンワンと吠ほえていた。かがんでいるため見えにくいが、垂れた乳房の下に、でかでかと油性マジックで書かれている文字がある。

『映画館に来い』

　映ったのは一いつ瞬しゆんで、すぐに画面は乱れ、スタジオに戻る。動画はここまでで終わる。

「……ホッシー、ダイヤンがテレビまで使って脅きよう迫はくをしてきたとして、俺たちは無視し続けられるか？　……無理だろ」

「そうだね。……無理だ」

　例えば醍だい哉やがテレビで『映画館に来なければ音おと無なし麻ま理り亜あを殺す』と【被支配者】に言わせたとする。その一方的なメッセージが、実際は僕らに届いていなかったにしても、醍哉には関係ない。これだけのことをしたのだから、僕らにおそらくメッセージが届いているという見込みで、脅迫の内容を実行するかもしれない。

　その危険性がある以上、無視はできない。

　それでも僕らが無視し続けたとしても、これよりも過剰なやり方で、無視することをさせないだけだ。二度と僕がまともな日常生活を送れなくなるような仕掛けも、【被支配者】たちを使ってするかもしれない。

　今の醍哉は、最悪の場合、マリアに危害を加えることもあると僕は思っている。

　だから、こういう方法があると知ってしまった以上、もう無視はできない。直接届いてない脅迫さえ、僕には有効になる。

「くっ！」

　こうなると、むしろ醍哉のメッセージに気付かない方が問題だ。もうこうしていても意味がないと、僕はケータイの電源を入れた。

　待ち構えていたように、間かん髪はつ入れず、着信があった。

　ケータイを開き、表示されている文字を確認する。

『茂も木ぎ霞かすみ』




「みーつけた」




　電話には出ていない。

　その証拠にまだ、着信音は鳴り続けている。

　間抜けな電子音の他に聞こえる、耳慣れない音。

　キュラキュラキュラキュラ。

　それは車輪の音。

　車椅い子すの、車輪の音。











◆◆◆「大嶺醍哉」09/11 FRI 22:12◆◆◆






　何も仕掛けは一つだけに絞しぼることはない。

　新しん藤どう色いろ葉はの有能さを信頼していたが、かといって百パーセント作戦が成功する見込みで動いてはいなかった。自分以外の人間の行動に頼り、もし期待通りに行かなかった場合、タイトな制限時間のある俺には致命傷になるからだ。

　だから、三つ目の映画『リピート、リセット、リセット』の間にやった、カズを追いつめるための【被支配者】を使った工作は、新藤を使うことだけではなかった。新藤が『音おと無なしにカズの裏切りを見せる』ために動いている間に、平行していくつか仕掛けていた。

　そのうちの一つが、〝犬人間〟を使った、テレビ越しのカズへのメッセージだ。〝犬人間〟にしても構わないと俺が思うほど、重い罪を犯した十一人の【被支配者】に、俺は【命令】した。それは、テレビに出てその醜しゆう態たいを晒さらし、『映画館に来い』と裸の身体からだに書いて見せつけろ、という【命令】だ。実際に実行できたのかはまだ確認が取れていないが、一人や二人は成功しているだろう。

　彩あ矢やがこちらに来たことで、その試みは徒労に終わると思ったが、ここに来て新しい意味が生まれた。

　その工作のおかげで、カズたちがこちらからの連絡を遮しや断だんするのを、防ぐことができる。

　カズからすれば、俺を潰つぶすには〝願い潰しの銀幕〟の終わりを待てばいい。そうなると、こちらからのコンタクトを遮断し、隠れる恐れが高かった。しかしテレビであれだけの放送事故を起こせば、ネットなどを通じてその情報は拡散し、高確率でカズの耳に入ることになるだろう。そうなればカズは、連絡を遮断する危険性を理解する。

　連絡が取れれば、俺の〝罪と罰と罪の影〟は、よりこの戦いに活かせる。




　俺たちはエントランスにいた。まだ『15歳とピアス』が始まっていないからだ。上映が始まれば自由をほぼ奪うばわれる俺は、今のうちに大まかな計画をまとめなければいけない。

　映画が始まるまで残りは17分。５分前にシアターに瞬しゆん間かん移動することを考えれば、残り12分。まったく……相変わらず時間はタイトだ。

「つまり、お前の作戦は、こういうことか」

　彩あ矢やは、さっきまで話していた俺の話をまとめる。

「茂も木ぎ霞かすみは、自らの身体からだのことと、星ほし野の一かず輝きへの恋心が報むくわれなかったことで絶望している。〝出来損そこないの幸福〟を使うかと尋たずねれば拒否はしない。だから、茂木に〝出来損ないの幸福〟を使い、私は星野一輝のことを忘れる」

　俺は頷うなずくと、彩矢は続ける。

「星野一輝が茂木に〝箱〟について話し、仲間に加えている可能性は低い。〝拒絶する教室〟のことをせっかく忘れている茂木に、〝箱〟のことを話したくはないだろうし、単純に半身不ふ随ずいの彼女は戦力になりにくいからだ。つまり【被支配者】が接触をすれば、奴やつの妨害なく、大おお嶺みねの思惑通りに事を進められる。しかも、接触も容易だ。茂木の居場所は間違いなく病院だからだ」

　まあ本当は、茂木はどうでもよくて、カズさえ〝願い潰しの銀幕〟に来ればいいんだが、それを口に出す必要はない。

「霞さんかあ……」

　また余計なうるさい奴が口を挟はさむ。黙だまってろてるてる坊主ビッチ。

「……失礼なことを考えてません？　顔に出てますよ。私、表情を読むの得意ですよ？」

　仕方なく少しだけ柳やなぎの会話に付き合う。

「……一応聞くが、茂木を知っているのか？」

「まあ恋のライバルであり、共通の敵を相手にしてる仲間ですからね。たまに病院で情報交換をしてます。えへへ」

「音おと無なしをどうすれば屠ほふれるかという、完全犯罪の相談か。車椅い子すを使った入れ替わりトリックは、もう少しで完成するのか？　茂木が一人では動けないと認知されているのを、うまいことお前のアリバイ作りに利用するとは」

「なんでそんな殺人計画が具体的なんですか！　そろそろ私のイメージを改めてください！」

「それはそうと、なぜ突然茂も木ぎのことで割り込んできた？　なにか気に掛かることでもあるのか？」

「え？　……あの別に……」

　聞いて損をした。

　もうこの女のことは意識の外に出すようにしよう。

「さて」

　どうやって茂木を使うか……。

　とはいっても実際のところ、カズをおびき出すには、茂木ではなく、彩あ矢やのことを持ち出す方がいい。安易だが、外の世界にいる【被支配者】を使い、カズを彩矢のことで脅きよう迫はくするのがベストだ。内容はこんなところだろう。

『今日が終わるまでに、〝願い潰つぶしの銀幕〟を潰さなければ、音おと無なし麻ま理り亜あを殺す』

　制限時間は今日が終わる午前０時、５分前ぐらいに設定すればいいだろう。脅おどしは有効だ。追いつめられている俺が、彩矢の殺害を絶対に実行しないと、カズは断定しきれない。

　ならばなぜ、俺は茂木を使うつもりなのか？　茂木を間に挟はさむことで、無視できないタイムロスがあるのに、どうしてそんなことをする必要があるのか？

〝出来損そこないの幸福〟を絶望した茂木に使わせると、彩矢に思わせる必要は確かにある。だが、それだけではない。

　さっきも考えた通り、彩矢を使っての脅迫は有効だ。

　問題は、有効すぎることだ。

　これでは、俺が勝利すると思われてしまう。

　誰に？

　──〝Ｏ〟に。

「どうやってカズをここに呼び出すかだが、思い付いた」

　俺は、彩矢にそんなことを言ってみる。

「聞かせてみろ」

「【被支配者】に、茂木の手の指でも折らせればいい」

「…………何を言っている？」

　想像通り、彩矢は眉まゆをひそめた。

「茂木の手が使い物にならなくなるのを黙だまって見ていたくなければ、〝願い潰しの銀幕〟の中に来い、と脅迫するわけだ。カズも一度好きになった女の指の骨が折れる音を、いつまでも聞いてはいられないだろ？　ただでさえ茂木は、上半身しか使えない身体からだだ。手は他の人より大事だろう」

「それは私も了承しない！」

「お前は茂も木ぎが嫌いなんじゃないのか？　刺されたことさえあるんだろ？」

「何度も言わせるな。私の感情は関係ない。私は誰であろうと、人が傷付く様を見逃すことはできない」

　まあ、大体想像通りの反応だ。

　ここで彩あ矢やにへそを曲げられても意味はないだろう。

「……分かった。それはやめよう」

　口先だけの同意。

　そもそも、俺がどう【命令】したかを確認する手段が彩矢にはないわけだから、ただそう言えばいい。守る必要がない。賛同が得られようが得られまいが、茂木の指は折ればいい。

　この発言は彩矢ではなく〝Ｏ〟に向けて言っている。〝Ｏ〟に、これが俺の作戦の切り札だと思わせることが必要なのだ。

　カズは、茂木の指が折られていく様を見ても、それがマリアのためになるのならば、見捨てるかもしれない。腹を括くくった星ほし野の一かず輝きは、そういう異常な男だ。

　きっと〝Ｏ〟もそう思っている。だから、この作戦によって俺が勝利すると見なさない。俺の作戦が失敗に終わりそうなら、このまま傍ぼう観かんしていようと、〝Ｏ〟はそう判断するはずだ。

　実際には彩矢を使っての脅きよう迫はくを軸に動く。だがその事実は隠す。俺が茂木霞かすみを使っての脅迫を軸に動いている、そう〝Ｏ〟に思わせることで。

　問題は〝Ｏ〟相手にそんなことができるのかということ。

　俺はこう結論を出す。

　──できる。

〝Ｏ〟は世界を見渡せるらしい。だがその作業は、人工衛星のカメラから、地球を覗のぞき込むようなものに近いらしい。それでは俺の行動の意図を、細部まで理解することは困難だ。それが〝Ｏ〟の弱点。

　だから、できる。派手なパフォーマンスで観客の目を引きつけておいて、さりげなく種を仕込む手品のように、茂木を使っての脅迫をすることで、本当の目的、彩矢を使っての脅迫を隠すことができる。

　もちろん、どう動くか分からない〝Ｏ〟の行動を決めつけ、安心してはいけない。状況に応じて、臨機応変に対応するのは必要だ。

　だが俺はすでに、〝Ｏ〟の思考形態を理解しつつある。その神にも近い能力のおかげで煙けむに巻かれていたが、幸か不幸かその正体が分かったことで、俺は正確な分析をできるようになった。

〝Ｏ〟の人格は、神や悪魔のように超越したものではなく、ひねくれた人間のものだ。知能は高そうだが、それも常識の範はん疇ちゆうから逸いつ脱だつしたものではない。なんてことはない。きっと〝Ｏ〟の人格は、本物の『音おと無なし彩矢』をイメージして、妹である誰かさんが作った人格なのだ。

　なら、俺の分析力があれば、その行動はあらかた読める。

　例えば一つだけ確信していることがある。それは〝Ｏ〟が、今日のうちに、また俺の前に現れること。




「…………色いろ葉は！」

　突然上げた柳やなぎの声に、俺はそちらを向く。

　制服を赤色で汚し、消しよう耗もうしきった泥まみれの顔で、新しん藤どう色葉が電光掲示板の下に立っていた。

「ど、どうしたの色葉？　制服に付いてるの、血じゃないの？　怪け我がしてるの？」

　柳が、心配そうに、新藤に駆かけ寄る。

「これは血ち糊のり。怪我はしてないけど…………殺されたようなものかもね」

「ど、どういうこと？」

「あたしの〝箱〟、壊れちゃったよ」

　柳は驚きで目を見開いて、彩あ矢やは深刻そうに眉まゆをひそめていた。

　俺にも聞きたいことが山ほどある。だがそれより先に、こう言わざるを得ない。

「何をつまらない小芝居をしているんだ〝Ｏ〟？」

　柳と彩矢は、目を見開いたまま、〝Ｏ〟に向けていた顔を俺に向けた。

「…………ほう？」

　新藤の表情は、消耗したものから、いつもの魅惑的な優しい表情に戻る。

　それにしても──今は関係ないのにこの表情を見ると思う。

　この優しげな表情は、俺を〝願い潰つぶしの銀幕〟に送りつけたときにしていた、カズの表情にやはり似ている。

「まったく、大おお嶺みねくんは少しも騙だまされてくれなくて困るよ。一体どうして私だと分かったのかな？」

「……別に、ただなんとなくだ」

　本当は、しばらくすれば〝Ｏ〟がここに現れることを予想していたからだ。〝Ｏ〟の性格上、俺やカズがもがく様が見たいだろうから。

　という解答はあるが、もちろんそれは言わない。俺が勝利すると思われては駄だ目めなのだ。正直に言うことで、無む駄だに警戒させることもないだろう。

〝Ｏ〟は特に疑問を抱いだく様子はなかった。たいして興味もなかったのだろう。

「…………〝Ｏ〟」

　そんな風に俺たちがやり取りをしている姿を、彩矢は睨にらみ付けるように見ている。

　その瞳ひとみは憎にくしみに満ちている。

「君に会うのは久しぶりだね」

「そろそろ私に新しい〝箱〟を渡すつもりになかったか？」

「そんなことするはずがないだろう？　観察対象としては掃除機を見るのと変わらないと、以前親切にも言ってあげたはずだけどね。君のような機械とさほど変わらない存在に、私は干渉する気はないよ」

　そんな二人のやり取りを見て、思う。

　──なんだこの茶番は？

　どうして〝Ｏ〟は、彩あ矢やに興味がないと言いつつも、敵対するような発言をしている？　他の奴やつらに〝Ｏ〟は、こんな対応は取らない。そこにどうして彩矢は疑問を挟はさまない？

　なぜ、彩矢は〝Ｏ〟の正体に気付くことができない？

　そんなことを考えていたが、その思考は〝Ｏ〟がこちらを見つめてきたことで、強制的に止められる。

「大おお嶺みねくん。実は君に話があるのだけど、いいかい？」

　その提案は意外だった。なぜ『意外』なのかと言えば、俺はてっきり大きく不利なことがカズに起きない限りは、〝Ｏ〟は傍ぼう観かん者に徹すると踏ふんでいたからだ。

　自分はまだまだ読みが甘いと、気を引き締め直しつつ、腕時計を見る。

『22時19分』

「実りある話だろうな？　こうやって自由に話せる時間はもう６分未満だ。世間話なら悪いが付き合えないんだが」

〝Ｏ〟の話に付き合えば、シアターに移動する時間になるだろう。そうなれば、自由自在には動けなくなる。

「君にとって重要な話だよ」

　そう言われれば十分だ。それだけで、〝Ｏ〟の提案を無む下げにすることなどできない。

「分かった」

　どうせ残り時間で彩矢とできることは、作戦の念押し程度しかない。茂も木ぎについてはすでに【命令】済みだ。俺の【被支配者】であり、俺の狂信者でもある奴を病院に向かわせている。

「悪いけれど、他の者は席を外してもらえないかい？　大嶺くんと二人っきりで話さなければいけないんだ」

　その〝Ｏ〟の言葉に、不満をあらわにしたのは彩矢だ。

「待て。なぜ大嶺と──」

「悪いが」彩矢を俺は制する。「その疑問に答えさせるだけの時間はない。今は抑えてくれ」

　俺に言われ、彩矢は不満そうな顔はそのままだが、それ以上は口を開かなかった。




　彩矢と柳やなぎがいなくなったのを見計らい、俺はすぐに言う。

「要点だけを話してくれ」

　本格的に時間がなくなってきたので、俺は新しん藤どうの姿をしたままの〝Ｏ〟にそう要求する。

「ふむ、そうだね」

　納得して、〝Ｏ〟は要求通り、要点を口にする。

「私と一かず輝きくんは敵同士になった」

　あらゆる前提が崩れる言葉を。

「─────」

　驚きはあった。正直、しばらくその意味を理解するために時間が欲しかった。だが、そんな時間的猶ゆう予よはない。

　俺は驚きによって混こん濁だくしている感情を放っておいて、自分にとって有益な質問をする。

「なら、あなたは俺の味方をするのか？」

　頭と感情がまるで整理できていなくとも、Ａに対し正しいＢの解答を出すことぐらいはできる。今は真偽の確認や、事のいきさつを聞いている暇はない。ただただこの言葉を真実と仮定し、その状況が利用できるものなのかを問わなければならない。

「君の味方にはならない」

「どうしてだ？　カズは共通の敵になったんだろ？」

「君のやり方に従ったところで、一輝くんの心を折ることができるとは、私には思えないのだよ。つまり、私が味方をするメリットがないと考えているわけだね」

「だが、敵なのだから、カズを勝たせたいからと、俺の勝利を邪じや魔ますることはしないな？」

「そうだね。さすがに邪魔はしないよ。それどころか、いいことを教えてあげるよ。君の策、星ほし野の一輝の前で〝出来損そこないの幸福〟を使い、記憶を失わせるという策は、現時点で君ができる最善のものだ。私が保証する」

　それも真偽を確認する余裕はない。ただ事実として受け取る。

「質問を変える。カズはあなたにとって最も興味を惹ひかれる存在だったはずだ。それなのにどうしてカズの敵になった？」

「興味を惹かれているから敵になるはずはない、みたいな言いぐさだけど、逆だよ。敵だったからこそ、興味を惹かれていたわけだ」

「ご託はいい。聞きたいのは、カズが敵になった理由だ」

「冷たいねえ。私が音おと無なし麻ま理り亜あを『音無彩あ矢や』でいさせる存在だとすれば、一輝くんは音無麻理亜から『音無彩矢』を消す存在だった。対立するのはごくごく自然なことだろう？」

「対立はするだろうな。……だが、カズがそう思ったところでそれがなんだ？　言ってはなんだが、カズは異常なところはあるにしろ、ただの人間だ。ただの人間であるカズが、具体的にあなたを消す力を持っているというのか？」

「そう、持っている。一輝くんは、強制的に〝箱〟を潰つぶす力を手にした」

　淀よどみなく回っていた俺の口が、さすがにそこで止まる。

「……〝箱〟を潰す力だと？」

　なんだそのチートな能力は？

〝願い潰つぶしの銀幕〟のことを言っているのかとも一いつ瞬しゆん思ったが、違う。これは俺の〝罪と罰と罪の影〟しか潰せない〝箱〟だ。

「どうしてカズがそんな力を持っている？」

「彼もまた、〝出来損そこないの幸福〟によって、力を得た人間だったからだよ。私と同じようにね」

「意味が分からない。カズが〝出来損ないの幸福〟によって、力を得るとはどういう──いや、それはそういうものだと無理矢理納得する。だが、どうにしろ矛盾がある。彩あ矢やが〝箱〟を手にした時期だ。詳くわしくは知らないが、その頃はまだ彩矢とカズは知り合いではないだろ？　それなのにどうして、カズに〝出来損ないの幸福〟の影響がある？」

「そう難しいことではないよ。元々、私の対抗勢力そのものは〝出来損ないの幸福〟によって作られるはずだった。だが、音おと無なし麻ま理り亜あは、私に対抗できるだけの存在を想像できず、空席になっていた。しかし、抵抗勢力がなかったことにはならない。席は用意され続けていたのだよ。そして、その席に座るものがついに現れた。とある人間から『救世主』なんて思われていた、異常者、星ほし野の一かず輝きだ。時期のズレなんてその程度のことに過ぎない」

　なるほど。ある意味で、そのズレもまた〝箱〟らしい。

　ところで、さっきから引っかかることがある。

「確認しておきたいことがある」

「なんだい？」

「あなたは一体、なんだ？」

「なんだ？　とは乱暴な質問だね。答える範囲が広すぎて答えられないよ」

「あなたが、本物の音無彩矢をモチーフにした存在であることは分かっている。〝出来損ないの幸福〟の影響を受けていることも分かっている。だが、カズが抵抗勢力になり、しかも〝箱〟を潰す力によってあなたを消すことができるというのが、よく分からない」

「ああ、そこはまだ理解していなかったんだね。そもそも〝出来損ないの幸福〟は、私を〝Ｏ〟として存在させるための〝箱〟だ。そうして〝願い〟を叶かなえている。〝出来損ないの幸福〟を破壊されてしまえば、私は〝Ｏ〟として存在できない」

　衝撃的事実に、混乱しそうになる。

　だが、感情を乱している時間はない。俺は理屈だけで返答をする。

「つまりあなたに〝箱〟を渡された俺は、彩矢の〝出来損ないの幸福〟を使ったとも言える、ということか？」

「そうだね。〝出来損ないの幸福〟がなければ、私はいないのだからね」

「そうなると、彩矢が〝出来損ないの幸福〟を使うと、記憶を失うというのは噓うそにならないか？　現に俺は〝箱〟を使っているが、彩矢は記憶を失ってはいない」

「噓うそにはならないよ。彼女が記憶を失うのは、あくまで自分の意志で〝出来損そこないの幸福〟を使うと決めたときだけだ」

「ずいぶん都合がいいシステムだ」

「そうかな？　〝箱〟とは元々そういうものじゃないのかな？　そもそもどうして記憶を失うなどということになるのか、そちらの方を考えてみると分かるのではないかな？」

　それを聞いて、俺は先ほどの〝Ｏ〟と彩あ矢やの茶番とも言えるやり取りを思い出す。

　どうして彩矢は、愚ぐ鈍どんなまでに〝Ｏ〟の正体に気付かないのか？　俺はそう思った。

　解が出る。

　答えは、そうでなければ、〝出来損ないの幸福〟は成立しないからだ。

　彩矢は〝Ｏ〟が、自分の〝出来損ないの幸福〟によって生まれたことに気付いてはいけない。ましてやその人格が、本物の『音おと無なし彩矢』に近いものだと気付いてはいけない。どうやって〝出来損ないの幸福〟が、他の人間の〝願い〟を叶かなえているかを知ってはいけない。知ってしまえば、〝出来損ないの幸福〟は『出来損ない』ですらない、ただの失敗になる。

　だから自分が〝出来損ないの幸福〟を使い、そのシステムを知ってしまうなんてことがあれば、『忘れる』しかない。

『出来損ない』にしないために〝Ｏ〟と彩矢は憎にくしみ合う『設定』になっている。今度こそ『出来損ない』ではない完璧な〝願い〟にするために、彩矢が宿敵から新たな〝箱〟を手にするという『ストーリー』を作っている。

　だが、彩矢にとって理想的な〝箱〟を手に入れることはできない。手に入れられるはずもない。

　だってそうやって〝Ｏ〟と戦っていることこそがまさに、〝出来損ないの幸福〟に取り込まれていることに他ならないのだから。

「────」

　なんだそれは？

　なんだその徒労は？　まるで雨が降ったらそれだけで崩れてしまう、砂の城作りだ。そんなことを彩矢は続けているのか？　そんなことのために一人の人生分の時間を費やし、自分の人格を殺し、自分の命を賭かけているのか？

「…………」

　カズは彩矢が無為な戦いをしていることに気付いていたのか？　いや、悪いがあいつの頭の出来では、具体的にどういうことが起きているのかは、分かってはいないだろう。

　だが、きっと、本質を把握している。

　直感的に、この〝箱〟の真実を、把握している。

　そう、星ほし野の一かず輝きはそういう男だ。

　だから絶対に、〝出来損ないの幸福〟を潰つぶそうとする。音無麻ま理り亜あをこの無為なシステムから救おうとする。

　そして、言うまでもなく、その前に立ちふさがっているのは、俺の〝罪と罰と罪の影〟だ。

「具体的にどうすればカズは〝箱〟を潰つぶせる？　俺の〝箱〟はどうやったら壊される？」

「一かず輝きくんは、君の胸に触れれば、〝箱〟を取り出し、潰せる。現に新しん藤どう色いろ葉はの〝箱〟をそうやって潰した」

「……なに？　新藤は本当にやられていたのか？　……いや、それより──」

　──触れるだけ、だと？

　それはまずい。

　俺は〝願い潰しの銀幕〟の中に、カズを招こうとしていた。

　しかしここに招いたところで、俺と接触をすれば、〝罪と罰と罪の影〟を潰せるのだとしたら──

「八方ふさがりじゃないか」

　このまま待機しても、〝願い潰しの銀幕〟に〝罪と罰と罪の影〟を潰される。かといって、カズを呼び出し、触れられても〝罪と罰と罪の影〟を潰される。ふざけるな。アンフェアにも程がある。

　具体的に考えよう。例えばカズが〝願い潰しの銀幕〟にやってきたときに、俺と接触してくるのを防ぐために、彩あ矢やの首に腕を搦からめて拘こう束そくし、人質にしようとする。

　しかしそれは不可能だ。倫理的な問題ではなく、単純にその行為が俺にはできない。なぜならその時間に俺は、シアターの中にいる。〝願い潰しの銀幕〟は、映画を観る行為以外のことをしようとすると、否応なしに強力なかったるさを与えてくる。あのかったるさに耐えながら、力を込めて首を絞しめる続けることはできない。

　ならば、カズがやってくるや否いなや、彩あ矢やに〝出来損そこないの幸福〟を使わせ、彩矢からカズの記憶を失わせるしかないのか？

　だが、それも無理。そんな都合良く事は運ばない。彩矢は相手が納得していなければ、〝出来損ないの幸福〟を使わせるつもりはないと言っていたし、その信念を曲げることもないだろう。柳やなぎや茂も木ぎを追いつめ、〝出来損ないの幸福〟を求めさせる、なんて工作をしている時間はない。その間に、カズに触れられ〝箱〟を潰される。

　……いや、そもそも、〝出来損ないの幸福〟の力が、〝Ｏ〟の持つ〝箱〟を使わせる力だとしたらある疑問がある。

「〝箱〟を使った人間に、〝出来損ないの幸福〟を使えるのか？」

〝Ｏ〟は特に表情を変えず、答える。

「同じ〝箱〟を使うことはできないけれど、別の〝箱〟なら可能だよ。ただ私は〝箱〟を同じ相手に使うことはないけどね」

　ならば一応、柳やなぎや茂も木ぎに〝出来損ないの幸福〟を使わせることはできるのか。しかしそれにはどうすれば──




「…………ぐ」

　思考速度が急速に遅くなる。そろそろ脳が限界だ。一気に入った情報の量に、押し潰つぶされて頭が痛い。これだけの突飛な事実の数々を、思考停止せずに、受け入れ理解するのはこれぐらいが限界だ。

　腕時計を見る。シアターに移動するまで、残り一分もない。

「〝Ｏ〟」

　しかしまだ、どうしても〝Ｏ〟に確認しなければならないことがある。

　その正体に気付いてから、会ったら聞かなければならないと、ずっと考えていたことだ。

「なんだい？」

　返答次第では、俺の心は折れるかもしれない。

　それほど重要なことだ。

「〝出来損そこないの幸福〟は、外側タイプの〝箱〟だな？」

〝箱〟には、内側タイプ、外側タイプが存在する。〝所有者〟が現実世界でも実現可能だと信じられるかどうかで、それは分かれる。

　もし〝出来損ないの幸福〟が、信じられなかったケースの、内側タイプだとしよう。内側タイプの〝箱〟は、そのレベルにもよるが、基本現実には影響しない。つまり、今まで〝箱〟によって行われた〝拒絶する教室〟、〝泥の中の一週間〟、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟であった奇き蹟せきすべてが、〝出来損ないの幸福〟の中の非現実だったことになる。この物語すべてが、彩あ矢やが見ているリアルな夢のような扱いになるのだ。

　もちろん、〝罪と罰と罪の影〟もだ。

　そんなくだらない結末を、俺は受け入れるわけにはいかない。耐えることもできない。

　外側タイプでなければ、俺がやってきたことの意味はなくなるのだ。

「そう、外側タイプ、しかもレベルは10だ。彼女は自分が他人を幸福にできるということを、無む垢くなまでに信じている。君の懸け念ねんしていることはないから、安心していい」

　この口調なら、事実だろう。

　ああ、これで救われた。

　これまでのことは噓うそにはならない。

　各おの々おのの人間の倫理観を高める計画も、裁かれない罪人を〝犬人間〟にして罰を与えてきたことも、『罪の影』によって尋じん常じようでない苦しみを背負わされていることも、新しん藤どう色いろ葉はを追い込んだことも、神かみ内うち昂こう大だいを絞しめ殺したことも、たくさんの人間をこの〝罪と罰と罪の影〟で歪ゆがめてきたことも、噓にはならない。

　安あん堵どする。……安堵すべきだ。

　実は〝所有者〟である俺には、〝箱〟が内側タイプか外側タイプかはあらかた感覚的に分かってはいた。それでも確認しなければならなかったのは、俺があまり感覚を信用できる人間ではないことと、それがあまりに重大なことだから、根拠がどうしても欲しかったからだ。

　さて、あと一つ、重要なことを聞いておくか。

　カズが〝出来損そこないの幸福〟から力を授さずかっていると聞いて、新たに湧わき上がった、聞かなければならない疑問。

「カズは〝箱〟を潰つぶす存在なんだよな？」

「私はそうだと言っているよ」

「俺たちは〝箱〟を好み、受け入れたから〝所有者〟になれた。だが、〝箱〟を潰す人間となればまるで逆だ」

〝Ｏ〟は、いつもの好ましい優ゆう雅がな笑えみで、俺の質問を聞いている。

「そこまで〝箱〟を否定する存在が、〝所有者〟になれるものか？」

〝Ｏ〟は簡潔に、その質問に答えた。

「なれない」





[image: くぎり]






　そのやり取りのすぐ後、もう計何度目か憶えていない瞬しゆん間かん移動をする。

　俺はスクリーンの前に座っていた。

　あと５分で、最後の映画、『15歳とピアス』が流れる。

　客席には自分の仮面を付けているような置物人間たち。笑わない人形たちは、他の映画以上に見慣れた面々が並んでいる。右後ろにはリアルの柳やなぎ悠ゆう里り。左後ろには音おと無なし彩あ矢や。新しん藤どうの姿をしていた〝Ｏ〟の姿はもうない。

　そうして、この〝箱〟特有の、異常現象。誰かが座っているような形で空いている真っ黒い穴。二つ隣まで近づいてきた絶対的な闇やみ──『奈な落らく』。

　それから、隣には────




「ああ」

　そりゃそうだ。

　カズは〝所有者〟になれない。〝願い潰しの銀幕〟を用意できない。そもそも、ただ俺の〝願い〟を潰すためだけの〝箱〟を、カズは用意できない。

　じゃあこの〝願い潰つぶしの銀幕〟の〝所有者〟は誰なのか？

　俺だけのことを想い──

　俺だけのことを〝願う〟──

　そんなことができる人間は、一人しかいない。

　さて、隣に座るのは、今回の映画の主役。




　────桐きり野の心ここ音ね。




　冷房が効きすぎている。肌に当たる不自然なまでに澄んだ空気が、まるで俺の身体からだに穴を開けているようだ。ピアスに触れる。ことあるごとに身体に穴を開けてきたが、やっぱり足りない。隙すき間まが全然足りない。

　心音。

　いくら身体に穴を空けても、お前のことは俺の身体から出ていかない。その姿を見ただけで、すぐに戻ってきてしまう。いつまでも昔抱きしめた温ぬくもりが、離れてはくれない。あのときの優しい空気が、閉へい鎖さ的な温かさが、現実とは嚙かみ合わなくて齟そ齬ごを起こし、軋きしんだ音を立てて俺を狂わせようとする。

　こんな映画、最後まで見られるわけがない。

　この映画の最中にでも、俺は精神が崩壊してしまうのだろう。

　どうして──

　どうして────

　どうして──────

　こんなことになってしまったのだろう？

　俺と対立している〝箱〟が、心音のものだった？

　なら俺は心音と戦っているのか？

　違う。

　戦っているのとは、違う。何かが嚙み合っていない。

　じゃあ俺は、誰と戦っているのか？

　じゃあ俺は、何と戦っているのか？




　どうすれば、俺たちは幸せになれたのか？




　間違い。

　その思考が間違い。

　俺は幸せを選ばなかった。

　正しさを選んだ。

　だからこの結末は当然の結末。

　元々、破滅の物語。

　ああ、俺の精神はもうすぐ崩壊するだろう。俺は破滅するだろう。でも、それでいい。正しさを理解し、求め、動けば、頭が空っぽになったって、自動的に俺は戦えるから問題ない。

　知ってる。その状態をどう称するのか、知っている。

　絶望だ。

　だけど、絶望なんて、とっくの昔にし終わった。




　ああ。

　スクリーンが白く輝き、次に赤い光を映す。あれはいつか見た世界の終わり。

　これから上映されるのは、青臭くさい中学生の、ありきたりな恋愛戯ぎ曲きよく。きっと面白いですよ。涙なしには見られないから。好きだろみんな？　他人が苦しむ話が。「かわいそー」って涙して気持ちよくなれる話が。だからポップコーンを食べながら楽しんでくださいね。

　皆様、どうか拍手を。

　パチ。

　パチ。

　パチ。

　パチ、パチ。











◇◇◇「星野一輝」09/11 FRI 22:31◇◇◇






　茂も木ぎさんはまだ一人で車椅い子すを動かすことはできない。

　だからここまで連れてきたのも、それから「みーつけた」と声を上げたのも、茂木さんじゃない。

「う、ふふ。ラッキー」

　茂木さんが座っている、車椅子を押しているのは、純じゆん朴ぼくそうな少女だった。

　でも、純朴そう、という印象がしたのは一いつ瞬しゆんだけ。垢あか抜ぬけていない黒髪のボブカットで、どこかの中学校の、紺色のセーラー服をきっちりと着ているからそう思っただけで、その目を見れば、少女がそんな印象を吹き飛ばす人間であることが分かる。

　人通りの少ない路地。街がい灯とうの明かりの下にいる少女の瞳ひとみは、正しい反射を忘れているのではないかと思うほど、爛らん々らんと輝いている。まるでアルミホイルの目。

　普通ではない目。

「見つけたよぅ。星ほし野の一かず輝き、星野一輝、星野一輝」

　ハイテンションで　その場をくるくると回る。そうかと思うと、突とつ如じよ静止し、唇くちびるを嚙かみしめ睨にらみ付ける。

「醍だい哉や様の敵」

　直感的に分かった。この少女は、悠ゆう里りさんがちらりと話していた醍哉の狂信者だ。

「星野くん……」

　その狂信者が、どういうわけか、茂木さんを連れている。

「茂木さん……一体何が……？」

　少女に連れ出されたであろう、パジャマ姿の茂木さんの顔は真っ青さおだ。

「い、いきなりやってきて、理由も言わず連れ出されたの……。すごく恐かったけど……私、抵抗なんてできるわけないから……」

　そうだ。茂木さんの身体からだではどうすることもできない。

　だから今、目の前の少女が──いや、醍哉がしていることは、間違いなく卑ひ劣れつだ。

「わけも分からないまま外に連れていかれて、携帯電話を奪うばわれて、星野くんに連絡をし始めたんだよ。そこで初めて、そのために連れ出されたことを知ったの」

「ケータイが鳴ったと同時に見つけられたってことは……僕らは偶然、近くにいたのか……」

　ここはたまたま病院の近くだ。こうやってすぐに見つかったのは不幸だったが、どっちにしろ僕は、茂木さんから連絡があれば応じただろう。だから、遅かれ早かれこのアルミホイルの目をした少女に捕まっていた。

　少女は、茂木さんの手に、撫なでるように触れ始める。

　そして、言う。

「折ります」

「え？」

　いきなり状況に合っていない動詞を言われ、理解が間に合わない。

「指を、折ります、この女の、ごめんなさい」

　茂も木ぎさんが目を見開いて、少女を見上げる。

　僕はその言動に対してどうすべきか分からず、とりあえず降って湧わいた疑問を口にする。

「ど、どうしてそんなことを？」

「えっと……そういう【命令】だから。醍だい哉や様の」

「待てよ」

　今まで様子を見守っていた陽はる明あきが口を開く。

「何のためにそんなことをするんだ？」

「何のため？　【命令】だからって言いましたよね？」

「そうじゃねえよ！　目的は？　大おお嶺みね醍哉は星ほし野の一かず輝きに何か要求をしているんじゃないのか!?」

「あ、うん。そうそう。星野一輝を〝願い潰つぶしの銀幕〟の中に来させるようにって言われました」

　まるでその目的はどうでもいいとでもいった様子で、少女は答える。

　おそらく、目的も手段も、醍哉の狂信者である彼女にはどうでもいいのだ。ただ、与えられた指示に従うだけ。優先順位など考えもしない。

「このカスミの姿を見て、なんとも思わないのか？　そんなことをして、お前は平気なのか？」

　少女の様子に圧倒されつつも、諭さとすように陽明は言う。

　言われた少女は茂木さんに覆い被さるように首を直角に折り、逆さまに茂木さんを見つめる。突然そんな顔で見つめられた茂木さんは「ひっ」と小さな悲鳴を上げる。

「かわいそうですよね」

　意外にも少女はそう答えた。

「でも、私の方がかわいそう」

「な、何がだよ？」

　垂れていた頭を上げ、呟つぶやく。

「だって私エイズですよ？　そのうち死んじゃう。うん。私かわいそう」

　しかし、その口調はやはりどうでもよさそうだった。

「それで、彼女がかわいそうなのがどうかしましたか？」

　どうでもいい。この少女にとって、茂木さんが『かわいそう』なのもまた、どうでもいいことなのだ。

　醍哉への信仰以外。

　それは異常だ。

　陽はる明あきは、その異常さに圧倒され、言葉を失った。

　確信がある。この少女は、本当に平然と、茂も木ぎさんの指を一本一本折るのだろう。特に感慨もなく、意味も考えず、折るのだろう。

　僕はその様を見て、

「……………………はあ」

　思わず、嘆たん息そくして、嘲ちよう笑しようした。

「おいおい」

　──醍だい哉や、なにこれ？

　これでいいの、醍哉？　想像力のない人間が許せないんじゃないの？　でも、この人こそまさに、想像力のない人間の代表じゃないか？

「何を、笑ってるんですか？」

　少女は、例のアルミホイルの目で、僕を睨にらみ付ける。

　こういう目は恐い？

　僕は、そうでもない。

　むしろただの障害だと割り切れる。

　遠慮なんていらない障害だと割り切れる。

　想像力のない人間。指示通り動く人間。でも、これだけ自分の考えがないってことは、ある側面から見れば──

「え？　あ！」

　──隙すきだらけだ。

　突然駆かけ出した僕に、少女は戸惑いの声を上げる。

　しかし、思考力がない少女は対応できない。

　僕は少女の背後に回り込む。

「は、ぐ！」

　少女の首を両手で絞しめる。

　思わず少女は、車椅い子すから手を離す。

「陽明！」

　僕の行動に目を丸くしていた陽明だったが、呼びかけがどういう意味かきちんと分かってくれる。

　陽明は少女から手が離れた、車椅子を奪うばい取る。

「ごほごほっ！」

　咳せき込む少女に手を緩ゆるめることはせず、僕は襟えりを摑つかんで、問答無用で押し倒す。

　少女はアルミホイルのようだった目を白黒とさせている。そこに怯おびえが生まれたのも見て取れる。

　でも、それが何？

　そんな感情は犬にでも喰くわせればいい。

「迷いがないっていうのは強い、けどさ」

　僕は、右手を揃そろえる。

　そうして、剣を突き刺すかのように、胸に手を突き入れる。

「あ、ぐ!!」

「そこに意志と覚悟がなければ、こんなもん」

　そうして取り出す、〝罪と罰と罪の影〟の量産品。

「あ……」

　少女は僕が手に持つ、それを見る。

　黒豆のような粗そ悪あくな〝箱〟。

「や、やめっ！　つ、繫つながりが！　醍だい哉や様との繫がりがなくなっちゃう！」

　必死に上げる悲鳴。

　鼻で笑う。

「そんなもの初めからないよ。うるさいなあ」

　マリアを取り戻すための障害になる奴やつに、遠えん慮りよはいらない。

　潰つぶす。

　──プチリ。

　あまり手応えがなかった。団子虫を潰すような感触だった。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　少女は、〝箱〟を潰したときの色いろ葉はさんと同じように、気絶した。

「…………はぁ」

　なんというか感慨もない。

　できることが、ちゃんとできた。それだけ。

　立ち上がり、倒れたままの少女を見下ろしながら服に付いた土つち埃ぼこりを払う。ふと見ると、陽はる明あきがまだ目を丸くしたまま、こちらを見ていた。

「……どうしたの陽明？」

「……ああ、いや……カズが妙みようなことをしているからさ」

「ああ、僕は〝箱〟を取り出し、壊せるようになったんだ」

「そ、そうなのか……」

　しかし、説明したにもかかわらず、陽明は煮え切らない表情のままだ。

「……？　まだ言いたいことがありそうだけど？」

「あ、おう。その……さ、手加減しないなあ、と」

「手加減？　どうしてそんなことをする必要があるの？　だってこの人は、茂も木ぎさんの指を折ろうとしてたんだよ？　そうすることにまるで抵抗ないって、陽はる明あきも分かったでしょ？」

「そ、そうだよな。ホッシーがしたことは、うん、正しい」

　正しい。

　そう、正しい。

　だから僕は、陽明の戸惑いに小首を傾かしげる。

　それよりもこんなことに巻き込まれた茂木さんだ。僕は腰をかがめて、車椅い子すの茂木さんに微笑ほほえみかける。

「大丈夫だった？」

「あ、ありがとう」

　優しく声を掛けたつもりだったのに、茂木さんの顔にも戸惑いの色が浮かんでいた。

「…………」

　……これはもう、自覚しよう。僕の行動は少しおかしい。

　でも、手加減をする余裕もなかったしなあ……などと心の中で自己弁護しながら茂木さんを見ていると、ふとあることに気付いた。

「あれ？　茂木さん？　左の懐ふところに何か隠してない？」

「う」

　指摘された茂木さんは、僕から視線を逸そらす。

　なんだその反応？

　それは何？　──と、それについて追及しようとしたけれど、その前に陽明に肩を叩たたかれた。

「まずいぞホッシー。さっきの女の子の悲鳴で、近隣の人が出てきたみたいだぞ」

　言われて僕は、近くの家の玄関の明かりがつき、ざわついているのを確認する。

　そりゃそうだ。ここは、人通りが少ないと言っても、色葉さんが呼び出した高架下のトンネルのように、人の気配がないわけじゃない。改めてこんな場所で凶行に及ぼうとしていた、少女の無計画さを実感する。

「どうしようか？　事情を聞かれて時間を取られるのは困るよ」

「この子は心配だけど、この場を離れよう。倒れたままだと危害を加えたと勘違いされるかもしれないし、そこの塀へいにでも寄り掛からせようか。たぶん誰かが警察にでも引き渡してくれるだろ」

　僕は頷うなずいて、陽明の言う通りに動いた。
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　素早く退散し、その場を離れた僕らは、また心ここ音ねの下もとに向かおうと歩き出す。

　だけどここで問題がある。言うまでもなく、それは茂も木ぎさんだ。

　そもそも茂木さんは事情を知らない。〝箱〟のことを話して、巻き込むわけにはいかない。

　しかし醍だい哉やが、これからも茂木さんを巻き込む【命令】をするつもりなのだとすれば、病院に戻して、はい終わり、というわけにもいかない。さっきのような出来事がまた起こるとも限らないのだ。

　事情を少しでも話すべきなのだろうか？　それと、身体からだが自由に動かせない彼女を、このまま連れ出していいのだろうか？

「茂木さんは、これからどうしたい？」

　決めかねている僕は、思わず本人に尋たずねる。何も分からない彼女に聞いても、ちゃんとした判断はできないことは分かっているのに。

　陽はる明あきに押されている車椅い子すの茂木さんは、すぐには返答せずに、困った様子で言った。

「どうするのが、都合がいいのかな？」

　なんてことない返答に聞こえる。だけど僕は、その言葉が引っかかる。

　だって、自然な返答とは思えなかった。普通ならば、それより先に、何が起きてるか尋ねるか、ただ戸惑うか、そんなところじゃないのか？

「茂木さん、ごめん！」

「え？　あ！」

　やはり僕は、懐ふところに隠しているものが気になる。

　僕は懐に手を突っ込んだ。硬い何かが手に触れた。焦あせりか、それとも身体に触れられているせいか、顔を真っ赤にした茂木さんは、わずかに抵抗する。だけどその力は弱く、僕は難なくその硬い何かを取り出した。

　それは、

「スタンガン……？」

　どうしてだ？　どうしてこんなものを茂木さんが用意している？　醍哉の狂信者の少女が病院から連れ出したときに、そんなものを懐に忍ばせる余裕があったのだろうか？　そもそもスタンガンなんて、茂木さんは普段から病院に置いているのだろうか？

　ああ、こう考えるのが自然だ。

　茂木さんはスタンガンを事前に準備していた。

　つまり。

　狂信者に襲われることを知っていた。

「…………」

　そして、僕は茂も木ぎさんに触れて気付いたことがある。

『空うつろの箱』を手にしている僕は、これぐらい気付いてしまう。

　──茂木さんは〝所有者〟だ。

　──茂木さんは【被支配者】だ。

　襲われることを知っていたなら、どうして襲われたときにスタンガンを使わなかった？　じゃあ、そのスタンガンを誰に使うつもりだった？

　どういう【命令】を醍だい哉やから受けていた？

　醍哉が【命令】したとしたら、その対象は……？

「言いたくなかった」

　茂木さんは小さく口にする。

「〝箱〟のことを思い出したことを言いたくなかった。だって──」

　ぎゅっと、頼りない力で、僕の袖を摑つかむ。

「私は、星野くんを諦めたことを、思い出しちゃったから」

「え？」

　それは僕の想像していた言葉とまるで違った。

【被支配者】である彼女は、醍哉に僕を攻撃するよう【命令】されているのではないか、そんなことを考えていた。

　でも、よくよく考えたら、醍哉がわざわざ茂木さんを使ってそんなことをする意味はない。じゃあ、茂木さんが気まずそうにしていた理由は……

「私は、〝拒絶する教室〟のことを、思い出しちゃったよ」

　悲しそうに、茂木さんは言った。

　そう、あの絶望の日々を思い出したことを知られたから。

「とは言ってもね、どんなことがあったかは、ほとんど憶えていないんだ。たぶん、〝拒絶する教室〟にいたときから、私の記憶はぐちゃぐちゃしてて、曖あい昧まいだったからだと思う」

　それは不幸中の幸いだ。もしすべて思い出したら、おそらくこうして僕と喋しやべることさえしなかったかもしれない。

「でも、きっと星ほし野のくんと、音おと無なしさんに散々迷惑を掛けたんだろうね。それはなんとなく分かる。そしてね──」

　茂木さんは僕の腕を放す。

　一いつ生しよう懸けん命めい作った笑え顔がおで、言う。

「はっきりと振られたことを憶えてる」

　そう、僕らの恋愛関係は。

　あのときに明確に終わっていた。

　終わっていたのだ。

　一生分の時間を掛けて、終わらせたのだ。

　それをひっくり返すことなんて、絶対に許されない。

　それなのに僕は、未練がましく、ひまわりのように笑っている茂も木ぎさんの写メを保存していた。それは間違いだった。自分がしたことにけじめがつけられていなかった。

「でもね、それでも変わらないよ？　これまでも、これからも、星ほし野のくんが私の希望であることには違いないの」

　そう口にする茂木さんの表情は、晴れ晴れとしているように見える。

　茂木さんは納得している？　だからって、僕は黙だまっているわけにはいかない。掛けなければいけない言葉がたくさんある。

　でも、他でもない茂木さんがそれをさせなかった。

「うん。今は私のことじゃなくて、これからのことを話そう？」

「いや、だけど──」




「大おお嶺みねくんは、音おと無なしさんの記憶を失わせるつもりだよ」




「────!!」

　茂木さんに掛けようとしていた言葉が、すべて吹き飛んだ。

　申し訳ないけど、ああ、僕は確かに何よりも優先してその話をしなければいけない。

　だってそれは──致命傷だ。

　僕がしようとしていることは、ただマリアの〝出来損そこないの幸福〟を破壊することじゃない。マリアに自分から〝出来損ないの幸福〟を放棄するように、説得することだ。

　だけど、マリアの記憶を失わされてしまっては、そんな説得なんてできるはずもない。マリアにとって、記憶にない僕なんて、いわば他人だ。ただでさえ強固な意志を持つマリアに、他人の立場になってしまった、僕の言葉が響くわけがない。

　僕の記憶を失う。それは僕が何もできなくなることに等しい。

　だけどそんなことどうやってやるんだ？　……いや、簡単じゃないか。〝出来損ないの幸福〟を僕の知り合いに使えばいい。それで記憶は消せると以前に言っていた。

「く、醍だい哉や……！」

　さすがだよ。これだけ追いつめても、適格に急所を突いてくる。

「茂木さん」

　歯の奥を嚙かみしめながら、だけど話を進めないといけないと、茂木さんに尋たずねる。

「どうやって茂木さんは、そんな情報を得たの？」

「私が〝罪と罰と罪の影〟を受け取ったのはもう分かってるんだよね？」

「うん」

「さっき、【命令】されたの」

「それは、なんて？」

「【被支配者】に襲われるかもしれないから、備えておくように、ということ。それから、星ほし野のくんと連絡を取ること」

　つまりスタンガンを隠し持っていたのは、やはり襲われるの知っていたから。その場でスタンガンを使わなかったのは、相手が自分のケータイを奪うばい、かつ僕と接触すると分かったから、敢あえてされるがままにした、ってところか。

「僕と連絡を取ろうとしたのは、『醍だい哉やがマリアの記憶を失わせる』って伝えるためだよね？」

「そうだよ」

　それは分かった。分かったが……

「でもちょっと待って。何のために醍哉はそんなことを？　わざわざ自分の策を明かすような真ま似ねをする必要が？」

「え？」

　その茂も木ぎさんの反応で、僕は気付く。

　そうだ。当たり前だ。醍哉がそんなことをするわけがない。

　だから、そんな【命令】をするのは──他の【支配者】だ。

　でも、醍哉以外に【支配者】としての力を得ているのは、色いろ葉はさんだけのはずだ。醍哉が色葉さん以外に力を明け渡していたとは思えない。色葉さんもこの力が使えるのは自分だけだと言っていた。

「──だけど」

　だけど、色葉さんなら、敢えて誰にも話さず、その力を受け渡した可能性のある人物が一人だけいる。

　信頼でき、その能力を使いこなし、そしていざとなれば自分を止めてくれるだけの分別のある人物。

　僕はその名前を口にする。

「悠里さん」

　茂木さんの顔は、きょとんとしたものになる。

「……あれ？」

　結構、自信のある推理だったのだけど、勘違いだったようだ。

「違った……みたいだね」

「違わないよ」

「ん？」

「どうして私の呼び名は苗みよう字じで『茂木さん』なのに、柳やなぎさんは『悠ゆう里りさん』なの？」

「…………」

　ん？

「そこ気になるの？」

「き、気になるよ！」

　赤くなって反論する茂も木ぎさん。

　どうやら勘違いが、勘違いだったみたいだ。

「……えっと」

　とにかく、やはり茂木さんに【命令】をしたのは、悠ゆう里りさんだ。悠里さんは茂木さんを通じて、向こうで起きた出来事を明かすつもりなのだ。

　やっぱり彼女を醍だい哉やの下もとに送り出して、正解だった。

　でも。

　同時に彼女があちらに行ったことで起こる問題もある。

　醍哉が、悠里さんを使って、マリアから僕の記憶を失わせるかもしれないことだ。




「ホッシー、これからどうする？　だいぶ状況が変わってきた。俺の発案通りただ隠れても、あんまり意味がないよな？」

　陽はる明あきの言葉に、僕は頷うなずく。

「隠れても、醍哉からの脅きよう迫はくはもう回避できそうにないね」

「だよな」

「醍哉の【命令】も、もっと手段を選ばないものになりそうだ。醍哉はメディアさえ利用できるんだから」

　陽明はテレビに映し出された女性の、〝犬人間〟の姿でも想像したのか、押し黙だまる。

「さっきはあっさり撃退できたけど、狂信者の存在も危険だ。まさかここまで醍哉を盲もう信しんしているとは思わなかったよ。醍哉が〝罪と罰と罪の影〟の力を失うことを狂信者たちが知れば、【命令】がなくても暴走するかもしれない」

「う、じゃあどうするんだよ？」

　答えは、一つ。




「僕が〝願い潰しの銀幕〟の中に行くしかない」




　できれば時間経過を待つことで、解決したかった。

　僕が〝願い潰つぶしの銀幕〟に行く。

　それは醍哉に、『空うつろの箱』の力を使い、〝罪と罰と罪の影〟を破壊するということ。つまり、マリアの目の前で、〝箱〟を潰す力を使うことになる。

　本当は、マリアに、僕の力を見せるのは避けたかった。

　だって、〝箱〟を潰つぶす力を持っていることを知られて、〝箱〟を放棄するよう説得ができるか？　脅おどしながら、説得するようなもんだ。包丁を握りしめながら『僕は何もしないから、自分から包丁で傷つけて』と言うようなもんだ。

　もう徹底的にマリアと離別していることは分かっている。だけどそうすることで、それよりも尚なお、状況が悪化してしまうのだ。

　でも、それを分かっていても、こうするしかない。

　このまま〝願い潰しの銀幕〟に行かず、現実世界で耐え続けて、悠ゆう里りさんを使ってマリアの記憶を消されるなんてことがあれば、完全にゲームオーバーだ。

　僕は自分の手のひらを睨にらみ付ける。

　何度見ても、何の変へん哲てつもない、陽はる明あきよりもずっと小さい手のひら。

　だけどそこに宿る、〝願い〟を潰す傲ごう慢まんな力。

「この手で醍だい哉やを倒してくる」

　拳こぶしを握りしめる。

　陽明はそんな僕の様子を見て、小さく頷うなずく。

「そうか、ダイヤンのところに行くのか」

　言葉を発した後、陽明は遠くを見つめる。

　何かを考えている、あるいは迷っている様子で。

「頼みがある」

　遠くを見ていた視線を、僕へとしっかり向ける。

「キリと俺も連れていってくれ」

　そして頭を下げる。

　すぐにそれだけじゃ収まらずに、膝ひざを突き、土下座をする。

「は、陽明……」

「頼む！」

　頭を地面に付けて、叫さけぶ。

「ダイヤンを救いたい。そして、ダイヤンを救えるとしたら、やっぱりキリだけだと思うんだ。あいつらの関係はどうしようもなく壊れてる。お互い苦しめ合う関係だ。それは分かってる。それでも……それでもダイヤンを助けられるのは、キリだけだと思うんだ」

　顔を上げる。陽明の目には、うっすら涙が浮かんでいる。

「俺は、二人がなんとかうまくやれるように助けたい！　もし、うまく行かなくても、二人の最後を見届けたいんだ、絶対に」

　誰がどう見たって、それが本気の頼みだって分かる。

　だけど、僕は即答できない。

　それでどんな弊へい害がいがあるか、それを考えてしまっているから。僕が優先しているのは、あくまでマリアだった。

　自分には情がないのかと嫌いやになる。しかしそれでも僕は、マリアの『騎き士し』なのだ。

「星ほし野のくん……」

　だから、茂も木ぎさんが声を掛けてきたのは、僕を非難するためだと思った。

　でも、様子が違う。

　茂木さんの顔は、青ざめている。

「……どうしたの？」

「あ、あのね、悠ゆう里りさんから【命令】を受けたの」

　そうして茂木さんは言った。

「音おと無なしさんが、【被支配者】になったって」
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scene4『15歳とピアス』２／３









11．公園（昼）


　　　マウンドのある広い公園。遠くから子供の喧けん噪そうは聞こえるが、醍だい哉やと心ここ音ねの周辺には誰もいない。

　　　マウンドには黒髪の醍哉。壁を背にして、ホームベースの上に立つ、メガネを掛けた心　音。

　　　公園の背後には麦畑が広がっていて、黄こ金がね色に輝いている。

醍　哉「よ」

　　　醍哉は取りやすいように、山なりのボールを投げる。心音は慌あわてた顔で、そのボールを待ち構える。突き出したグローブに心音はボールを当ててしまい、前に転がしてしまう。焦あせって拾い、投げ返すボールも、醍哉に届かない。

　　　何度か同じようなことを繰り返す、二人。

醍　哉「へたくそー」

　　　あさっての方向に転がったボールを拾いながら、醍哉は笑って言う。

心　音「うう！　ごめんなさい！」

　　　投げられたボールを、両手でグローブを支えるように差し出して、なんとか受け取る心音。投げ返すボールは、やはり醍哉に届かない。

心　音「醍哉[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]あたしとキャッチボールしてもつまらなくない[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]？」

醍　哉「ま、練習にはならないな」

　　　転がってくるボールを拾い上げる醍哉。

醍　哉「でも、別にいいよ」

心　音「だけど、届かないし。変なところにばっか投げてるし」

　　　またあさっての方向に投げてしまう心音。追いかける醍哉。

醍　哉「どこに投げたっていいよ」

　　　丁寧にボールを拾う。

醍　哉「僕はちゃんと、全部、拾いに行くから」

　　　微笑ほほえんだ醍哉は、本当にそれでいいと思っていた。でも、心音はそうやって甘えるのは嫌いやで、醍哉に投げ方のコツを教わりに駆かけ寄る。

　　　心音は腕の振り方や、脚の広げ方をしばらく真剣に教えてもらう。醍哉はそれさえも楽しそうにしている。

心　音「じゃあ行くよ」

　　　心ここ音ねは少しだけまともになったフォームで、何度かボールを投げる。そのうちにだんだんマシになる。

心　音「えい！」

　　　ボールは真っ直すぐ醍だい哉やのグローブへ。

醍　哉「届いた」

　　　笑え顔がおになる醍哉。

心　音「届いた」

　　　笑顔になる心音。






12．公園（夜、季節は冬）


　　　一人でコンクリートの壁にボールを投げ続ける、髪を染め、右耳にピアスを一つ付けている醍哉。鬼気迫せまる様子で、壁に大きな音を響かせ続ける。ボールを受け取る人はいない。

　　　麦の穂は刈かり取られていて、禿はげた畑が見える。

醍　哉「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]はぁ[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]はぁ[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]」

　　　振りかぶり、投げる。

　　　力んだボールは大きく上うわ擦ずりし、ガシャンと音を立てて、コンクリートの上のネットに突き刺さる。引っかかったまま返ってこない。

　　　拾いに行くこともできない。

　　　醍哉はしばらくボールを睨にらみ付けていた。




心音（モノローグ）「純粋とは」




心音（モノローグ）「きれい」




心音（モノローグ）「脆もろい」




心音（モノローグ）「壊れたら戻らない」















◆◆◆「大嶺醍哉」09/11 FRI 22:50◆◆◆






　限界だ。

　緊急地震速報のときに鳴るアラームの音が、どういうわけか頭の中で、鳴り続けている。

　画面に映る、黒髪だった頃の桐きり野の心ここ音ね。自分を『僕』と言い、世界を疑うことを知らない俺。

　分かってはいた。

　桐野心音が主演の『15歳とピアス』を見れば、こうなることは分かっていた。

　だが、分かっていたところで、この苦しみは防げるわけじゃない。

「────ぁ」




　悪意。

　悪意。

　──悪意。




　突き付けられる悪意の刃やいばで、映画館のシートに磔はりつけにされそうだ。あの頃とは色が変わった世界に、明らかに混じっているのは真実という名の泥色。すべてが自分に都合が悪く動いているようなどろりとした感覚。

　慣れたはずの悪意に、蝕むしばまれていく。

　きれいだったあのときの世界を見ることで、今との違いを、その穢けがれを突き付けられてしまう。

　ああ。

　今すぐ気を失いたい。

　今すぐ楽になりたい。




「醍だい哉や様」

　途切れそうな意識を引き戻したのは、呼ばれたくない仰ぎよう々ぎようしい敬称付きの名前で、呼ぶ声だった。

〝願い潰つぶしの銀幕〟特有のだるさに耐え、力を振り絞しぼり、声がした方へと頭を向ける。劇場の入り口付近に、見慣れない年上の女性がいた。〝箱〟の攻撃によって呆ほうけていた頭には、それが誰かと一いつ瞬しゆん疑問符が浮かぶが、すぐにその正体は分かった。顔にはあまり覚えがないが、しかし俺を敬称付きで呼ぶのは、狂信者の【被支配者】しかいないからだ。

　そこにいるのは、新しん宿じゆくで会ったあの女子中学生とは別の狂信者だ。狂信者は何もあの女子中学生だけではない。思い出した。入り口からこちらに近づいてくる女性は、自殺未遂を繰り返していた女子大生だ。やはり俺が〝罪と罰と罪の影〟を使ったことで、神秘体験を味わったと勘違いした女。

　皮肉にも純粋からほど遠い彼女の存在が、俺に落ち着きを与える。

　それは、映画の中にある温かさを感じない、俺の知っている現実を実感させてくれるからだろう。まったく、不ふ愉ゆ快かいなものが自分の調子を取り戻させるなんて、愉快な話だ。

「どうした？」

　頭痛も、悪心も消えないが、それでも自分を取り戻した俺は、この狂信者がどういう役目を持っていたかを思い出す。この狂信者は、カズがどう動くか、監視する役目だったはずだ。

　あの中学生には、茂も木ぎを使ってカズがこちらに来るよう脅きよう迫はくしろ、指を折っても構わない、と【命令】した。その際に、この女子大生を密ひそかに同行させ、その様子を窺うかがわせるよう【命令】していた。カズたちは、茂木と共に現れた狂信者に気を取られ、もう一人の【被支配者】であるこの女にはそうそう気付かないだろうという読みだ。

　そうして様子を窺った後に、俺に状況を伝えるため、〝願い潰つぶしの銀幕〟の中に来いと【命令】していた。

　その女子大生は俺の隣にまでやってくる。まるで忠誠を誓うかのように、中腰になってかがみ込んだ。

　表情は相当に焦あせっていた。

　この様子から推測できる。

「茂木での脅迫は失敗したか？」

「はい」

〝箱〟を潰す力を手にした以上、それは予定調和とも言えた。この【命令】をしたのは〝Ｏ〟の話を聞く前だ。カズが〝箱〟を潰す力を手にしたとなっては、すでに死んだ策だったと言える。

　しかしその後の言葉は、予想をしていなかった。

「ですが、それだけではないのです。こちらの作戦が筒抜けです！」

　俺はすぐには状況が吞のみ込めず。顔をしかめる。

「どういうことだ？　どこまでが筒抜けになっている」

「音おと無なし彩あ矢やの記憶を失わせる醍だい哉や様の目的が、筒抜けになっています！」

「なんだと？」

　どうしてそんな事態になる？

　当たり前だが、俺はこの〝願い潰しの銀幕〟の中でしかその話はしていない。外部に漏もれるはずもない。

「そんなことを伝えることができるのは〝Ｏ〟か？　……いや、さすがに、カズの敵になったと言っている以上、そんなことをするとは思えない。だとしたら──」

「差し出がましいようですが申し上げます。情報を漏もらしたのは茂も木ぎ霞かすみです」

「茂木？」

　茂木がこちらの状況を把握できている？　どうしてそんなことが？

　考え、すぐにその答えにたどり着き、俺は右後ろへと振り返る。

　漏ろう洩えいの犯人。

　もうすでにお役ご免だとばかり思っていた女。

「柳やなぎ悠ゆう里り」

「え？　何のことですか？」

　目を丸くする柳。突然名前を呼ばれる意味が、まったく分からないと言わんばかりの顔。

　だが、さすがに俺もその演技が分かってきた。

「新しん藤どうはお前にだけ、力を分け与えていたのか。俺に無断で」

　状況を読み切った俺の言葉。

　何を言われているのか分からない、といった顔をするのを諦あきらめ、柳はにこやかな笑えみを浮かべる。

「うふふ」

　そうしてすぐに、冷め切った表情に。

「ばれちゃしょうがないですね。そうです。そして霞さんは私の唯ゆい一いつの【被支配者】です」

　さっきまでのしらばっくれた態度の後で、いけしゃあしゃあと言い放つ柳。

　挑発的な態度に、狂信者の女子大生が、敵意を剝むき出しに柳を睨にらみ付ける。俺はそれを手で制して、柳との会話を続ける。

「お前、俺の作戦の成功が、自分とカズのためになることを忘れたのか？」

「はあ？　知らないですそんなの。前にも言いましたけど、誰が自分を殺した人間に従うと思うんですか？　女を自分の思うがままにできると勘違いしてるなんて気持ち悪いです死んでください」

　駄だ目めだこいつは。

　俺の力があれば、柳の『罪の影』を刺激し、いくらでも苦しめることができる。俺の【被支配者】である以上、いくらでも行動を制限することができる。

　それなのに、自分の感情の赴おもむくまま行動するとは。

　俺は、次の発言が終わったら、柳の『罪の影』を散々いじくってやろうと、その口が開くのを待った。

　だが──

「なんちゃって」

　微笑ほほえむ、柳。

「あ？」

「なんちゃって、ですよ、大おお嶺みねさん。怒らないでください。違うんです。私はちゃんと、大嶺さんの手助けをしてるんです」

　間違いなく言葉通りではない。それは分かるが、俺は『罪の影』を刺激しようとするのを一旦やめ、その言葉の真意を尋たずねる。

「作戦を漏もらしたことが、俺への手助けだと言いたいのか？」

　苦しい言い訳にしか聞こえない。

　しかし、柳やなぎは自信満々に言い放つ。

「そうです」

　なんだこの態度は？

　頭のいい柳だ。俺の【被支配者】である以上、喉のど元もとにナイフを突き付けられていることぐらい自覚しているだろう。つまり、そのナイフを、使わせない自信があるということなのか？

「想像してみてください。大嶺さんが音おと無なしさんの記憶を失わせるつもりだと、カズキさんが知ったときのリアクションを」

　ようやく、柳の言いたいことが分かった。

「つまり、こう言いたいわけか。自分のしたことは」

　俺は口にする。

「星野一輝を〝願い潰しの銀幕〟の中に呼び寄せる行為だと」

　柳はもったいぶるように、ゆっくりと頷うなずく。

「そうです。それが何よりも確実な脅きよう迫はくになると思いませんか？　霞かすみさんの指を折るだなんて、そんな酷ひどいことをしなくてもいいんですよ」

　俺が茂木を使おうとしていたのは、今は意味のない〝Ｏ〟対策だった。柳が無益な脅迫だったと思うのも無理はない。

「ねえ、音無さん。カズキさんはこうすれば来ますよね？」

　柳は、わざわざ彩あ矢やにまで確認する。

　俺たちをどこか傍ぼう観かんした様子で見ていた彩矢は、会話を振られ、口を開く。

「……ああ。間違いないだろうな」

　彩矢が言う以上、カズがここに来るのは間違いないだろう。

「ほら、私は大嶺さんの手助けをしたんですよ」




　柳のおかげで、カズはここに来る。

　俺と対面することになる。




　──まったく……

　俺は、柳がした行為について、考える。

　──まったく、余計なことをしてくれた。

　俺は、音おと無なしの記憶をなくそうとしている行為そのものを、脅きよう迫はく材料にすることを考えなかったわけではない。それで呼び寄せることは可能だと分かっていた。

　だが、どうしてそんなリスクを冒す必要がある？

　事前に作戦を知られれば、当然そのために備えられてしまう。作戦を防がれる可能性も上がる。ましてや向こうは、〝箱〟を潰つぶす巨大な力を持っているのだ。

　柳やなぎが俺のために行動するというのならば、まったく別の脅迫をでっち上げ、茂も木ぎへと伝えて欲しかった。

　それにしても、音無とカズを切り離すためにここまでするとは……。

「お前がこんなことをしたと知れば、カズに嫌われるだろうな」

「嫌われませんよ。何を言ってるんですか？」

　柳は平然とした顔で、そんなことを言う。

「だって私は、あなたの茂木さんへの凶行を防ごうとし、なおかつあなたの企たくらみを暴ばく露ろしたんですよ？　精一杯カズキさんのために尽つくしたんです。感謝こそされ、嫌われるなんてあり得ないじゃないですか」

　……こいつは何を言っている？

　しかし、考えれば……ああ、この女の言う通りだ。

　カズからすれば、作戦を漏もらしてくれたことは、手助けされたようにしか見えない。茂木への凶行を防ごうとしたのも事実だ。この女はカズが望む役割を見事に果たしているのだ。

　あくまで自分の立場は維持している。

「何が俺のための行動だ……」

　しかも自衛にもなっている。彩あ矢やの記憶を失わせる作戦を知ったカズは、〝出来損そこないの幸福〟を使う対象が柳である可能性が高いことも分かるだろう。当然そうなれば、それを防ぐ策──柳を護まもる策を考えはする。

　そうやって、柳は自分が助かる可能性を上げている。




「──と、考えているんだろうが、墓ぼ穴けつを掘ったな柳」

「え？」

　目を丸くした柳を　俺は、柳の『罪の影』を摑つかむ。

「─────あ、ああ!!」

　そこで味わうのは、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟で起こした殺人の罪。

「あああああああああああ！　ああああああああああああああああああ!!」

　それに柳が耐えられるわけがない。

「音無がカズの記憶を失ったことを実感させるためには、目の前で使う必要があると思っていた。しかしすでに記憶喪そう失しつを起こすことを知っていて、しかも確実にカズがこちらに来るのならば話は別だ。こちらに来たとき、すでに音おと無なしが記憶を失っていても、カズは何が起こったか分かる。その様を見れば、カズの心は折れる」

　柳やなぎはその場で椅い子すから転がり落ちる。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

「お前の行動が、お前とカズの破滅の原因だ。喜べ。さあ、絶望して〝出来損そこないの幸福〟を欲しろ」

　罪は殺人。

　小こ狡ずるい柳だが、その心は善良だ。純粋だ。悪人からはほど遠い。あれだけのことをした罪に、耐えられるわけがない。

　なのに──

「………………いやです」

　俺はそのかすれるような小さな声に、眉まゆをひそめる。

「いやです。だってそうしたら、私は〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟にただただ負けたことになります。私は確かに最低です。でも、しょうがなかった。私は、自分が生き残るためにああするしかなかった。いいとか悪いとかじゃなくて、あれしかできなかったのなら、そのことを認めるしかないんです」

「何を言ってる殺人犯」

「うるさい！　無む駄だにしない。カズキさんがあたしのために家に通いつめて、ああするしかなかったってことを理解させてくれた。私の罪をカズキさんは許してくれた。だから、どんなに苦しくても、自分の罪には負けない……負けないんですよ！」

「……いつまでそう言っていられるかな？」

　こんなことを言っていても、長時間この苦しみに耐えられるわけない。

　俺は柳が救いを求めるまで続けるだけ。

　しかし。

「やめろ、大おお嶺みね！」

　彩あ矢やに静止の声を掛けられる。

「こんなやり方で〝出来損ないの幸福〟を求められても、私は使わない」

　その言葉に、俺は『罪の影』を摑つかむのをやめる。

「こうやって無理矢理、〝出来損ないの幸福〟を求めさせるような真ま似ねは二度とするな。決めたぞ。お前が誰かを苦しめて、〝出来損ないの幸福〟を求めさせても、絶対に使わない」

　彩矢が使わない、と言ったのなら本当に使うことがないだろう。

　こうして柳は、苦しみから解放される。

「う、ああ……ああ…………」

　涙をはらはら落としながら、俺を睨にらみ付ける柳やなぎ。

「……う、ふふ……使ってくれないんですって……ざまあないですね」

　そのまま椅い子すの上に這はいずり上がった柳は、疲れ切ったのか、うつぶせのまま動かなくなる。最後に「カズキさん……」と呟つぶやいたのは、この場にいないカズに媚こびてるつもりなのか？　どうにしろその様は俺に分からせた。柳はやはり、俺の邪じや魔まをするために、茂も木ぎを通じてカズに状況を知らせたのだ。

「ち、クソビッチが……」

　こいつを籠ろう絡らくできれば、作戦は成功しただろうに、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを逃した。

　……それとも、こいつが持ちこたえられたのもカズのせいなのか。カズが辛しん抱ぼう強く〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟に立ち向かい、柳を立ち直らせたから、うまくいかなかったのか？

　どっと疲労感が押し寄せる。俺は乱暴に椅子に腰掛ける。

　中腰になっている狂信者が、不安そうにこちらを見ていた。

　不ふ愉ゆ快かいだった。

「消えろ」

「え？」

「俺の視界から消えろ」

　何か言いそうだったが、狂信者が反論するはずもない。狂信者は言われるがまま、このシアターから去っていった。

「─────」

　映画は順調に進んでいる。

　もうすぐリノがキリにタバコを押し付けるシーンが始まるだろう。





[image: くぎり]






　とにかく柳のせいでまた状況は変わった。頭痛は悪化し、悪心も悪化し、俺は疲ひ弊へいし続けているが、この状況を整理しなければいけない。

　映画館の椅子に座り、頭を抱かかえながら考える。

『リピート、リセット、リセット』が終わった後から、状況は劇的に変わっている。

　主に大きく変わった、判明した点は五つ。




　──〝Ｏ〟がカズの味方ではなくなった。

　──カズが〝箱〟を潰つぶす力を得た。

　──〝所有者〟が桐きり野の心ここ音ねであることに気付いた。

　──カズが〝願い潰つぶしの銀幕〟の中に来る。

　──〝罪と罰と罪の影〟を使い、追いつめた相手には、彩あ矢やは〝出来損そこないの幸福〟を使わない。




　以上により結論は変わる。これまではカズの心を折れば勝利すると考えていた。心を折る、それは同時に、〝願い潰しの銀幕〟をカズが差し出すことだったからだ。

　だがそれは勘違いだった。仮にカズの心を折ることができても、〝願い潰しの銀幕〟をキリが維持したままなら、俺は敗北する。

　一方、カズの心を折ることも必要不可欠なまま変わっていない。〝箱〟を潰す力を得ている以上、その力を無効化しなければいけない。

　勝利条件を並べる。




１．９月11日が終わるまでに、〝所有者〟──つまり、桐きり野の心ここ音ねをここまで呼び出し、〝願い潰しの銀幕〟を潰させる。

２．星ほし野の一かず輝きの心を折る。そのやり方は、俺の胸に触れさせる前に、彩矢に〝出来損ないの幸福〟を使わせ、彩矢の記憶を消すこと。




　なんだこれは？　どうすれば達成できる？

　まず、キリをどうやって呼び出す？　そして呼び出したところで、どうやって〝箱〟を潰させる？　こうやって〝罪と罰と罪の影〟を潰すための〝箱〟を用意したキリを、どうやれば説得なんてできる？　腹を括くくった相手に一時間程度で説得ができるとは思えない。どうにかして無理矢理〝箱〟を破壊するしかない。

　だがそんな手段はない。不可能だ。

〝出来損ないの幸福〟を使わせるのもどうすればいい？　こうなった以上、元々〝出来損ないの幸福〟を求めている、カズの知り合いを呼び寄せないといけない。呼び寄せられたとしても、簡単には決断できないだろう。その間にカズは、俺の〝罪と罰と罪の影〟を破壊できる。なにせ胸に触れるだけで、カズは〝箱〟を潰すことができるのだ。

　不可能だ。

　勝利するためには、音おと無なし彩矢を自在にでも操あやつれない限り、不可能だ。

「……………………」

　待て。

　ああ、つまり、そういうことか？

　俺が勝利するための唯ゆい一いつの条件。

　それは──




　──音無彩矢を【被支配者】にする。




〝願い潰つぶしの銀幕〟を潰すには、カズの〝箱〟を潰す力を利用するしかない。【命令】は自殺さえ要求できる。『自殺しろ』と彩あ矢やに【命令】するぞと脅きよう迫はくすれば、カズはキリの〝箱〟を潰せと言われても、従うしかないはずだ。

　しかも〝出来損そこないの幸福〟を使うのも【命令】で強制することができる。そうしてカズの目の前で、彩矢から記憶を取り除けば、カズの心は折れる。

　音おと無なし彩矢が【被支配者】になれば、両方の勝利条件を満たすことができる。

　しかし、そんなこと。

「できるわけないだろう……」

　スクリーンに映る、必死に抵抗するキリの姿を眺ながめながら、呟つぶやく。

『やめて！　ど、どうしてそんなことをするの、リノ！』

　強きよう靱じんな意志を持つのが音無彩矢だ。その、音無彩矢が【被支配者】になるはずがない。考えるだけ無む駄だなことだ。

『いやああああああああああああああああああああ!!』

　気力が絞しぼり取られていく。スピーカーから聞こえる叫さけび声が、心を削けずり取っていく。

　ピアスに触れようとして、しかしそれさえできない。俺は手を伸ばすことさえ、億おつ劫くうになり動けない。




　終われ。

　終われ。

　終われ。

　終われ。

　終われ。

　終われよ、何もかも。




「──もう」

　もういいか。

　諦あきらめるか。

　俺の身体からだで悲願を成し遂げるのを諦めるか。

「…………殺すか」

　星ほし野の一かず輝きを。

　桐きり野の心ここ音ねを。

【被支配者】を使えば可能だ。

　そうすれば、〝願い潰つぶしの銀幕〟も、〝箱〟を潰す力も、消し去れる。

　分かってる。それをすればもう、俺の精神は保もたない。ただでさえ限界が近い俺の精神は破壊される。

　だが、どうにせよ俺がまともでいられる時間は長くない。その前に誰かに意志を継がせないといけない。〝罪と罰と罪の影〟を正しく使える人間に、【支配者】としての力を与えないといけない。

　だけど新しん藤どうは倒された。俺の意志を、多少曲げそうではあるが、継げそうな人間だったのに、もう新藤に〝罪と罰と罪の影〟は使えない。

　狂信者たちも駄だ目めだ。あいつらはあくまで従うのに適した人間であり、上で指示をする人間ではない。他にも色んな顔を浮かべてみるが、まともに扱えそうな人間は誰も思い当たらない。

　自己を犠牲にし、世界のために動ける人間など、いない。

　いないのだ。

　そんな人間は──

　そんな希望は──

　俺の意志を引き継げる相手は──

「─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────いる」

　一人だけ。

　むしろ、俺よりもふさわしいと思える人間が、唯ゆい一いつ、一人だけ。

　自分を〝箱〟と言い放ち、目的を達する以外は、すべてを捨てた彼女。




　音無彩矢。




　途端、理解した。

　一つも繫つながっていなかったジグソーパズルを、放り投げたら勝手に繫がり完成したような、無茶苦茶な感覚。しかし事実、すべてが鮮明になっている。

　俺は立ち上がる。ピアスにすら触れられないほど弱っていたが、構ってはいられない。俺は〝願い潰しの銀幕〟の力に刃向かい、彩あ矢やに対面する。

　言葉を発すれば血反へ吐どを吐きそうになるほどの気分の悪さだ。目眩めまいで平へい衡こう感覚が狂い、視界は斜めになっている。

　だがしかし、その口元は自然と上がる。

「彩矢、お前は〝箱〟をずっと求めているな。そのために〝Ｏ〟を追いかけ、〝所有者〟を追いかけていた。それもこれも、自分の〝願い〟を完璧なものにするためだ」

　彩あ矢やは眉まゆをしかめ、俺を見つめる。

「〝拒絶する教室〟で一生分の時間を過ごしたり、〝Ｏ〟に気に入られたカズに付きまとったりしたのも、すべて〝箱〟を手に入れるためだ。お前は生涯のすべてを傾かたむけ、その目的のために動いていた。お前の全部は、その目的のためにある」

「ああ、そうだ。それがどうした？」

　それは実は無為な試みだ。彩矢は自分の理想的な〝箱〟を手にすることはできない。だから〝Ｏ〟の正体に気付かず、戦っている。

『出来損そこない』は『出来損ない』であろうとし続ける。

　しかし、それは、彼女が一人で戦うしかない場合だ。

　もし、同じ方向を向いている人間がいるとしたら？

　もし、同志と言える人間がいたとしたら？

「喜べ」

　そこにたまたま、似たような〝箱〟の持ち主がいたら？

「その悲願は、叶かなう」

　本気だった。

　そして、それは彩矢にも伝わった。

　彩矢は、俺を強く見み据すえる。

「どこだ？　私が求める〝箱〟はどこにある？」

〝出来損ないの幸福〟と〝罪と罰と罪の影〟は似ている。

　強い想いによって作られ、なのにどこか脆もろく、冷たい、しかしいくらでも後から意味を付け足せる〝箱〟。

　その空気が似ていると、前から感じていた。

「ここにある」

　自分の胸を叩たたく。

「〝罪と罰と罪の影〟、これがお前の求める〝箱〟だった」

　そう、これを使えば彩矢は、自覚のない『出来損ない』の砂地獄から抜け出せる。

　目を大きく開いていた彩矢だったが、その答えを聞いて、目を伏せ、首を振る。

「ずいぶんと酔すい狂きようなことを言っているな。お前の〝箱〟、〝罪と罰と罪の影〟は私の求めている〝箱〟ではない。そんな他人を犠牲にする〝箱〟は、私の理想と遠いどころか対極だ。先ほどの柳やなぎの一件も、それを確信する象徴的な出来事だった」

「それは俺が使っているからだ」

　再び彩矢は俺を見る。

「確かに俺が使えば、この〝箱〟は他人の犠牲が伴ともなう。なぜなら俺が、そうやって世界を変えようとしたからだ。だがこの力は、なにも他人を〝犬人間〟にするだけの能力じゃない。本来は他人を操あやつる力だ。いや、その表現だと、マイナスのイメージがあるな。お前好みの言葉を使えば──」

　強い意思が宿った瞳ひとみを、俺は見つめ、言う。

「他人を導く力」

　彩あ矢やの目の色が変わる。

　ああ、やはり。

　彩矢が求めていたのは、この〝箱〟。

「当然、ある」

　俺は、確信を持って口にする。

「他人を幸せに導く力もある」




「まさか──だが、しかし…………」

　まだ理性では認められていない彩矢だが、気付いている。

　俺の言葉が事実だと。

　求め続けた〝箱〟がここにあると。

　俺は音おと無なし彩矢の下もとへと歩き出す。

〝願い潰つぶしの銀幕〟がもたらす、かったるさはもちろん健在だ。それだけでなく、今や歩く度に『罪の影』に蝕むしばまれ、神経が焦こげていくような感覚もある。真っ直すぐに歩けず、シートに手で寄り掛かりながら、後列にいる彼女の下へと向かう。

「──ふふ」

　それだけ身体からだは苦しくても、どうしても、俺の心には愉ゆ悦えつが湧わき上がる。

　だって、ようやく、答えにたどり着けたのだ。

　俺は〝箱〟を手にしたときから、〝罪と罰と罪の影〟を使うことで、破滅することを覚悟していた。近い将来、気が狂い、のたうち回って無残な死を迎えるだろうと覚悟していた。

　この〝箱〟は元より、意思を引き継げる人間がいる、その前提があって成立する〝箱〟だった。

　しかしその相手は？

　俺は無意識に理解していたのかもしれない。

　だって、彼女が希望だということは自覚していたじゃないか。

〝拒絶する教室〟の中で、彼女に触れ続けた経験があるからか、そんなことは関係なく彼女の超然性を理解していたからか、それは分からない。だがきっと、〝箱〟を手にしたときから、この力を引き継げる相手を見極めることができていたのだ。

　だとしたら、この〝罪と罰と罪と影〟は元より──




　音無彩矢に引き渡すための、〝箱〟。




「…………はあ、はあ……」

　俺は、音おと無なし彩あ矢やの隣にたどり着く。

　彩矢は逡しゆん巡じゆんしながらも、俺から逃れようとする様子はない。

「立て、彩矢」

　じっと、目を見開き、椅い子すから俺を見上げる。

「ずっと求めていた〝箱〟を手にするため、立つんだよ」

　しばらく時間があった。

　しかし、彩矢は立ち上がった。

　俺が何をするか分かっていて、彩矢は立ち上がった。その後ろにはスクリーンから放たれる光によって──小さな影ができている。

　彼女の目を見る。

　その目にはもう迷いはなかった。

　彼女はもう、すでに受け入れる準備はできていた。

「よし」

　俺はまず、彼女を受け入れる。

「俺にその罪を見せろ、音無彩矢！」




　そして、

　その影を踏ふむ。




「────ぁ」

　影を踏み、見えるのは、罪。

　音無彩矢の……いや、音無麻ま理り亜あだった頃の罪。

　それは、

　それは──




「　─

　　　　　　 ──

　　　　　　　　　　─────

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　────────────────　　」




　俺は倒れていた。

　意識が飛んでいた。

　悲鳴を上げでもした？　いや上げられもしなかった？

　俺は、先ほど見た記憶を反はん芻すうする。

　その記憶の内容は、千ほど見た罪の数の中で、最も凄せい惨さんというわけでも残ざん酷こくというわけでもない。だがそんなことは、もたらされる苦痛に関係ない。客観的にそれがどうこうは関係なく、その本人がそのときに味わった主観的な苦しみを、俺は受けるのだ。

　それほど、当時の音おと無なし彩あ矢やはダメージを受けたということだ。

　千のナイフを心臓に突き刺され、眼球をペンチで握り潰つぶされ、指の一本一本を引き抜かれ、内臓をミキサーに掛けられ、全身の毛穴という毛穴に五ご寸すん釘くぎを打ち込まれたような、そんな痛み。そして熱い。鉄を溶かしたようなドロドロに液状化した熟成された罪は、自分の身体からだを溶かし、一つの塊にしようとする。

　なんだこれは？

　まだ手の震えが止まらない。開ききった瞳どう孔こうが戻らない。

　こんなものを──

　こんなものを、抱かかえ続けているって？

「…………くっ！」

　俺は、よろめきながらも立ち上がり、音無彩矢を見つめる。

【支配者】としての力を彩矢に引き渡すためには、一旦【被支配者】にしなければいけない。そのために、この『罪の影』を俺は吞のみ込まなければいけない。

　そうすることで、彩矢はこの罪とまた直面することになる。

　だが、これを見せつけられて、彩矢は平気でいられるのか？

　しかし俺は、もう引き下がるつもりはない。

　躊躇ためらっている余裕はない。

「行くぞ」

　俺は影を踏ふんだことで取り込んだ、音無彩矢の『罪の影』を取り出し摑つかみ、吞み込む。

「─────っ！」

　彩矢は、身体を強こわばらせ、胸を摑む。

　が、それだけだった。

　俺は、驚きを隠せない。

「…………どうして、お前は平気なんだ？」

　音無彩矢は、平然と立っている。

「平気ではない」

　よく見れば、その顔には脂あぶら汗あせが浮かんでいる。歯を嚙かみしめ、耐えている。しかしその程度で済むなど、この『罪の影』によって一いつ瞬しゆん気さえ失った俺からすれば、信じられない。

「どうして立っていられる？　耐えられないはずだ。俺は直じかにそれを味わっているから知っている」

「思うに、これは自分の『罪』を思い出すものだろう？」

　頰ほほに汗を垂らし、しかしそれでも強い視線を向ける彩あ矢やは言う。

「ああ、だから、いきなりこんなものを見せつけられたら、耐えられない」

「いきなり、ではない」

「なに？」

　彩矢は、胸を摑つかんでいた手を離し、息を整える。すでに元通りと言っていい。

「この苦痛を、私は常に浴びている。慣れ親しんだ、苦痛だ」

　意味が分からなかった。

　だが、彩矢の言っていることを、言葉通りに捉とらえるとこうなる。

　俺がしたことは、『罪』を思い出させるものだ。そのときの感情を思い出させるものだ。ほとんどの人間は、その苦痛を忘れることで、日常を生きていける。

　しかし、彩矢はそうでないとしたら？　ひとときも忘れないでいるとしたら？

「私は常に、自分の『罪』を意識している」

　この地獄のような苦しみは、特別なものではなく、慣れ親しんだものになる。

　いつもこの苦痛と共にあるのなら、こうしてわざわざその罪を突き付けられたところで、自分を失うことはない。

「私は、許されない。だから──」

　だが、なんだそれは？

　それが人間の生き方なのか？

　いや……そうか。

　だからか。

「だから──人として、生きられない」




　だから彼女は『音おと無なし彩矢』になれたのか。




　自分が罪人だと意識し続けている。忘れないことで、自ら罰を与え続けている。

　正しい、罪と罰の在ありよう。

　それが彼女を人ならざる者に──〝箱〟に──『音無彩矢』にしたのだ。

　徹底的に自分を殺している彼女は、ただただ望むことができる。目的のために、すべてを賭として生きることができる。




　誰もが幸せでいられる世界のために。




　その様に、俺は抱いだく。

　尊敬。羨せん望ぼう。恍こう惚こつ。果てしない憧どう憬けい。

　俺にはなれない、〝所有者〟のなれの果て。

　だからこそ、俺が力を引き継がせる相手に、これ以上ふさわしい人間はいない。




　音おと無なし彩あ矢や。

　あなたは〝願い〟のために、生きてくれ。




　だからカズ。

　お前に『音無麻ま理り亜あ』を渡すことは絶対にできない。

　俺たちの〝願い〟を潰つぶすことなど、絶対に許さない。




「俺は、お前にこの力を渡す。全員分の『罪の影』を引き渡す」

『罪の影』は引き渡しても、俺自身には影響はない。俺が【被支配者】を【操作】できることは変わらない。

　だが、俺の最も重要な仕事は変わった。

〝箱〟を潰す力を、音無彩矢に深く影響を与える星ほし野の一かず輝きという男を取り除き、彼女を〝願い〟のために生きるよう導くのが、最も重要な仕事になった。

「じゃあいいか？」

　そう問いかけたが、彩矢は俺を見ていなかった。

　真っ直すぐ前を向いていた。

「イメージしていた」

　そうして呟つぶやく。

「どうすれば人々を幸せに導けるのかと。それはどんな〝箱〟なのだろうと。幸せとは、私が無理矢理その形を作って、そこに当てはめればいいというものではない。つらい現実から遠ざけ、桃とう源げん郷きように放り込むことでもない。その人間が自ら幸せの形を考え、そこに向かうことが、出来損そこないではない幸福なのだと、そう思うようになっていた」

　拳こぶしを軽く握る。

「だから、人を導くのが私に必要な能力だったのだ」

　感慨深そうに、口にする。

「少し見る角度を変えるだけで、目の前にあったなんて」

　そうしてようやく、俺を見た。

「大おお嶺みね。お前との関係など、ただ、同じ方向を見ているだけだと思っていた。だが、それは大きなことなのだな。それだけで、こんなことが起こるものなのだな。……なるほど、これが同志というものなのか」

「同志。……そうだな」

　俺は頷うなずき、そして、『罪の影』を渡す。

　そういえば新しん藤どうに『罪の影』を渡すときに思った。強い人間ならば、他人の『罪の影』を渡されても、平然と吞のみ込めるのかもしれないと。そうだったら、自分の支配者としての適正を疑うかもしれないと。

「…………ん」

　音おと無なし彩あ矢やは、９９８の『罪の影』を平然と受け入れた。

　そうして彼女は【支配者】になり、初期の計画通り、俺の９９９人目の【被支配者】にもなった。

「大嶺」

〝罪と罰と罪の影〟の〝所有者〟になった彼女は言う。

「ありがとう」

　だけどそれは、ちっともうれしそうではない、機械のような顔だった。





[image: くぎり]






　何度も椅い子すに寄り掛かり、身体からだを支えながら、よろよろと自分の席に戻った。

　肩に重りが乗っかったように、一気にかったるさが押し寄せ、俺はもう動く気になれない。

　それでも、まだ考えなくてはいけない。

　音無彩矢が【被支配者】になった以上、勝利条件を満たすためには、あと一つ乗り越えるだけでいい。

　それは〝願い潰つぶしの銀幕〟の〝所有者〟であるキリを呼び出すことだ。

　ここにキリが来さえすれば、カズを脅きよう迫はくし、〝箱〟を潰してもらえばいい。




『心ここ音ね、好きだよ』

　スピーカーから聞こえる、自分の声に、俺は反応する。

　スクリーンの映像はさっきから目に入っている。

　スクリーンの中の俺は、教室でキリを抱きしめていた。涙を流しながら。

　だけど、抱きしめても、キリは人形のように、腕をだらんと垂らして、反応を返さない。

　俺は言葉が届くように、もう一度言うのだ。

『心ここ音ね、好きだよ』

　そうやって苦しめていた。

　そんな真っ直すぐな気持ちを伝えることで、彼女を苦しめていた。彼女の空うつろだった瞳ひとみに涙が浮かぶ。

　キリに届くのは、真っ直ぐな愛情ではなく、歪ゆがんだ強きよう迫はく観念。

　──自分を見捨てないでくれ。こんなに君のことを好きな自分を。

　キリにはそう聞こえてるに違いない。これは脅きよう迫はくだ。変わるなという脅迫。自分がブサイクだと思い込んで、タバコの火を押し付けられることさえしょうがない価値のない女のままでいてくれ、このまま苦しみ続けてくれ、という脅迫。

　本当に酷ひどい男だ。

　俺は、こんな男のままいてはいけなかった。

　この世界を変えなければいけなかった。

　彼女をこうした人間を、彼女を今後そうしようとする人間たちを、更正させるしかなかった。粛しゆく正せいするのは悪人じゃない。リノたちは悪人じゃなかった。悪人ではなく、あいつらは想像力が足りない愚ぐ者しやなのだ。あいつらは、目の前だけを見てその先を見ない。その部分を直すだけだ。それを直すだけで、悲劇は起きなくなる。

　桐きり野の心音は、桐野心音のままでいられた。

　そうだろう？

　だから、正しい世界に。

　それ以外はどうでもいい。

　俺の幸せも、キリの幸せも、どうでもいい。

「────ああ」

　そうだ。思い付いた。

　桐野心音に〝出来損そこないの幸福〟を使えばいい。

　心がすでに折れている彼女は、〝出来損ないの幸福〟を求める。桐野心音を使って、彩あ矢やの記憶を消し、星ほし野の一かず輝きの心を折る。

　──何か間違っているか？　間違っていないよな？

　キリを使うという発想が生まれた途端、どういうわけかあっさりとキリを呼び出す方法を思い付いた。

　考えてみれば簡単だった。キリを呼び出す方法なんて、幼馴な染じみで、元恋人の俺は、いくらでも思い付くのだ。むしろどうして今まで思い浮かばなかったんだ？　自分にストッパーでもかけていたとでも？

　俺は狂信者の一人に【命令】をする。『今から言うアドレスにメールをしろ。そのアドレスは──』

　俺は空で覚えているキリのアドレスを頭に思い描えがき、続ける。

『そして書き込む内容は』

　ここに来い、なんて書いてもキリはきっと来ない。

　だがキリはきっと、俺が悲鳴を上げていると思えば、ここに来る。俺がもう限界だと思えば、きっと側そばに来てくれる。そういう奴やつなのだ。自分の幸せより俺の幸せを選んでしまうような奴なのだ。

　俺は自分が限界だと、最も効果的に伝えられるメッセージを考え、書けと【命令】した。そのメッセージは映画の最低のセリフと同じ、最低の言葉。

『心ここ音ね、好きだよ』




　それにしても。

　ああ。

　限界だ。











◇◇◇「星野一輝」09/11 FRI 23:02◇◇◇






「マリアが、【被支配者】になった？」

　僕は思わず茂も木ぎさんの言葉を繰り返した。

「霞かすみ……それって、どういうことだ？　ど、どうして麻ま理り亜あちゃんが……？」

　路面に膝ひざを突けていた陽はる明あきが、頭を上げて茂木さんに尋たずねる。

「わ、私は柳やなぎさんから報告を受けただけですから、それ以上のことは……」

　どうしてそんなことが起こり得る？

　僕が色いろ葉はさんに影を踏ふまれても平気だったように、マリアも醍だい哉やに影を踏まれたところで、【被支配者】にはならないはずだ。

　自分から望んだりしない限りは。

「────！」

　突とつ如じよ、僕のケータイのメール着信音が鳴り響く。取り出し、ケータイを開こうとしたところで続けてメール着信音が鳴る。

「……な、なんだ？」

　このタイミングでの連続のメールに、不吉な予感しかしない。

　画面に表示されている知らないメールアドレス。二通目のメールの内容は一文字だけ。『た』。それを見ている合間にも新しいメールが届く。

　五秒おきに届く、差出人不明のメールは、全部で七件にもなった。すべて内容は一文字ずつ。時間列順に並べるとこうなる。

『わ』

『た』

『し』

『を』

『忘』

『れ』

『ろ』

　否いや応おうなしに、それが誰が送ってきたものか、僕に分からせる。

「マリア……！」

　ああ、真実だ。

　マリアが【被支配者】になったのは、真実だ。

　いや、それどころか、これはこういうことだ。

「マリアは少なくとも七人以上に、【命令】している……」

　マリアは、【支配者】になった。

「……なんで、そんなことに……？」

　混乱している間にも、また新しいメールが届く。宛名は相変わらず知らないメールアドレスからだが、今度は一文字だけじゃない。

『ニュースを見ろ』

　息を吞のみ、言われるがまま、僕はケータイのワンセグ機能を起動させる。

　すぐに、目当ての番組が見つかった。

　女性のアナウンサーがその内容を読み上げている。

『ただいま入りましたニュースです。犬のような態度を取り続ける、いわゆる〝犬人間〟状態になっていたタムラカツヤさんの意識が戻りました。〝犬人間〟から回復した例は初めてです。タムラさんを保護していた警察からの発表によりますと、タムラさんの意識ははっきりしていて、混乱している様子もなく、落ち着いているとのことです。またタムラさんは、〝犬人間〟になっていた間の記憶はない、自分は両親を殺した、どんな罪でも償つぐなう、などと話しているそうです。──続報です。同じく〝犬人間〟状態にあったイシカワヤスミ容疑者が意識を取り戻し…………』

　どういうことだ？　どうして今、このタイミングで、醍だい哉やは〝犬人間〟を元に戻した？　〝犬人間〟を量産することで、倫理観について考えさせるのが、醍哉の計画じゃないのか？　今ここで〝犬人間〟を元に戻しては、それが台無しになってしまうんじゃないのか？

　なら、これをやっているのも、マリアなのか？

　だとしたら、どうしてそれを、醍だい哉やが許している？

　今の様は、まるでマリアが、〝罪と罰と罪の影〟の主導権を握っているようじゃないか。

「…………まさか」

　本当にそうだとでも？

　自主的にマリアが〝罪と罰と罪の影〟を望んだとでも？　この能力を自由に使いたいがために、マリアは【被支配者】になり、【支配者】になったとでも？

　そうだとしたら、なぜ？

「──いや、それは」

　分かりきってる。

　もし、そうだとしたら、マリアの動機は分かりきってる。

　マリアの〝願い〟は他人を幸せにすることだけ。その目的以外のためには動かない。ならばこの行動も、他人を幸せにするための行動。

　つまりマリアは判断したのだ。

〝罪と罰と罪の影〟が、他人を幸せにできる〝箱〟であると。

　確かに、マリアは〝箱〟を求めていた。

　そして、手にした〝箱〟が、〝罪と罰と罪の影〟？　他人を操作する力？

「なんだ、それは……」

　僕は歯を食いしばる。

　それじゃあまるで、僕ではなく、醍哉こそマリアを理解し、必要としている、そう言わんばかりじゃないか。

　そんなことは──

「許さない」

〝罪と罰と罪の影〟を手にしたマリアが、これからどうするか分かる。

　マリアは、醍哉のやり方とは違い、派手なことはしない。地道に一人一人とマリアは接して、その相手に合った操作をし、幸せに導こうとする。

　それは途方もない、終わりのない行動だ。

　一生を費やした他人への奉仕だ。

　それでもマリアは、自分の一生を、他人の幸せのために費やせることを、喜んでいるのだろう。

　ようやく前に進めたと、喜んでいるのだろう。

「許さない」

　僕はもう一度、同じ言葉を口にする。

　そんなのは、『音おと無なし彩あ矢や』に支配されているから思うことだ。

　自分の幸せを無視する行為だ。

「……………………してやる」

　だったとしたら、僕の答えは明白だ。

「…………………潰つぶしてやる」

『音無彩矢』としての希望なんて、持たせてはやらない。

『音無彩矢』に僕が与えるのは、絶望だ。

「マリアの〝罪と罰と罪の影〟も潰してやる」

　せっかく手にした希望？

　知るかよ。

　マリアが泣き叫さけんだところで、僕は〝箱〟を潰すのをやめない。




　心は決まった。

　問題は、どうやればそれができるかだ。

　醍だい哉やはマリアに、【命令】ができる。いくらでも僕を脅きよう迫はくできる。例えば、僕が少しでもおかしな行動を取れば、〝出来損そこないの幸福〟を悠ゆう里りさんに使うよう【命令】すると、そう脅迫することだってできる。

　そんなことを言われれば、僕はどんな要求にも従うしかない。〝願い潰しの銀幕〟を破壊しろと言われれば破壊するしかない。マリアが立ち去るのを見逃せと言われれば見逃すしかない。

「──ぐ」

　じゃあ、どうすればいいんだ？

　マリアの前には、やはり醍哉が立ちふさがっている。醍哉に対する対抗手段がなければ、僕はマリアを取り戻せず、敗北する。

　──対抗手段。対抗手段だ。




　思い付いたのは──




　僕の視線は、先ほどまで僕に頼み事をしていた陽はる明あきへと移る。陽明が頼んでいたのは、心ここ音ねと自分を〝願い潰しの銀幕〟の中に連れていくこと。

「陽明」

　そう、やっぱり醍哉に対抗するには、彼女しかいない。

「心音と合流しよう」

　そうして僕は震える。

　自分が考えている、とんでもないことに震えている。
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　役に立ちたいと言ってくれている茂も木ぎさんを、しかし〝願い潰つぶしの銀幕〟の中に連れていくわけにはいかないので、病院に急いで帰してから、僕と陽はる明あきは心ここ音ねの下もとに向かった。

　電話で連絡しておいたこともあって、心音は隠れていた寮の近くの駐車場で、すでに待っていた。

　会った途端、心音は僕に抱きつき、胸に頭を押し当てた。

「醍だい哉やが、言ってくれたの」

　心音は震えた声で言う。

「心音、好きだよ、って」

　顔を上げない。

　身体からだが震えていることを抜きにしても分かる。心音は涙を流している。

「そんなこと、あたしがこうなったって分かったときから、一回も言わなかったのに」

　そんな心音に、陽明は何も言わず、唇くちびるを嚙かみしめている。

「あたし、決めた。誰がどう言おうが決めた」

　心音は顔を上げ、真っ赤になった目を、僕へと向ける。

「あたしは醍哉を助ける」

　その決意は、もう揺ゆらぐことのないものだった。

「……心音」

　おそらくメールで間接的に『好きだ』と言われたのだろう。どう考えてもそれは罠わなだ。でも、そう言っても、心音はもう聞かないだろう。

　しかし、心音が醍哉の下に向かうと決めたことは、僕にとって好都合だった。

　僕が考えている策にとって、好都合だった。

「そのために何をしても構わない？」

「構わない。あたしの命だっていくらでも賭かけられる」

　それは僕が求めている答えだ。

　醍哉に対抗する手段として、心音を利用するには、その言葉が聞きたかった。

「行こう心音、陽明。〝願い潰しの銀幕〟へ」

　僕は、あくまでマリアを取り戻すために、心音の醍哉への強い想いを利用する。

　だけど、そんな僕に陽明は笑え顔がおを向ける。

「決断してくれたか！　ありがとうホッシー」

　陽明は僕の手を両手で包み込むように握る。その力は強い。

「い、痛いよ、陽明」

　だけど、訴えても、陽はる明あきは握っている手の力を弱くしてくれなかった。

　僕を真っ直すぐ見つめている陽明の瞳ひとみからは、涙が流れる。

「ありがとう、ホッシー」

　心ここ音ねを連れていく、それだけで醍だい哉やが助かると決まったわけじゃないのに。

　それどころかたぶん、醍哉の終わりを身近で見るだけになるだろうに、陽明は泣くのだ。

　僕が、醍哉と心音のために、そう決断したと勘違いして。

　陽明はようやく、握っている僕の手を離す。

　僕の手は熱くなっていた。

「あ──」

　僕の心は急速に熱くなる。耐えきれないくらいに。

　二人の、純粋な、醍哉のための涙は、僕を攻撃する。

　そうして僕は気付かされるのだ。

「う……く……」

　僕は陽明に握られ、熱くなっている自分の手を眺ながめる。この手は、〝箱〟を潰つぶす能力を持ち、〝願い〟を蹂じゆう躙りんする手だ。

　その手を持つ僕は、人道を外れている。

　二人の気持ちを、ただマリアのために利用としている僕は、人道を外れている。

　だって、僕がやろうとしていることは────

「あああぁぁぁ…………」

　いつの間に僕はここまで人の道を外れていた？　ああ、色いろ葉はさんを殺そうとした時点で、もうとっくにおかしかったじゃないか。僕はとっくに人の道を外れていたのに、それがたまたま色葉さんが死なずに済んだから気付くのが遅れてしまった。

　僕は幸せを願いたい。醍哉と、心音と、陽明の、幸せを願いたい。一いつ緒しよに泣きたい。想いを一つにして、醍哉のことを助けてあげたい。

　だけど、僕にはできないのだ。

　マリアを取り戻す。それを最優先にする自分は変えられない。どうしても。

　そういう風になってしまった。

『空うつろの箱』を手にした僕は、そういう風に作り替えられてしまった。

「う、うううぅぅぅ…………」

　涙を流す。

　でもこの涙は、他人を思いやって泣く、心音と陽明のきれいな涙とは、別の種類の涙なのだ。自分の有様を嘆なげいているだけの、身勝手な醜みにくい涙なのだ。

「陽明、心音」

　僕ができるのは、自分の気持ちを正直に話すだけだ。

「二人のこと、大好きだ」

　それだけは本音だ。僕のどうしようもないほどの本音だ。

　陽はる明あきが僕と心ここ音ねを抱きしめる。

　心音が声を上げてしゃくり上げた。

　僕だけ違う種類の涙を流していることが、罪深いことだとさえ思う。心音の涙が僕の頰ほほを濡ぬらす。きれいな涙に、罪深い自分を思い知らされるようで、僕はまた悲しくなる。

「大好きだけど、裏切るかもしれない」

　二人は目を丸くして、僕を見る。

「ごめん。僕はそれでもマリアのためになんでもするんだ。二人の気持ちさえも利用して、マリアを取り戻すんだ。僕は醍だい哉やを助けられないかもしれない。醍哉を追いつめるかもしれない。だけど、思ってる。醍哉を助けたいって本当に思ってる。ごめん。だけど思うだけなんだ。ごめん。思うだけでごめん」

　涙は止まらない。

「そんな僕を許して」

　しばらく二人は口を開かなかった。

　ただ、輪になって抱き合っているだけだった。

　口を開いたのは、心音だった。

「しょうがないよ」

　涙声で続ける。

「あたしだって、醍哉のためにしか動けない。陽明が、あたしに幸せになって欲しいと思っててくれても、そのための行動はきっとできない」

　僕の胸を押し、三人で作った輪から抜け出し、微笑ほほえむ。

「カズくんを許すから、あたしを許して」




　僕は、心音と陽明の涙を見て、思う。

　醍哉が観ている四本の映画と同じように、この物語もハッピーエンドにはなりそうもない。

　どこで間違えたのか？

　どこから間違えているのか？

　初めから何もかも間違いだったのだとしたら、世界を正そうとした醍哉が正しいのか？

　分からない。

　分からないけれど、僕らは行かなければならない。

〝願い潰つぶしの銀幕〟の中に入るために、ショッピングモールに。

　醍哉の下もとに。

　マリアの下に。




　その前に僕は、自分が人の道を外れたことを、自分に刻きざもう。

　そうだな、右手がいい。〝箱〟を潰つぶす力を持つ、この右手に、戒いましめを刻もう。

　そうしたら僕は──

　この物語のエンドロールを観に行こう。
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scene4『15歳とピアス』３／３









95．背景、全面青。


心音（モノローグ）「どうかお願いします」






96．背景、全面白。


心音（モノローグ）「醍だい哉やに幸せな未来を」






97．背景、全面黒。




98．背景、全面赤。













◆◆◆「大嶺醍哉」09/11 FRI 23:40◆◆◆






　思考が失われていく。

　目の前のスクリーンに広がっている映像に、思考という思考が刈かり取られ、俺は時間を逆行した。そうしてスクリーンの中の中学時代の自分とシンクロする。思考はそのときの自分のものになった。自分のいる場所が分からなくなった。自分がいるのは客席なのか、スクリーンの中なのか、過去なのか。そして、そんなことさえもどうでもいい。

　頭を抱かかえている中学時代の俺の映像が、スクリーンには映し出されている。

　セリフはないが、中学時代の俺が何を頭の中で言い続けているのか、俺は知っている。そしてその言葉を、時間が逆行している自分も今、頭の中で言い続けている。

　──僕はどうすればよかった。

　──僕はどうすればよかった。

　──僕はどうすればよかった。

　だけど、そうやって限界を迎えていても、俺は自分のやるべきことを見失わない。心がいくら乱れても、自動的に動けるように、強い目的意識を抱え続ける。

　これから星ほし野の一かず輝きが来る。

　俺はカズを打ち倒し、彩あ矢やをカズの手から解放させる。

　そうして、世界を変えるのだ。




　果たして、映画館の扉が開いた。




　散らばっていた視点が収束し、俺は一点を見つめる。

「ずいぶんと久しぶりな気がするな」

　そこにいるのは星野一輝。

　俺は、〝願い潰つぶしの銀幕〟がもたらすかったるさに耐えながら、立ち上がる。そんなものがなくても、俺はもう立ち上がることさえきついかもしれない。そんな自分を少しでもごまかすために、ピアスに触れ、振り返る。

「そうだね。僕もそう感じるよ」

　言って、わずかに微笑するカズ。

　その手にはなにやら無地のプラスチックケースをぶら下げている。何かしらの準備をしてきたのだろうか？　〝箱〟を潰す力という最強の武器を持っている以上、それ以上の準備はあまり意味があると思えず、俺はあまり気にしないことにした。

　どうしてもそのケース以上に、最強の武器を手にしている右手の状態が気になる。

「カズ、その手はどうした？」

　カズは右手に包帯を巻いていた。痛めたばかりなのか、包帯から血がまだ滲にじんでいる。

「……けじめだよ」

　カズはそれだけ口にした。それ以上は口にしなかった。

「突然、自分の手を、ナイフで傷つけたんだ。あの傷じゃ、一生痕あとは残るだろうな。……ぶっちゃけホッシーがそんなことした意味が分かんねえよ……」

　代わりに口を開いたのは、陽はる明あきだ。

　俺は敢あえて陽明に言葉を返さずに、視線を動かす。

　そこにいるのは──桐きり野の心ここ音ね。

　──ズキリ。

　その姿を見て、心が痛み、壊れそうになるのは仕方がないし、予想済みだ。隣に人形のような張りぼてのキリが座っていても、心がぐちゃぐちゃになるのだから、本物を見ればこの反応は当然だ。

　だが、自分の感情はどうでもいい。

「のこのこやってきてどうするつもりだった、カズ？　お前だって分かっているだろ。もうお前に勝ち目はない。なにせ音おと無なし彩あ矢やを【被支配者】にしたからな」

　この情報も柳やなぎが、茂も木ぎを通じて漏もらしているだろうと想定しての発言。

　それに対して、カズは表情を変えずに言う。

「そんな青白い顔をして、よく言えるね、醍だい哉や」

　聞き様によっては挑発にも取れるような言葉だが、カズはそうではなく、同情するように俺にそんなことを言った。

　一歩前に進む、カズ。

　対たい峙じする俺と、星ほし野の一かず輝き。




　ああ──

　寸分も疑いようもない。

〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟から続いた、俺とカズの対決はここで終結する。




「さて、お互いこれからすることを確認するか、カズ」

　カズは黙だまって視線を向ける。

「俺は〝願い潰つぶしの銀幕〟を壊す。それから彩矢に〝出来損そこないの幸福〟を使わせ、彩矢からカズの記憶を失わせ、お前の心を折る」

　その方法はまず、カズの〝箱〟を潰す力で、キリの〝願い潰しの銀幕〟を破壊する。次に〝出来損ないの幸福〟をキリへと使わす、というやり方だ。

「お前は俺に何をするつもりだ？」

「僕は醍だい哉やの〝罪と罰と罪の影〟を潰つぶす。その方法は、この右手で潰しても、〝願い潰しの銀幕〟が機能する24時を待ってもいい。それから、醍哉がマリアに渡した〝罪と罰と罪の影〟も潰す」

　その言葉に彩あ矢やが眉まゆを動かす。

「そうして僕は、マリアをこの手に取り戻す」

　彩矢は表情を変えず、言い放つ。

「無む駄だな試みだ。どんなことがあっても、私はお前の下もとに戻ることはない」

　カズは一いつ瞬しゆん、唇くちびるを嚙かむような仕草を見せたが、しかし俺を睨にらみ付ける目の光は変わらない。

「僕は──」

　カズは血の滲にじんだ包帯を嚙かむ。

「僕は引くことはない」

　その態度にどこか異常なものを感じ、俺はわずかに気け圧おされる。負けじとカズを追いつめるために口を開こうとし──しかし、そこで予想外の動きがあった。

「カズキさん！」

　柳やなぎが飛び出し、カズの下へと向かったのだ。

　柳は椅い子すを飛び越えながら、叫さけぶ。

「私の〝罪と罰と罪の影〟を破壊して！」

　突然だっただろうに、カズには恐ろしいほど戸惑いがなかった。カズは駆かけ寄った柳の胸に、包帯に包まれた右手を差し出す。

　そして、突き入れる。

「ん……あ……ああ！」

　右手を突き入れられた柳が喘あえぐ。

　柳の胸からカズが取り出したのは、手に収まるほどの大きさの、黒い〝箱〟。金こん平ぺい糖とうのような形をした、トゲトゲしい、一見握ると痛そうな〝箱〟。

　カズはそれを眺ながめたりすることなく、躊ちゆう躇ちよなく破壊した。

「あ…………」

　柳はその場にしだれ落ち、気絶する。

　カズは倒れる柳を、目線だけで見下ろしていた。

　一連の行動は、まるでプログラミングされた機械のように鮮やかだった。

　つかの間の静せい寂じやくが訪れる。

　ようやく俺は、柳の意図に気付く。【命令】によって、俺に利用される可能性を考え、さっさと自分の〝罪と罰と罪の影〟を破壊させたのだ。そうすることで、少しでもカズが有利になるよう迅じん速そくに動いた。

　この行動を、予測できるはずもない。なぜなら〝箱〟を潰つぶす力を持っていることを、柳やなぎが知っていると思っていなかったからだ。柳は、〝Ｏ〟と俺の会話を盗み聞きして、それを今の今まで隠していたのだ。

　してやられたといえばやられたが、元より俺は柳を利用するつもりはなかった。俺の行動予定に影響はない。

　しかし、俺はわずかに冷や汗を搔かいていた。

　だって、目の当たりにしたのだ。

「〝箱〟を潰す力……」

　そう、そんな反則的に強力な力を。

　話に聞いていても、実際見ると実感が違う。引き金に手を掛けたマシンガンの銃口を、顔面に向けられている気分だ。

　少し俺が行動を誤れば、あれによって〝罪と罰と罪の影〟は破壊される。

　しかもカズの躊ちゆう躇ちよさえなかったあの様子。あの力を使っても変わらない表情。

　改めて思い知らされる。カズはすでに俺と仲良く話していた頃のカズではない。右手を自ら傷付けるような奇行をするカズは、大きく生まれ変わっている。

〝箱〟を潰すための存在として。

〝Ｏ〟と対立するための存在として。

　だからこそ、〝Ｏ〟にそっくりな、微笑ほほえみさえ浮かべられるのだ。

　しかし、〝箱〟を潰す力を使っても変わらなかったカズの表情が、ある発言により引きつる。

「なんだその力は？」

　顔を強こわばらせ言った、彩あ矢やの言葉によって。

「星ほし野の一かず輝き。お前はなぜそんな力を？　……いや、それはいい。私はその力を見て確信した」

　彩矢は、苦しそうに吐はき捨てる。

「お前は、私の敵だ」

　カズは唇くちびるを嚙かみしめる。

　自分が取り戻そうとしている相手に、自分が誰よりも救おうとしている相手に、敵扱いされるのはやはり堪こたえるのだろう。

「彩矢、分かっているとは思うが、カズには近づくな。カズはお前の〝罪と罰と罪の影〟を、平然と潰すだろう」

「……そうだな。胸に触れれば、それだけで〝箱〟を潰せる能力のようだ。〝出来損そこないの幸福〟さえ危ない」

「いや、〝出来損ないの幸福〟をカズが破壊することはしない。カズはそれをしてしまえば、お前の人格を根っこからすべて破壊してしまうことを理解しているはずだ」

　カズの表情を見て、自分の発言が正しいことを確信する。

「もちろん俺も、カズに近づくわけにはいかない」

　それを踏ふまえた上で、俺は間違えることなく、行動を取らなければならない。

「さて要求する。カズ、キリの〝願い潰つぶしの銀幕〟を破壊しろ」

「醍だい哉や……」

　心ここ音ねが俺の名前を呼ぶ。

　俺はその声に感情を抱いだく前に、カズへの指示を続ける。

「従わなければ、分かっているな？　もう一度言うが、音おと無なし彩あ矢やは【被支配者】だ。俺にはどんな行動を取らせることだってできる。カズ、お前には不審な行動を取ることも許さない。そうだな、時間も制限しよう。今は40分か。ならば、45分までにキリの〝願い潰しの銀幕〟を破壊しろ」

「…………」

　カズは押し黙だまる。

　カズができること、それは俺の隙すきを窺うかがい、あるいは作り、〝罪と罰と罪の影〟を潰すこと。

　隙を生み出すそのために、陽はる明あきと心音を連れてきたことも分かっている。

　カズはなんとかして隙を作ろうとし、俺は隙を絶対に生み出さない。これは、そういう戦いだ。

　さて、カズの攻撃が始まる。

「ダイヤン、もうやめよう。見てられねえよ」

　その攻撃は、予想通り、陽明の説得から始まった。

「何のためにこんなことをしてるんだ？　こんなことが誰のためになってるんだ？　自分か？　キリか？　どっちでもねえだろ。その自分の有様を見れば分かるだろ？　このままじゃ、誰も幸せになれずに、ただただ二人が不幸になるだけだ」

　しかし、予想通りだからといって、心の準備をしていたからといって、俺の心に何も響かないわけではない。

　なぜならそれは、噓うそ偽りない、真っ直すぐな陽明の言葉だからだ。

「お願いだよ。キリのためにも、もうやめてくれ」

　俺は何も答えない。

「お願いだ……お願いだ……」

　陽明は涙を流す。

　心からの懇こん願がん。

　俺は思う。

　相変わらず、敵かなわないと感じてしまうほどに、陽明はまぶしい。

　俺が生まれて初めて、敵わないと思ったのは陽明だ。野球の才能だけじゃない。その真っ直ぐさ。裏表のなさ。自分が正しいと思う行動のためになら、天てん賦ぷの才がある野球や、自分の好きな異性への気持ちを捨てられる、そのブレのなさ。陽はる明あきは俺がどう望んでも持てない魅力を持っていた。

　だから陽明を【被支配者】にするという発想はできなかった。

　なあ、陽明。

　俺は、お前が思っている以上に、お前を尊敬している。

「黙だまってないで答えろよ、ダイヤン！」

　しかしそれでも。

　この〝願い〟を譲ゆずるわけにはいかない。

「なら、俺以外、誰がやる？」

　迷いはない。

「キリをこうした原因はどこにある？　俺か？　キリ自身か？　リノか？　ああ、全員にあるだろう。でもそういうことじゃない。根本的な問題はそんなところじゃない。だから、根本的に変えてやる。俺はそう言ってる」

　陽明は、わずかに言葉を詰まらせて、だけど反論する。

「無む謀ぼうだ。そんなの、〝箱〟を使ってもできるわけがない」

「できるかできないかじゃない。やるんだ」

「どうしてダイヤンがやる必要がある？　どうしてただでさえ苦しんでいるダイヤンが、これ以上苦しまないといけない」

「俺は、俺を犠牲にすると決めた」

「俺の気持ちはどうなる！　破滅するダイヤンやキリを見たくない俺の気持ちは！　その気持ちもダイヤンは犠牲にするのか！」

　俺は間かん髪はつ入れずに答えた。

「そうだ」

　目を見開く、陽明。

「それが、俺を犠牲にする、ということだ」

　そうして陽明は、言葉を失った。

　そう、それが俺を犠牲にするということ。そのことをきちんと俺は理解している。

　俺は、俺のことを大切に想う人の気持ちさえ、犠牲にする。

　だから切り捨てたのだ。心ここ音ねを、陽明を。

「ふざけるな……」

　拳こぶしを握りしめて震えている。

「ふざけるなよ……ダイヤン……」

　どうやらこれで、陽明の攻撃は終わりのようだ。

　俺は陽明から目を逸そらし、カズを睨にらみ付ける。

「カズ、早くしろ。早く〝願い潰つぶしの銀幕〟を潰せ」

　俺は溢あふれる額ひたいの脂あぶら汗を、さりげなく拭ぬぐう。

　冷めた態度を取り、平然としていても、ダメージは受けている。

　陽はる明あきの真っ直すぐな感情をぶつけられて、『罪の影』は暴走しそうになっている。限界を超えそうになっている。『罪の影』は今すぐ俺の身体からだを突き破って溢あふれ出しそうだ。

　俺の精神は限界だ。どんな一言で、すべてを終わらせたくなってしまうか分からない。

　何もかも投げ出してしまえば、どんなに楽だろう？

　だが俺は──

　俺は、音おと無なし彩あ矢やを見る。

　だが俺は──このすべての『罪』を抱かかえ込んで死ぬ。




　俺は異常に高鳴っている胸を、強く押さえる。

　さて、準備しよう。

　次の攻撃が待ち受けている。油断すれば一気にやられる。

　この本命の攻撃に。




「醍だい哉や、メールありがとう」

　桐きり野の心ここ音ね。

　キリが、こちらに向かって歩いてくる。

　俺は胸を押さえながら、声を絞しぼり出す。

「あれは、お前をここにおびき寄せるための罠わなだ。まんまとおびき出されたな」

「罠だなんてこと、分かってたよ」

「そうだろうな」

　それでもキリは来るのだ。

　俺のことを誰よりも想っているキリは、こうやって来てしまうのだ。

　一歩、一歩、俺へと迫せまる桐野心音。

　距離が近づく度に、安易な表現だが、走そう馬ま灯とうのようにかつての思い出が脳のう裏りを走る。




　４歳──幼稚園でお菓子の取り合いをして、泣かせて先生に怒られて、俺も泣いたこと。

　７歳──海で溺おぼれかけたキリを、浮き輪にしがみつかせて、泣いているキリを宥なだめながら助けたこと。

　９歳──お祭りではぐれ、浴衣ゆかた姿で道ばたに座り込んで泣いていたキリを見つけて、手を取って家に帰ったこと。

　11歳──二人の関係をクラスメイトに冷やかされるようになったのが嫌いやで、「こいつなんて嫌いだよ」とキリに酷ひどい言葉を浴びせ泣かせたこと。家まで謝りに行ったこと。

　12歳──名門私立中学に受かった俺がそのことを伝えると、キリが小学校を休んでしまったこと。学校に来たキリに、入学はしないと言うとやっぱり泣き出したこと。

　14歳──初めてキスをしたこと。キスの後泣き出したキリにどうしていいのか分からず、涙が止まるまでずっと頭を撫なで続けていたこと。




　どうしてだか浮かぶキリの顔は、泣き顔ばかりだった。きっと俺がキリに抱いだいている一番強いイメージが、そうやって俺に甘えている姿だからなのだろう。

　ああ、しかしこれはきつい。

　その思い出の一つ一つが、俺を日常の世界に留とどまらせようとする攻撃になる。肩の辺りから一つ一つ、重い塊がぶら下がっているようだ。

　そうやって俺をしっかり苦しめ、桐きり野の心ここ音ねは俺の隣までやってくる。そこには〝願い潰つぶしの銀幕〟が生み出したキリの抜け殻がある。

　上下に二つ、キリの顔が並ぶ。

　目の前に来たキリはわずかに顎あごを上げ、俺の目を覗のぞき込む。

「醍だい哉や、メールの返事をするね」

　そうして俺を──

「あたしも、大好きだよ」

　──抱きしめた。

「な……！」

　できないはずだ。

　もう抱きしめることは、できなくなったはずだ。

　だってそうすれば、過去を思い出して、背中の痛みを思い出して、吐はいてしまうはずだ。

　それなのにキリは、今俺を抱きしめている。

　まさか、自らの忌いまわしい過去を乗り越えたというのか？

　だけどキリは言った。

「ねえ、醍哉。あたしはまだ乗り越えられないよ。心は折れたままで、どうすればいいか分からないよ」

　なら──どうしてこうやって抱きしめられる？

「でも、分かったことがあるの」

　キリは言う。

「あたしには、醍哉しかいないこと」

　キリは震えている。言っている通り、過去を乗り越えたわけじゃない。ただ、俺を抱きしめるために、襲いかかる苦しみに耐えているのだ。

　キリにはこうするしかないのだ。

「大好きだよ。大好きだよ。……大好き、だよ」

　ああ、俺は思ってしまう。

　確かに俺たちは、近づくと傷付け合う。

　だけどそれでも、二人想い合えば、過去さえ乗り越えられるのだとしたら？

　それは──言うまでもなく、ずっと俺が信じたかったこと。

「ぐ」

　また俺は、一つ思い出す。

　それは、世界を変えようとしたあの日のこと。

『冷たい』

　夕日に照らされた、赤い冷たい水の中で、俺はキリに拒絶された。俺はキリを抱きしめることもできずに、自分の身体からだとキリの身体が冷えていくのをただただ感じていた。俺はひたすらに無力だった。

　でも、こうして抱きしめることができるのなら。

　もし、あのとき冷えてしまったキリの身体を、今からでも温めることができるのなら。

「う、ぐ──」

　心音。

　ねえ、僕も、楽になりたいよ。

　僕がいるだけで本当にいいんなら、なんて楽なんだ。僕は心音のためならなんでもできる。そのことに何の苦痛も感じない。

　心音も言う。

「醍だい哉やのためなら、なんでもできるよ」




　その言葉で、俺は我に返った。




　俺は抱きしめているキリの肩を腕で押して、離した。

「醍哉……？」

　俺のためにキリはなんでもできる？

　キリのために俺はなんでもできる？

　それは、事実だ。

　だからいけないんだ。

　そんなのは健全じゃない。普通じゃない。異常だ。

　そうじゃなかった。俺たちは、もっと普通の恋人同士だった。自分のことを犠牲にして、相手のためだけに行動するなんてことのない、普通の恋人同士だった。

　そんな風に俺たち自身が変わってしまったことが、日常にいられなかったことの、なによりの証明。

　俺たちは、お互いへの自己犠牲で、お互いがお互いを壊す。それが現実。キリが俺しかいないというのなら尚なお更さらだ。

　そう、やっぱり戻れはしない。

　純粋だったあの頃には戻れはしない。




　──願い事はあるかい。




　ある。

　あるんだ。

　すべての思い出を、苦しみに変えてしまった世界を、俺はぶっ潰つぶしたい。

　あの日の赤い赤い水の世界で俺は誓った。

「世界を変える」

　その自分を、俺は捨てたりしない。

　付けたピアスを、俺は外したりしない。

　だから、こんな感情も、記憶も、思い出も、切り捨てる。

「お前は」

　キリに吐はき捨てる。

「俺がいない世界で生きられるようになれ」

　それが俺の答え。

　キリの、見開いた目から、涙が流れた。

　俺はキリから視線を外し、カズを見み据すえる。

　──ああ、この攻撃も乗り切った。これ以上の攻撃をカズはできない。

　俺は腕時計を見る。時間は44分。

「もう時間だ。キリが持っている〝願い潰しの銀幕〟を早く潰せ。さもなくば、音おと無なし彩あ矢やがどうなるか分かってるだろ？」

「残念だ」

　カズは呟つぶやいた。

「こんな結果しかないなんて、残念だよ」

　カズもまた涙を流した。そのまま膝ひざを突く。

「う……う……」

　もう、俺を説得するのは不可能だと理解したのか、キリは涙を流しながら俺から離れていく。ふらふらと、スクリーンの真下に向かっていく。

　膝ひざを突いていたカズも立ち上がり、そちらへと向かう。

　俺は自然とスクリーンへと視線を移す。




『あたしは、醍だい哉やの幸せのためなら、全部をあげてもいい』

　スクリーンの中のキリが、空うつろな目をしてそんなセリフを言っている。

『あたしが醍哉の幸せの邪じや魔まになったら、捨てやすくなってあげるね』




「醍哉」

　呼んだのはキリだった。

　キリは映写機からの光を遮さえぎるように、スクリーンの真ん中に立っていた。

「醍哉は破滅する気なんだよね？」

「そうだな、俺は破滅する」

　俺は平然と答える。

「そんなのあたしがさせると思うの？」

「お前の許可をどうして取る必要が──」




「させないよ」




　そうしてキリは──

　自分の腹に、隠し持っていたナイフを突き刺した。




　スクリーンに血が降り注ぐ。

「あ？」

　思わず自分の口から出る、間抜けな声。

　情けないことに、俺は事態を把握できていない。ただスクリーンに飛び散った血が、広がっていくのを見ることしかできない。

　すぐに動いたのはカズだ。キリの側そばに駆かけ寄る。

　当然、俺はキリを助けるつもりなんだと思った。

　しかし、カズがした行動は、そうではなかった。

「本当に残念だよ、醍哉。こうするしかないだなんて」

　カズは俺がそこに行くのを阻はばむように、キリの前に立ちふさがった。

「脅きよう迫はくされた通りの行動を僕はしたよ。これでも〝願い潰しの銀幕〟は潰れるんだよね？」

　手当をすることはなく、キリから流れる血を踏ふむ。

「お前……何を言っている？」

「さて、醍だい哉や」

　カズは俺の言葉を無視する。流していた涙を腕で乱暴に拭ぬぐい、俺を睨にらむ。

「心音に近づいたら、醍哉の〝罪と罰と罪の影〟を潰す」

　そうして持っていたプラスチックケースを、その場に置く。

「これは応急処置セットだ。心ここ音ねがナイフを刺したのは、すぐには死なないけれど、10分以上放っておけば確実に死ぬ箇所だ。逆に、素早く止血し、応急処置をすれば、生き延びる可能性が高い箇所だ。僕が心音にそこに刺すよう指定した。醍哉が駆かけつけて応急処置をすれば、心音は生き延びることができる。でも、そこでぼんやり待っていれば、心音は死ぬ。12時までに死ぬだろうから、〝願い潰つぶしの銀幕〟も潰れて、醍哉は〝罪と罰と罪の影〟を手にしたまま、逃げ道を確保できる。逃げられれば、手頃な誰かに、〝出来損そこないの幸福〟を使って、マリアの記憶を失わせることもできるだろう。でも心音は死ぬ」

　血が飛び散ったスクリーンの下で、星ほし野の一かず輝きは言う。

「心音を助けたければ、こちらに駆け寄って、僕に〝箱〟を潰されろ」

　本人には自覚がないかもしれない。

　しかし星野一輝は浮かべている。

〝箱〟を潰す存在は浮かべている。

〝Ｏ〟にそっくりな魅力的な微笑ほほえみを。

「正直、僕は疑っているんだ」

　カズは淡たん々たんと言う。

「醍哉は心音を切り捨て、世界を変えることを選んだって言ったけど、それは本当なのかな？」

　カズは包帯に滲にじんだ血を眺ながめながら、言う。

「だから実際に選んで見せてよ」

「────」

　絶句する。

　カズの言っている内容は理解できた。しかし、その思考が理解できない。混乱が収まらない。

　俺は見誤っていた。

　カズの異常性は感じていた。その異常性が悪化しているのも察していた。

　しかしここまでだとは、想定していなかった。

　ああ、彩あ矢やが言っていた通りだ。カズには目的が存在する限り、諦あきらめるという発想がない。そのために本来、普通の人間には思い付けない手段さえ取る。

　目的を前にしたとき、カズは自分の意志さえ消せる。まるで自動的に動いているかのようだ。

　それは、ある意味で、俺が目指すべき在り方。〝願い〟を叶かなえるための理想的な在り方。

　しかし──

　俺はカズの微笑を見て、思う。

　──音おと無なし彩あ矢やになりたいとは思っても、これにはなりたくない。

　誰もが口を閉ざした。聞こえるのは、空気を読まずに流れ続ける映画の音声と、心ここ音ねのうめき声だけ。

　沈ちん黙もくを破り、口を開いたのは陽はる明あきだった。

「ホッシー、お前……聞いてねえぞ！　こんな方法、俺は聞いてねえぞ！」

「ごめんね、陽明には黙だまっていたよ。止められるって分かってたから」

「当たり前だろそんなの！　お前……おかしいぞ！　それに、ダイヤンが動かなくても、俺がキリを助けるに決まってるだろ！」

「陽明が動いた場合、僕が心音にとどめを刺す」

「な！」

「本気だよ？」

　本気だろう。こんな狂気じみた行為を実行に移すのだから、本気だろう。自分の腕を傷付けるような、常じよう軌きを逸いつした『けじめ』を付けてきたその言葉に、噓うそがあるわけない。

　陽明もそれが分かったのか、それ以上の返答はしなかった。ただ目を剝むいて、肩を震わせている。

　俺は思わず尋たずねる。

「カズ、お前は、もし心音がこれで死ぬことになっても平気なのか？」

「妙みようなことを聞くね」

　カズは答える。

「平気なわけがない」

　それは、一生分の時間を掛けて、誰かに成り代わった彼女の解答に似ていた。

「僕は一生、後悔する。罪を背負い続ける。耐えられないかもしれないよ」

　でも、どこか違う。

「だけど、それを分かった上でやったのが、この行動なんだ」

　彩矢と違い、カズは選んでさえいない。

　おそらく──それしかできないのだ。

　カズ自身、こんな行動を取っていることに戸惑っているかもしれない。でも、するしかない。そういう風にカズは狂っている。

　彼女も呟つぶやく。

「星ほし野の一かず輝き……お前は、狂っている！」

　彩矢は一旦唇くちびるを嚙かみしめ、そして吐はき捨てる。

「こんな方法、手段ですらない。常人には浮かびさえしない発想だ。それを……大おお嶺みねのことになると冷静になれない桐きり野のを利用して、やってしまうだなんて。こんなことをすればお前が愛していたはずの日常を、完璧なまでに壊してしまう。それを分かった上での行動だろう？　そんなのはもう、狂っているとしかいいようがない」

　まさにその通りだ。

「本当に、もう、私の知る星ほし野の一かず輝きではなくなってしまったのだな。お前は、一体何になってしまった？　餓が鬼きか？　悪魔か？」

　カズは悲しそうに、しかし即答した。

「僕は騎き士しだ」

「騎士、だと？」

「世界中の人間を敵に回しても、マリアを助けに行く。そのために障害となるものは、倒して、殺して、骸むくろにする」

「そんなことを私は頼んでいない！　ましてや、お前のような悪魔に！」

「何を言っても無む駄だだよ」

　カズは悲しそうなまま、口にする。

「僕はただ、あなたの下もとに向かうだけだ」

　彩あ矢やは絶句し、押し黙だまった。

　カズは彩矢から視線を移し、俺に言い放つ。

「ところで醍だい哉や、まだ心ここ音ねを助けないの？」

　ずいぶんと簡単に言ってくれる。

「決断できないんだね」

　そうしてカズは、信じられないことを言った。

「じゃあ、いいや」

「は？」

　その反応に、驚きを隠せない。

「いいや、だと？　そんなわけがないだろう？　お前はこのまま俺が決断できず、心音が死んでもいいっていうのか？　お前が望むのは、俺が心音を助ける結論だけだろ？」

「醍哉。醍哉なら分かるよね？　僕が誰のためにこんなことをしているか？」

　俺の質問を無視し、カズはそんなことを言う。

　カズの言っていることの答えはもちろん分かっている。カズは、徹てつ頭とう徹てつ尾び、彩矢のために動いている。

「マリアは〝罪と罰と罪の影〟を手にしたんだよね？　それで世界を少しでも救うために動こうとしているんだよね？」

　カズは包帯を巻いた右手を顔の前で開いて、閉じる。まるで何かを確かめているかのように。

「だから潰つぶす。そんな余計なことをする〝箱〟は」

　そうしてようやく分かった。

「──まさか」

　俺の呟つぶやきに、カズは口の端を上げる。

「さすがに分かってくれたみたいだね。さっき僕は醍だい哉やに、『疑っている』と言った。でも、マリアに関しては確信してる。僕は、マリアと一生分の時間を過ごしたんだ。間違うわけがない」

　音おと無なし彩あ矢やは他人の幸せのために生きている。

　だから、他人を犠牲にできない。

　その彩矢の目の前で、血を流している人間がいる。

　なら──

「俺が何もしなくても、彩矢が助ける」

　ああ、これは俺への罠わなだと思っていた。

　しかしそうじゃない。

　俺への罠であり、同時に彩矢への罠。

　彩矢は、苦々しく口を開く。

「ああ。私は、桐きり野のを助ける。〝箱〟を潰つぶす力を持つ、星ほし野の一かず輝きの側そばに行かなければならない」

「彩矢……！　だがそれは、お前が求め続けていた〝箱〟じゃなかったのか！」

「そうだ。一生分の時間を掛けてまで、求め続けた〝箱〟だ。これで私の悲願は叶かなうかもしれなかった。もう二度と、こんな機会はないかもしれない。それは分かっている。……分かっている──が」

　彩矢は拳こぶしを握りしめる。

「だが、それでも、だ」

　そう。

『音無彩矢』とは、そういう有り様のことなのだ。

　それを、卑ひ劣れつにも、星野一輝は利用する。

　これから彩矢は、キリを助けにスクリーンの前に行く。そうしてカズに〝罪と罰と罪の影〟を潰される。キリは彩矢の応急処置により生き延びる。『15歳とピアス』の上映が終わり、〝願い潰しの銀幕〟は最後の仕掛けを起動させる。そして、俺の〝罪と罰と罪の影〟は破壊される。

　すべての〝願い〟は完璧に終わる。

　止める手段はある。

　俺は音無彩矢の【被支配者】だ。この場を動かないよう【命令】することだってできる。

　だが。

　だが、それは。

「醍だい哉や」

　カズは言う。

「まさか【命令】をしてまで、心ここ音ねを見殺しにするの？」

　そうだ。そういうことになる。

　だけど、どうしても阻そ止ししなければいけない。そう決断していたはずだ。

　さっきまで、確信を持って、決断をしていたはずだ。

　なら──キリを見殺しにするために、わざわざ【命令】で止めるのか？　俺の意志でキリを殺すのか？

　なんだそれは？

　なんだそれは？

　なんなんだそれは!?

「あ、ぐ」

　口から血を吐はくキリ。

　キリは首を傾かたむけて、こちらへと顔を向ける。

　小さく呟つぶやく。




「どうかお願いします」




「あたしは死んでもいいから」




「醍だい哉やに幸せな未来を」




　涙を流す。

　それはまるで、俺に甘えていた、思い出の中のようで────。




「心音」

　すべての。

　すべての〝願い潰つぶしの銀幕〟の中で流れた映画が、俺の中で一いつ瞬しゆんで再生される。

　桐きり野の心ここ音ね。臼うす井い陽はる明あき。音おと無なし彩あ矢や。苅かり野の実み柚ゆ紀き。神かみ内うち昂こう大だい。すべてがすべて悲劇。俺を苦しめるための悲劇。映像は、まるでファイルのように連なり、俺の身体からだを縛しばり付け、いちいち脳のう裏りを焼く。拒絶が、拒絶が、拒絶が、受け入れられない。何もかもが優しくない。視界がモノクロになり、カラーになり、セピアになり、またモノクロになる。映像の中の感情が割り込み、自分が塗り潰されていく。自分が自分の身体なのにはじき出されて、そこに残るのは桐野心音。君だけを想いたくて君だけを想いたくて君だけを想いたくて、世界を壊したかった。

　ああ、そうして俺は『罪の影』に喰くわれる。喰われる。喰われる。野獣の群れはついに、俺を捉とらえ、全身を喰らい始める。痛みはない。身体に突き刺さる牙きばから、黒い血が溢あふれて、世界を覆い尽つくしていく。喰らわれ尽くして身体が消えた。俺は、黒い、血だまりの沼。沼は思考ができない。

　沼は記憶を反はん芻すうする。

　そこは夕日に囚とらわれた赤い世界で、冷たい。その赤い世界にはたった一人、立ち尽つくしている女の子がいる。ずっと背を向けて、冷たく赤い水の中に入っていく。音を立てる。振り向いて振り向いて振り向いて振り向いて振り向いて欲しくて。手を伸ばす。手を伸ばして女の子の手を摑つかむ。

　そうして言うんだ。

　──僕は世界を変える。君のために世界を変える。




　時間が迫せまる。それは〝願い潰つぶしの銀幕〟が箱を潰す時間──ではなくなり、心ここ音ねの死が近づく時間に意味合いが変わっている。

　時間が迫る。

「────ああ」

　世界を変えるつもりだった。〝犬人間〟を量産し、何が罪であるかを人々に強く意識させ、倫理観を高まらせるつもりだった。思考停止した人間を消し去るつもりだった。自分は朽くち果てても、その意志を次ぐ誰かがいればよかった。新しん藤どう色いろ葉はならできるかもしれないと思った。音おと無なし彩あ矢やならできると確信した。誰もがしっかりと地に足を踏ふみしめ、悲劇が起きない優しい世界を僕は創るんだ。自分たちのようなことが起きない世界を僕は創るんだ。そのための犠牲は厭いとわない。自分の魂だってくれてやる。

　優しい世界。

　正しい世界。

　ああ、本気で、本気で求めていたんだ。誰よりも強く、強く、強く。偽物でもなんでもない本気の願い。

　だけど。

　だけどそれでも。




　目の前の血ち溜だまりに、僕は耐えることなどできない。




　──分かってる。

　──分かってた。




　そう、

　本当は、

　赤い世界で、

　手を、摑つかんだ、

　君が、

　君がただ、

　振り向いてくれさえすれば、よかった。




　ここはどこだ？

　ここは赤い映画館だ。そうだ映画館だ。

　だから映画が上映されている。

　正面にある映像と、自分の動きが一致する。

「僕は」

『僕は』

　膝ひざを突く俺。

　膝を突く中学時代の俺。

「自分のことなんてどうでもいいから」

『自分のことなんてどうでもいいから』

　涙を両手で覆う俺。

　涙を両手で覆う、中学時代の俺。

「ただ君に幸せになって欲しかっただけなんだ」

『ただ君に幸せになって欲しかっただけなんだ』




「心ここ音ね」

　そうして僕は──

「君を助ける」




　──敗北した。




　目を開ける。

　ずっと目は開いていたが、目を開ける。

　彩あ矢やが応急処置セットに、手を伸ばしていた。

　すかさずカズが、彩矢の胸に手を伸ばし、〝箱〟を取り出す。俺が分け与えた〝罪と罰と罪の影〟。

　彼女のそれは、きれいな立方体の〝箱〟だった。

　その〝箱〟を、カズは壊した。

　彩矢は〝箱〟を壊されても気を失うようなことはなく、そのまま処置を続けている。




　俺はもう何もできなかった。

　動けなかった。もう俺には〝願い潰つぶしの銀幕〟がもたらす、かったるさに対抗することさえできなかった。

　だからただ、残りわずかとなった『15歳とピアス』を観ていた。

　最後のシーンは、中学校の廊下だった。

　心ここ音ねが俺の右耳を見て、物悲しそうに口を開く。

『ピアス、付けたんだ？』

　銀髪の俺は答える。

『ああ、俺はピアスが大嫌いだからな』

『それって』

　心音は物悲しそうな表情のまま、続ける。

『助けて欲しい、って言ってるの？』




　誰かのアラームが鳴った。

「24時だ」

　陽はる明あきが呟つぶやく。




　同時に、いつの間にか隣まで迫せまっていた真っ黒い穴、『奈な落らく』が俺に襲いかかる。胸に奈落は入り込み、侵食し、俺の身体からだに入り込んでくる。映画館は奈落に向かって収束し、縮ちぢみ、円形に歪ゆがんでいる。

　絶対的な虚きよ無むに取り憑つかれて、俺に訪れた感覚があった。

　それは喪そう失しつ感。

　そうして分かった。

　俺は〝罪と罰と罪の影〟を失った。

　映画館はついに形を失い、ただの赤色の球体になる。奈落はそれに反比例して巨大化し、ますます俺を取り込んでいく。

　奈落にすべて引きずり込まれた俺に広がったのは、闇やみではなく光。

　光。

　光に満たされた俺は、誰かに肩を叩たたかれた。











◇◇◇「星野一輝」09/12 SAT 00:00◇◇◇






　僕らは、ショッピングモール三階の、シネコンの前にいた。〝願い潰つぶしの銀幕〟の位置関係そのまま、僕らは移動していた。

　救急車のサイレンの音が近くで鳴っている。事前に連絡していたこともあり、救急車はすぐにここに来るだろう。心ここ音ねに刺すよう指示した位置は、醍だい哉やに宣告したよりは致命的ではない箇所だ。少なくとも10分で死んだりはしない。医療知識があるマリアが応急処置したこともある。よっぽど運が悪くない限り、心音は助かるだろう。心音が特に後遺症もなく回復すれば、僕の計画通りに事が進んだことになる。だけど、問題なくその結果になったとしても──

　──ごめん。心音。本当にごめん。

　僕は倒れている彼女を見られずに、遠くを眺ながめる。

　人のいないショッピングモール。普段見ない一面を見せる建物の姿は、やはり不気味さがあった。いつかマリアたち四人と、ショッピングをした記憶が蘇よみがえる。女装をさせられたりもしたけれど、楽しい日常の一ページだった。でも、僕のこの建物での記憶は、血塗られたものに変わり、そしてそれ以上変わることはない。

　こうして、僕の日常は潰れていく。

　僕は目線を下げる。そこにいるのは六人。僕。拳こぶしを握りしめている陽はる明あき。血を流し、倒れている心音。その彼女を治療しているマリア。そして──

　醍哉は肩に手を置かれた人間を見て、目を見開いていた。

「そうだよ醍哉」

　僕は醍哉に話しかける。

「初めから間違っていたし、負けていたんだ」

　共犯者の顔を一いち瞥べつし、口にする。

「そう、〝願い潰しの銀幕〟の〝所有者〟は、苅かり野の実み柚ゆ紀きだ」

　苅野実柚紀。

　女子校の制服を着た彼女は、悲しそうに醍哉の顔を見つめていた。

　事の始まりは、僕が新しい〝箱〟を、苅野さんが手にしたのを知ったことからだった。〝所有者〟が他人の〝箱〟を感知できるように、〝箱〟の影響を強く受け始めていた僕もまた、〝箱〟を感知することができたのだ。

　彼女の〝箱〟は、徹てつ頭とう徹てつ尾び、大おお嶺みね醍哉のためにあった。それを知った僕は、自分が〝所有者〟になることはやめ、彼女を利用することにしたのだ。

「醍哉がちゃんと自分と向き合っていれば、苅野さんの存在が見えたはずだ。〝所有者〟が彼女だって分かったはずだ。だけど、見えなかった」

　醍だい哉やは黙だまって僕を見つめる。

「醍哉は、彼女と向き合うことから逃げていたから」

　苅かり野のさんは何も言わず、醍哉から離れる。

　こんな〝箱〟まで用意しても、醍哉に掛けられる言葉が、彼女にはないのだ。

「苅野さんの〝願い〟は、『醍哉を独占すること』。だけど、〝箱〟はそこに含むマイナスの感情も一いつ緒しよに叶かなえてしまう。彼女は醍哉を愛いとおしく想うと同時に、自分の中に居座り、苦しませ続ける醍哉を憎にくんでもいる。そして彼女は、自分が醍哉を独占することが無理だということも分かっている」

　だから〝願い潰つぶしの銀幕〟は、過去を見せつけ醍哉を痛めつけた。醍哉の大切な〝願い〟を奪うばおうとした。そして……一日しか効力を持たなかった。

「僕でも、心ここ音ねでもないんだ。こんな歪いびつな形で〝箱〟を持てるのは、苅野さんしかいないんだ。自分が見えていれば、醍哉はそれが分かるはずだった。でも、結果はこれだ」

　醍哉は〝所有者〟を桐きり野の心音だと確信し、それ以外思い付けなかった。

　盲もう目もくにならなければ、自分の〝願い〟のために動けなかったから。

「答えを知っている僕は、どんなに醍哉に信念を聞かされたって、覚悟を聞かされていたって、自分が見えていない故ゆえのものだって分かっていた。それなのに破滅に向かって歩んでいく醍哉は、僕にはずっと…………」

　そこで急に声が震える。

　醍哉と対面していていた間、ずっと封じ込めていた感情が溢あふれかえる。

　血だらけの心音を眺ながめる。

　僕は、どうして、こんなことをしてしまったんだろう？

　もう僕の日常は戻らないだろう。心音をこんなにも傷付けた。陽はる明あきに黙だまったまま、こんな作戦を実行した。わだかまりが消えることはない。陽明との友情はもう元に戻ることはないのだ。

　どうして僕はこうなってしまったんだろう？

　だけどこれしかできなかった、僕には。

『空うつろの箱』を手にしてしまった僕には。

「僕にはずっと……」

　感情が溢れ、涙を流す。

「醍哉が悲鳴を上げているようにしか見えなかった」

　そう、僕は結局。

　悲鳴を上げている友達を、追いつめることしかできなかった。




「もういい」

　醍哉はうつむいたまま、呟つぶやいた。

「そんなことはもういいんだ」

　そう言って醍だい哉やは、脚あしを引きずるように、ゆっくり心ここ音ねの下もとに向かっていく。

「心音」

　苦しそうに呼吸をしている彼女を見下ろし、彼女の名前を呼ぶ。

　醍哉は右耳のピアスの一つに触れる。それは醍哉が一番初めに付けた、ピアスだった。

　そのピアスを、引きちぎる。

　醍哉の耳から、血がポタポタと垂れる。しかし醍哉はその痛みさえ感じていないように、優しい表情で、心音の手を握る。

「心音」

　また名前を呼び、醍哉は言った。

「僕は君のことが大好きだよ」

　その表情は、映画の中でしか見られなかった、いつかの笑え顔がおに似ていた。
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◇◇◇「星野一輝」09/24 THU 12:25◇◇◇






　今日も学校で誰とも話さないまま、一日が終わりそうだ。

　昼休み。僕は身体からだを伸ばし、窓の向こうを見る。天気は快晴で、太陽の日差しは優しく教室に降り注いでいる。だけど明日になると、台風が来るらしい。

　ふいに右手の甲に痛みが走る。もう傷きず痕あとはふさがっているはずなのに、思い出すように右手がうずく。

　包帯を取った右手には、真っ直すぐに傷痕が残っている。

　それを見る度に思うのだ。

　──僕のしたことは消えない。

　空席の多い教室へと視線を移し、僕は小さく溜ため息いきを吐つく。




　心ここ音ねはまだ入院している。命に別状はなかったが、だからといって、浅い傷というわけでもない。ただでさえ背中に『記号』があるというのに、腹にも傷痕が残ってしまうのだろう。

　茂も木ぎさんも相変わらずの病院生活だ。表面上は何も変わっていないけれど、少し僕に対してよそよそしくなったような気がする。

　悠ゆう里りさんは、今回の役回りは負担が大きすぎたのか、最近は学校を休みがちで、実際今日も休んでいる。僕とは楽しそうに話してくれるが、元気がないのは明白で、見ていると痛々しい。

　色いろ葉はさんは僕とは会ってくれない。悠里さんの話によると、心配しなくても大丈夫とは言っているが、僕が気に病やまないようにそう言っているだけかもしれない。

　陽はる明あきとはあれから話していない。




　僕は教室を出た。

　午後の授業を受ける気が急になくなったのだ。このがらんどうの教室で、時間を消費するのは、どう考えたって苦痛だ。

　下げ駄た箱ばこへと向かう。廊下ですれ違った女子生徒が話していた、〝犬人間〟という単語が耳に入る。

〝犬人間〟。

　結局、〝犬人間〟は世間に定着することはなかった。〝犬人間〟になっていた人間の記憶が一挙に回復したことで、一応の解決をし、謎なぞも薄れた〝犬人間〟問題を、いつまでもマスコミは取り上げたりしなかった。〝犬人間〟を連日取り上げていたワイドショーは、すぐに国民的アイドルグループの中心メンバーが、実業家と不倫をしていたという新しい餌えさに食いついた。

　あれだけ強烈な出来事だったのだ。多くの人は、〝犬人間〟のことを忘れ去ったわけじゃないだろう。でも〝犬人間〟の話題には、今いま更さら感が付きまとった。〝犬人間〟は、話題として消費されてしまったのだ。

　そんな状態だ。少なくとも〝犬人間〟のことで、倫理観について深く考えようとする人はいなかった。ネットでは〝犬人間〟の話はもうほとんど出ていない。あらゆる話題が毎日溢あふれるネットの世界の中で、今一番盛り上がっているのは、アニメ原作者がファンに吐はいた暴言の問題だ。暴言は拡散され、いわゆる祭りとなっていた。原作者に殺害予告し、逮捕される者まで出ている。そんな問題と、醍だい哉やが起こしたことが、並列にあるってことに僕は少しだけ辟へき易えきする。

　だからって別に、醍哉がやったことに意味がなかったとは僕は思わない。醍哉が提示した問題について、考えている人はまだいるだろう。ただ、世間に注目され続けるには、やり続けなければ駄だ目めなのだ。話題には賞味期限というものが確かにあるのだ。

　下げ駄た箱ばこにたどり着く。上うわ履ばきから革かわ靴ぐつに履き替える僕を、咎とがめたり止めたりする人間はいない。

　校庭では、バスケットボールや、キャッチボールをしている人たちが目に付く。

　大量に【被支配者】がいたこの学校も、特に変わりなく日常を迎えている。【被支配者】たちは例に漏もれず、〝箱〟の記憶をなくしている。個々では大きな影響を受けた人間もいるだろう。しかしそれでも、学校という日常に、影響を与えているようには見えない。

「…………」

　なぜだろう？

　僕はそれを見ると、少しだけ歯がゆい気分になる。醍哉のやったことを阻そ止ししたのに、それを間違いなく望んでいたのに、なにも変わらなかったことに対して、どこか気分が晴れないのだ。

　だって、だとしたら僕らができることはなんだ？

　醍哉が一人、破滅を覚悟して動いて、なにも変わらないのだとしたら、僕らの存在ってなんだ？　一人の生徒が大おお径け我がをし、一人の生徒が退学をし、一人の生徒が消えても、変わらないこの日常というのはなんだ？

　……いや、それは醍哉に寄りすぎた意見だ。

　むしろ僕は、だからこそ日常を信じている。これだけのことがあっても修正してしまう日常に、マリアを取り込むことで救えると信じている。

　だから、こんな感傷に浸ひたってしまうのは、僕が──もう当人は認めてくれないかもしれないけれど──醍哉の友達だからだ。醍哉のやってきたことが、少しぐらい報むくわれて欲しい、そう思っているからだ。

「醍哉……」

　醍哉はまた、どこかへ消えてしまった。

　あれから醍だい哉やとは一回だけ会った。正式に退学をしに学校にやってきた醍哉は、髪を黒くし、ピアスを外していた。僕は勇気を出して話しかけたが、醍哉は軽く口の端を上げるだけで、会話をしてくれなかった。

　僕には、醍哉がこれからどうするつもりなのか、まったく分からない。




　学校を出て、電車に乗り、通い慣れた五階建てのマンションへとたどり着く。このエレベーターのボタンは１Ｆと４Ｆ以外は押したことはないし、今後も押すことはないだろう。僕はいつも通り４Ｆのボタンを押し、『４０３』号室の前に行く。

　合い鍵かぎを刺し込み、扉を開ける。

　視界に、広がるのは、物が何も置いていない空き室。

　誰もいない部屋。

　僕は靴くつを脱ぎ捨て、空っぽになったマンションに、また勝手に居座ることにする。だけどそこにはマリアの気配はどこにもない。

　どこにも。

　物がないことにはまだ耐えられた。元々この部屋には大して物が置いてあったわけじゃないからだ。

　だけどペパーミントの匂においがその部屋からしないことだけは、どうしても耐えられなかった。

　僕にとって、マリアの香りと同じ意味のその匂いが、この部屋からしない。

　それは、この部屋にマリアが帰ってこないことを、否いや応おうなく実感させた。

「マリア……」

　いなくなってしまった。

　あの日、心ここ音ねへの応急処置を終えたマリアは、僕の前から姿を消した。マリアから意識を離した記憶はないから、マリアは僕と離れるための隙すきをずっと窺うかがっていたのだろう。すぐに捜さがし回ったけれど、その姿を見つけることはできなかった。

　学校にはまだ籍があるらしいが、戻るつもりはないだろう。だから、こうやってマンションも引き払っている。

　もう、僕に会うつもりはないのだろう。

　ああ、もちろん僕はマリアを取り戻すつもりだ。それができるつもりだ。

　しかし──駄だ目めだ。

　こうやって、マリアがいない様を、見せつけられるだけで僕はもう、駄目なのだ。

「────ぁ、ああ！」

　息が苦しい。身体からだの中にある酸素をすべて持っていかれたような感じだ。逢あいたくて、逢いたすぎて、胸が焼ける。自然と涙がこみ上げる。悲しいとか、悔くやしいとか、そういう感情さえも分からなくて、ただただ痛みに涙が零こぼれる。

　そうして思うんだ。

「させない」

　僕から離れるなんて、させやしない。

　どんなことをしてでも、マリアを捜さがし当てる。どんなことをしてでもだ。世界中の人間を殺さなければならないのだとしたら、殺してやる。

　僕は学校帰りに買っていた、ペパーミントのアロマオイルの瓶びんを鞄かばんから取り出す。床にぽたり、ぽたりと垂らして歩く。広がる懐なつかしい香りに、しかし安あん堵どなんてしない。まだまだ足りない。僕全体を包み込むには、こんな一滴一滴垂らしていても足りない。

　もっと、僕に、呼吸を、させろ。

「はあ……あ、はあ！」

　マリア。

〝箱〟を手にする前の、本来のマリア。僕に姿を見せたことのない、まっさらなマリア。

　──ゼロのマリア。

　君はどこにいるんだ？

　音おと無なし彩あ矢やの中にいるのだというのなら、僕はその皮ひ膚ふをひん剝むいてでも、中身を取り出してやるというのに。




　──ガチャ。

　不意に、扉を開ける音がした。

　焦あせる。言うまでもなく不法侵入だ。それなのに僕はアロマオイルを垂らすなんて勝手なことをしている。このマンションの管理会社の人間だったらまずい。

　しかし扉を開け、そこに現れたその姿を見て、僕はそんな心配は不要だったと悟る。

　それどころじゃない。

　状況は、それ以上に最悪だ。

　これ以上ないほどに最悪だ。

「〝Ｏ〟」

　彼女は、あのどことなくマリアに似たあの女の姿で、僕の前に現れた。

　僕らは何度となく会っている。その中には、そこまで重大な事態に繫つながらなかった出会いもある。だが、今回は今までと意味合いが違う。

〝Ｏ〟は紛まごうことなき『敵』として現れている。

　僕を倒すために現れている。

　いつも通りの不気味な微笑ほほえみを浮かべて、彼女は言う。

「準備はできたかい？」

　──何の？

　そう尋たずねた僕に、〝Ｏ〟はこう答えた。




「この世界にさよならを告げる準備だよ」











◆◆◆「大嶺醍哉」09/24 THU 10:45◆◆◆






　僕は〝罪と罰と罪の影〟を失っても、〝箱〟のことをほとんど忘れてはいなかった。理由は分からないが、〝箱〟を手に入れる前から〝箱〟のことを知っていたことに関係があるのではないかと踏ふんでいる。

　新しん宿じゆくの街を歩く。雑ざつ踏とう。その人間の量に辟へき易えきはしても、もう前のように目眩めまいはしない。影を踏ふんでも、罪は見えない。雑踏を歩く人々のその身体からだの中に、ヘドロのような汚れが秘められていることは知っていても、ドロ袋が蠢うごめいているようには見えない。

　それは、ただの人間たちだ。

　ピアスに触れようとし、もうその耳に金属は付いていないことを思い出して、苦笑する。




　僕は、往来の真ん中で、突然膝ひざを突く。背中を伸ばし、武道でするようにきっちりと、その場で土下座をしてみる。

　奇行だ。誰がどう見ても。

　──さて。

　顔を上げる。幾人か奇異の目で見ている人間はいたが、ほとんどの人間は関かかわらないように通り過ぎるだけだった。僕一人が奇行を晒さらしてもこんなものだ。大勢を操あやつることのできなくなった僕はこんなものだ。

　僕に、何かを動かす力はもうないのだ。

「…………ふふ」

　それでいい。

　僕と関かかわることなく、人は流れていく。

　ああ、そういうことだ。

　僕にとって世界はもう、関わることのない人間たちの集団になった。

　それは、なんて身軽なことだろうか。




　しかし──

　雑ざつ踏とうの中を歩いていた僕は、突然肩を叩たたかれた。

　誰だろうと振り返る。

「ああ、お前か」

　僕は目の前に表れた奴やつに、顔を引きつらせた。正直、あまり見たくない顔だった。

「今いま更さら何の用だ？」

　その物言いに、そいつは目をひん剝むき、必死になって訴える。興奮したそいつの訴えは、支し離り滅めつ裂れつなものでまるで分からない。根気よく聞いて、ようやく概要が分かる。どうも僕にまた神のごとく振る舞い、世界を正して欲しいということのようだ。

「また僕に導けだと？　そんなの無理に決まっているだろう。僕にはもうそんな力はない。……力がなくても構わない？　意味が分からないな。……そうだな、はっきり言おう。僕はもう、そんなことをしたくない。する気もない」

　しかしそいつは納得をしない。まだ興奮して僕に訴えている。〝箱〟の記憶がないだろうに、しつこい奴やつだ。

「責任？　ああ、そうだな、心ここ音ねの病状が落ち着いたら自首するつもりだ。神かみ内うち昂こう大だいを殺した罪は、許されるものではないからな。……なに？　そのことを言ってるんじゃない？　じゃあ責任とは何のことだ？　……お前を導いた責任？　だから解放してやると言ってるだろう。それでいいだろ？　…………あ？　お前が言っていることは違うな。お前の人生は僕のものじゃない。それはずっとそうだ。そんなもの初めから僕のものではなく、お前自身のものだ」

　それでもそいつは引き下がらない。

「いい加減にしてくれ。僕にこれ以上期待するな。僕はただの高校生──ですらなかったな。学校生活すらまともに送れなかった落ちこぼれの人間だ。そう人間だよ」

　まだそいつは僕に必死に訴えていた。

　自分を導けと、助けろと、訴えていた。

　どうしろというんだ？

　僕はこれ以上の会話は無理だと、そいつに背中を向ける。

「これからは自由に生きろよ」

　もう二度と関かかわることはない。

　そう意思表示をした。

　かつての力の残ざん滓しを、僕は完全に拒絶した。




　そうして、背中が燃えるように熱くなった。




「あ？」

　急速に力が抜け、膝ひざを突く。

　突いた膝がすぐに、流れ出る血で汚れていく。

　口から血を吐はき、自分を刺したそいつの顔を見上げる。そのとき僕は気付いた。僕はさっきから少女と会話をしていたが、彼女をまるで認識していなかった。虚像と話すように、彼女と接していた。

　ここまでされて、僕はようやく少女の姿が見えるようになったのだ。

　ここまでして、少女は自分の存在を認めさせたのだ。

「あなたが人間？　ふざけないでください」

　空うつろな目をした少女が僕を見下ろして言う。

「あなたは神です」

　ボブカットの中学生は、大きい出で刃ば包丁を落とす。顔に付着した血を、化粧をするように顔に塗りつける。

「あなたが神でなければ、私はどうやって生きればいいの？　責任を取って。最後まで責任を取ってくださいよ」

　事態に気付いた雑ざつ踏とうの中から、悲鳴が上がる。

「許されない」

　少女は笑う。泣きそうな顔で。

「あなたが人間に戻ることは、許されない」

　そうして少女は、雑踏の中を多くの人間にぶつかりながら駆かけ出す。

　すぐにその背中は見えなくなった。でも彼女はすぐに、自分がしたことの罪に追いつめられるだろう。どうしようもない行き止まりにぶつかるのだ。優しい世界が、正しい世界が、彼女を護まもってくれることはない。ここはそういう世界だ。

　それは僕が、神のごとく振る舞っても、正しく導けなかった結果だ。

「────は」

　また口から血が零こぼれる。

「────はは」

　これが僕のやったことの結果か。そのあんまりな結果に、思わず苦笑する。

　しかし、考えてみれば、こうもなるだろう。何の罰も受けずに、どうして身軽になれるだなんて考えたのだろうか？　自分がしたことが完全に消えるとでも思っていたのか？

　力を失っても、僕はまだ人を追いつめ、追いつめられる。

　これは因果応報だ。僕はずっと最後は破滅すると想像していた。ある意味、予想していた結末を迎えてしまっただけのことだ。

　だけど。

　これが自分が招いた結果だと分かっていても、それでも。

「…………ふざ、ける、な」

　僕は嘆なげく。

　もう破滅を望んでいない。こんな結末を迎えることを望んでいない。それなのに、一度破滅への歯車が動き出してしまったからって、この結果か？

　取り返しなんてとっくに付かなかった？　……うるさい。じゃあどうすればいい？　僕は、こんなにも──

「………………死に、たく……ない、ってのに」

　願いを込めた言葉は、吐と血けつと共にかき消える。

　苦しい。痛い。痛い。苦しい。

　生きたい。

　心ここ音ね。

　心音、君に逢いたい。

　盲もう目もくだった僕は、光に照らされて、ようやく正しいことが分かったばかりだ。何もできなくてもいい。荷物になってもいい。それでも君の側そばに居続ける。それが僕のしたいことで、しなければいけないことだって分かった。……分かったのに。

　その願いを、あっさり潰つぶすのか。

　ふざけるな。

　僕は痛みを堪こらえ、よろよろと立ち上がる。

　このままあっさりと負けるわけにはいかない。死ぬわけにはいかない。近くに交番があったはずだ。そこまでたどり着こう。

　雑ざつ踏とうの中で誰も、血だらけの僕を介抱してはくれなかった。誰も彼も、避さけるだけで助けようとしない。変えることのできなかった世界では、誰も彼もが無関心なままだった。

　それもまた、因果応報か？

　笑おうとしたが、笑えない。簡単に限界は来た。脚あしに力が入らない。意識が遠のく。世界が回る。

　そうして終わり。

　僕は無残にも倒れ、動けなくなった。




　そうして僕は考えた。

　この状況で、助けてくれる人がいるとしたら、それはまさに希望だと。

　僕は考えた。








「大丈夫か大おお嶺みね！」

　私は倒れた大嶺を、抱きかかえた。

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]彩あ矢やか」

　大嶺はそれだけ呟つぶやき、目をつむる。

　グレーの上着があっという間に赤黒く染まっていく。その傷はあのときの桐きり野のよりも深く、しかもあのときと違い、応急処置ができる道具も持っていない。

　私はすぐに、助からない、と悟さとった。

　大嶺の危機に駆かけ寄れたのは偶然ではない。アテがない私は、大嶺を追っていた。そこまで深い意味があったわけではない。一度大嶺は、〝出来損そこないの幸福〟を『出来損ない』でなくすための機会を与えてくれた。だから同じチャンスが、大嶺を追っていればあるのではないかと追いかけていただけだ。そんなわけがないのに、未練がましく。

　だから大嶺が、息も絶え絶えに「やっぱり来てくれたか」と呟いたときは、その行動を知られていたのではないかと思った。

　だが、きっとそうではないのだろう。大嶺は私に力を託そうとしてくれた。きっと私は、〝罪と罰と罪の影〟を失った今でも、大嶺の希望の形なのだ。

　それは誇ほこらしくもあり、しかし、だというのに、その期待に応えることができそうもない自分が無念でもある。

「待ってろ、救急車を呼ぶ。それまでなんとか意識を保たもち続けろ」

　私は内心無む駄だかもしれないと思いつつ、大嶺に言葉を投げかける。大嶺は、痛みに耐えながら、口をパクパクと動かしている。

「僕に[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]使え」

「何だ？　何が言いたい？」

　最後の力を振り絞しぼるように、言う。

　それは、大嶺を助けられるかもしれない、唯ゆい一いつの方法。

「僕に〝出来損ないの幸福〟を使え」




　星ほし野の一かず輝きの記憶を消す。

　大嶺に、〝出来損そこないの幸福〟を使うとは、そういうことだ。

　ああ、平気ではない。様変わりした彼を見てもそれは変わらない。一生分の時間を共に過ごした人間は、私の心を否いや応おうなく支配している。──支配だ。私の心の人間らしい部分には、どこもかしこも一輝が巣くっている。あらゆるところに一輝は散らばって、取り除くことはできない。

　一輝のことを忘れてしまった私は、もはや私ではないだろう。私と同じ肉体を持った、同じ目的を持った、私と似たものになるのだ。

　自分を捨てる。

　それは恐怖だ。

　ああ[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]どうしてこんな風になるまで、私は放置してしまったのだろう？　さっさと一かず輝きから離れなかったのだろう？

　怠たい惰だにも、一輝と一いつ緒しよにいる心地よさに身を任せてしまった？　自分の目的を蔑ないがしろにして、生活を楽しんでいた？

　──いや。

　私は内心で首を振る。一輝との繫つながりは、そんな弱い繫がりではなかった。私の心がけ一つでどうにかできるものではなかった。妙みような表現になるが、一輝との繫がりを深めることは避けられなかった。あの〝拒絶する教室〟が存在した以上、どうしようもなかった。

　私は認める。

　一輝と私との間には、絶対的な絆きずながある。

　必然的に生まれた、大切な絆だ。

　その絆を、私は潰つぶす。

「────っ！」

　[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]恐れるな。こんなことは何度となく繰り返してきたことだ。

　しかし、なら──

　私はどうしても考えてしまう。

　何度も消える『私』に意味はあるのか？　失われるだけの『私』は本当に存在していると言えるのか？

『私』とはなんだ？

　だが、そんなことを考えている自分が、不意におかしくなる。

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]ふふ」

　今更何を自問自答している？

　その答えは、私自身が何度も繰り返して言葉にしてきた。

『私』は──〝箱〟だ。

　他人の〝願い〟を叶かなえること以外の意味を持たない〝箱〟だ。

　そして今、目の前で、〝出来損そこないの幸福〟を望む人間がいる。

　私は大おお嶺みねに微笑ほほえみかける。

「ああ、〝出来損ないの幸福〟を使うぞ」

　迷いなんてない。

〝箱〟である私は、迷いなど持つべきではない。

「頼む」

　大嶺は血に濡ぬれた手を、私の頰ほほに伸ばした。力のないその指の触れ方が、本当にもう限界なのだということを分からせる。

「僕は死にたくない」

　私はふと思った。

　かつて似たような〝願い〟を抱いだき、繰り返しの世界に囚とらわれた人間がいた。死なない自分を信じ切れなかった故ゆえの結果だった。

　大おお嶺みねはリアリストで、自分の運命から目を逸そらすことはきっとできない。

　つまり〝出来損そこないの幸福〟を使っても結果は──

　しかし、私はそれ以上考えるのをやめた。

　救いを求めている人間がいるのならば、私はそれに応えるだけ。




　私は、血に濡ぬれた大嶺の手を、自分の胸に押し当てた。




　そうして私は──消える。

　消える。

　消える。




　私は海の底に沈む。そこは本当に暗くて、何も見えない。自分の手さえ見えない。不確かになる自分の形。冷たくて、凍り付いた自分の身体からだの感覚がなくなる。自分がどこにいるのか分からない。私は深海そのものなのかもしれない。

　遠くで笑い声がする。大勢の笑い声。しかしそこに私は関かかわらない。そして、それは偽りの笑い声だ。

　ここでは誰も自分の姿を見ないから、虚勢を張る必要はない。水圧で押し潰つぶされはみ出した私の柔らかい部分が、絶対に誰にも見せてはいけない姿をさらしている。それは弱い私。かつての私。しかしどうせ誰もいないのだから関係はない。

　世界は遠く。

　私は誰よりも遠く。

「────あ」

　しかしひとりぼっちの私に、現れるはずもない光。それは優しくない、まるで罪人を照らすように強烈な光。まぶしさに目を細める。

　そうして現れる彼女。

　私は、そこに現れた彼女の名前を呼ぶ。

「〝Ｏ〟」

　だけどすぐに気付く。

　違う。いや、〝Ｏ〟には違いないけど、違う。この姿は。その魅力的な微笑ほほえみをした、彼女の姿は、そう──

「彩矢、お姉ちゃん」

　そうしてすべてを悟さとった。

　自分の〝箱〟の仕組みを。そして〝出来損そこないの幸福〟は出来損ないままだということを。私の行動が無為なものであることを。今まで私がやってきたことは、私がどこにいるかも分からない真っ暗なこの深海で泳ぐような行為だってことを。そのことに気付かないように、私が記憶を消し去ってきたことも。

　私はすべて理解した。

　じゃあ私は？

　私は何のために、こんなことを続けるのか？

「麻ま理り亜あ」

　彼女は、私の名前を呼ぶ。

「私の〝願い〟を憶おぼえているね？」

「もちろんだよ」

　それが、私ができる、唯ゆい一いつの罪滅ぼし。

　大好きだったお姉ちゃんにできる、唯一のこと。

　彩あ矢やお姉ちゃんは、いつも言っていた口くち癖ぐせを口にする。

「私は他人を幸せにしてあげたい」

「うん」

　頷うなずくことしかできない。

「これからも私の〝願い〟を叶かなえてくれるかい？」

「うん」

　そういうと、彩矢お姉ちゃんは魅力的に微笑ほほえんでくれた。

　私はうれしくなって、一いつ緒しよになって笑った。だけど、私の顔は凍り付いていて、ちゃんと笑うことができたかは分からない。

「そのために麻理亜は、彷徨さまよい続けることになるのだろうね。出来損ないは出来損ないのまま変わらないのに、完璧を求め続けるのだろうね。これからも自分自身を忘れ続けて、有りもしない正解を探し続けるのだろうね」

「そうかもしれない[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]」

「でも、それが麻理亜の望んだことだ」

「どういうこと？　私が望んだって？」

「理想を求め続ける、それこそが麻理亜の〝願い〟だよ」

　私が大好きだった笑え顔がおを見せる。

「完成してしまえば、麻理亜の中に音おと無なし彩矢など存在しないことに気付いてしまうからね」

「ああそうか」

　私のしていることは、つまり────

「─────────────────とにかく」

　私の分かることは一つ。

　どんなに私が無意味なことをしていても、それがこの深海を泳ぐことと同じような果てのない行為でも、私は止まらない。

　そう、私は──

「私を止める人間などいらない」





[image: くぎり]






　そうして私は意識を覚ます。私は新しん宿じゆくの雑ざつ踏とうの中で、膝ひざを突けて座っていた。まるで誰かを抱きかかえているような体勢だったが、その腕には誰もいない。

　自分の身体からだを見ると、血に濡れていた。理由は分からない。不思議とそのことに驚きや恐怖はない。

　何も憶おぼえていない。しかし自分に何が起きたのかは分かった。

　私は、〝出来損そこないの幸福〟を使ったのだ。

　頭の中に空洞がある。それはとても大きな穴で、埋めることができないほどのものだ。そこを直視すると、身体が震えてしまいそうな巨大な穴だ。

　ああ、私は失われたのだ。

　私は、また私でなくなった。

　ふらり、と立ち上がる。異様に身体が軽く感じて、よろめいてしまう。ショーウィンドウに自分の姿が映っている。酷ひどい顔だ。世界中の不幸が自分に降り注いだようなそんな顔だ。過剰に細い身体も異様に頼りない。気を張ることを忘れている私はこんなものか。

　私はどこかに向かおうとして、どこにも向かう場所がないことに気付いた。

　家族の記憶も、友人の記憶もない私には、拠より所がどこにもない。

　立ち止まっている私に、忙しそうにしている会社員らしき男がぶつかる。彼はよろけた私を見て舌打ちをし、すぐに立ち去っていく。

　──どこに私はいる？

　──私は誰だ？

　この感覚、まるで深海の底にいるようだ。




「　　　」

　不意に誰かに呼ばれた気がした。

　それはとても親しみがある呼び方で、私の心を温かくした。一いつ瞬しゆんにして、私が誰かなんて疑問を氷解してくれそうな、そんな声だった。

　振り返る。

　しかし、街には私に無関心な人たちがいるだけで、そんな呼びかけをしてくれるような人はいない。

「　　　」

　まただ。

　私の心を揺ゆさぶる声。

　だけど、私は気付く。

　声は聞こえている気がするのに、なんて呼ばれているのかが分からない。

「なんだ[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]？」

　自分の頰ほほに触れる。

「どうして私は泣いている？」

　意味が分からない。

　だけどきっと、かつての私にとって、大切なものだったのだろう。

　私にはもう、関係のないものだけど、失ってはいけないものだったのだろう。




　ああ、だけど。

　もう私には関係ない。

　涙を拭ぬぐう。次の涙はもう出なかった。

　私は目的を忘れてはいない。私にとって大切なことは、他人の〝願い〟を叶かなえること。それだけだ。かつての自分が大切にしたものなど、切り捨てなければいけない。

　いや、もう切り捨てている。

　さて私は、また〝Ｏお姉ちやん〟に会いに行こう。

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]え？」

　今、何を考えた？

　思い返してみたけれど、何も出てこなかった。たった今考えたことが思い出せなかった。しかしそんなことはどうでもいい気がした。

　私は、これからも彷徨さまよい続ける。それだけだ。




　そうして私はまた、〝Ｏ〟の正体を忘れた。












あとがき




　こんにちは、御み影かげ瑛えい路じです。

『空うつろの箱と零ぜろのマリア』六巻をお届けしました。この物語の終盤の展開は、ずいぶんと前から頭の中でイメージしていたところなので、こうやって書けて感慨もひとしおです。




　突然ですが、僕の座ざ右ゆうの銘めいは、『プロは人間であってはならない』です。

　これは僕の尊敬する、当時ホークスの監督だった王おうさんが、テレビでおっしゃっていた言葉です。多少の記憶違いもあるかもしれませんが、次のようなことを言っていました。

『人間なら誰でもミスをする。けれど、人間だからミスをしてもしょうがないと思っている選手は、また同じミスをする。ならばプロは人間であってはならない』

　それだけの強いプロ意識があって、あれだけの記録を打ち立てたのだなあ、と感かん銘めいを受けたのを憶えています。

　プロ野球選手にかかわらず、一つの意志を貫くには、人間を超えようとするほどの意識の高さが必要なのだと思います。僕はまだその領域には全然達していませんが、いつかそこまでになれるよう、頑張りたいですね。




　謝辞です。

　担当の三み木きさん。多忙極まるスケジュールの中、スムーズに進行をしていただき、ありがとうございます。

　イラストの鉄てつ雄おさん。いつも素敵なイラストありがとうございます。鉄雄さんのイラストを見るのが楽しみで、この物語を書いている側面もあるなあ、と思います。




　さて、物語も残り一巻分となりました。思えば、一巻を書き上げたときに、書くのがあまりに大変で、音ねを上げそうになった企画。ようやくここまでたどり着きました。必ず最後まで書き上げますので、できればお付き合いいただければ、と思います。

　それから新作を春頃に発表します。この物語を読んでいる読者様でも、楽しんでいただけるものになっているんじゃないかと思っていますので、そちらもよろしくお願いします。

　どちらも情熱を掛けていますので、「早く最終刊を出せよ！」ってあまり言わないでね！




　それではまたお会いできることを信じて。





御影瑛路
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御み影かげ瑛えい路じ

埼玉県出身。どうでもいいネタばらしですが、写真のメガネは一巻ごとに一つ増えています。
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イラスト／鉄てつ雄お

あけましておめでとうございます！

元気少ないので元気ください。
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